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Ⅰ 調査実施の概要 

１ 調査の目的 

この調査は、千代田区に居住する障害者手帳所持者等の障害福祉サービス利用実態及び利用意

向を把握し、第７期障害福祉計画、第３期障害児福祉計画を策定するための基礎資料とする目的

で実施した。 

２ 調査の項目 

（１）日常生活上の手助けの状況について （６）就労について 

（２）障害や疾病の状況について （７）障害福祉サービス等の利用について 

（３）住まいや暮らしについて （８）相談相手について 

（４）日中の活動、スポーツや （９）災害時の避難等について 

レクリエーションについて （10）障害者差別解消法について 

（５）就園、就学について （11）福祉施策等について 

３ 調査の設計 

（１）調査地域 千代田区全域 

（２）調査対象  ① 身体障害者手帳所持者（以下、「身体」と示す） 

  ② 愛の手帳所持者（以下、「知的」と示す） 

  ③ 精神障害者手帳所持者及び精神通院医療助成受給者（以下、「精神」と示す） 

 ④ 難病医療助成受給者（以下、「難病」と示す） 

 ⑤ 障害児福祉サービス利用者（児童）（以下、「児童」と示す） 

（３）標 本 数 ① 身体 1,177人 ② 知的 161人 ③ 精神 707人 ④ 難病 365人 

 ⑤ 児童 155人 

（４）調査方法 郵送法（郵送配布－郵送回収） 

（５）調査時期 令和５年３月17日～３月28日 

４ 回収結果 

 実施年 標 本 数 有効回収数 有効回収率 

① 身 体 
令和４年 1,177 414 35.2％ 

令和元年 1,111 433 39.0％ 

② 知 的 
令和４年   161  65 40.4％ 

令和元年   124  72 58.1％ 

③ 精 神 
令和４年   707 181 25.6％ 

令和元年   512 153 29.9％ 

④ 難 病 
令和４年   365 108 29.6％ 

令和元年   268  92 34.3％ 

⑤ 児 童 
令和４年   155  47 30.3％ 

令和元年   135  64 47.4％ 

合 計 
令和４年 2,565 815 31.8％ 

令和元年 2,150 814 37.9％ 
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５ この報告書のみかた 

（１）図表中の「ｎ」は、各質問の回答者数を示す。 

（２）調査結果の比率は、ｎを基数として比率を算出し、小数点以下第２位を四捨五入して第１

位まで示した。したがって、すべての選択肢の比率を合計しても100％にならない場合が

ある。 

（３）複数回答の設問においても、ｎを基数として比率を算出しているため、すべての選択肢の

比率の合計は、通常100％を超える。 

（４）調査票上、①身体、②知的、③精神、④難病の各調査では、障害者手帳所持者、難病患者

及び障害福祉サービス利用者等本人を「あなた」と呼んで質問したのに対し、⑤児童調査

では、障害福祉サービス受給中の児童本人を「お子さん」と呼んで質問した。 

この報告書に示した質問文のうち、⑤児童調査の質問文は、①身体、②知的、③精神、④

難病の各調査にない単独の質問でない限りすべて割愛し、①身体、②知的、③精神、④難

病の各調査の質問文のみ掲載した。 

（５）選択肢の文言が長い場合は、本文や図表中では、選択肢中のかっこ内の文言を省略した表

現を用いた場合がある。 

６ 回答者の属性 

（１）アンケートの記入者 

＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜児童＞ 

 

  

父 母 本人 兄弟・姉妹 祖父母 その他の親
族

本人の家族
以外の介助

者

無回答

ｎ （％）

令 和 ４ 年 （   47）

令 和 元 年 （   64）

2.1

6.0

89.4

52.0

6.4

5.0

0.0

0.0

0.0

1.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.1

0.0

本人 父 母 兄弟・姉妹 祖父母 その他の親
族

本人の家族
以外の介助

者

無回答

ｎ （％）

令和４年  （  768）

令和元年  （  750）

令和４年  （  414）

令和元年  （  433）

令和４年  （   65）

令和元年  （   72）

令和４年  （  181）

令和元年  （  153）

令和４年  （  108）

令和元年  （   92）

全 体

身 体

知 的

精 神

難 病

79.3

79.3

82.6

82.2

16.9

29.2

86.7

86.3

91.7

93.5

1.2

0.7

0.7

0.2

9.2

4.2

0.0

0.7

0.0

0.0

9.0

5.5

3.4

0.9

67.7

44.4

6.1

3.3

0.0

0.0

1.3

1.6

1.7

1.4

1.5

4.2

1.1

2.0

0.0

0.0

0.1

0.0

0.0

0.0

1.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

6.8

8.9

8.9

12.0

0.0

0.0

3.9

6.5

7.4

5.4

0.7

2.3

0.7

0.9

1.5

16.7

0.0

0.0

0.9

1.1

1.7

1.7

1.9

2.3

1.5

1.4

2.2

1.3

0.0

0.0
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（２）性別 

＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜児童＞ 

 

 

 

 

 

（３）年齢 

＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性 女性 その他 無回答

ｎ （％）

令和４年  （  768）

令和元年  （  750）

令和４年  （  414）

令和元年  （  433）

令和４年  （   65）

令和元年  （   72）

令和４年  （  181）

令和元年  （  153）

令和４年  （  108）

令和元年  （   92）

全 体

身 体

知 的

精 神

難 病

48.0

46.9

51.9

49.4

61.5

61.1

43.1

39.2

33.3

37.0

51.0

52.1

47.3

50.1

36.9

34.7

55.8

59.5

65.7

63.0

0.4

0.1

0.2

0.0

0.0

0.0

1.1

0.7

0.0

0.0

0.5

0.8

0.5

0.5

1.5

4.2

0.0

0.7

0.9

0.0

男性 女性 その他 無回答

ｎ （％）

令 和 ４ 年 （   47）

令 和 元 年 （   64）

66.0

57.8

34.0

42.2

0.0

0.0

0.0

0.0

18～39歳 40～59歳 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上 無回答

ｎ （％）

令和４年  （  768）

令和元年  （  750）

令和４年  （  414）

令和元年  （  433）

令和４年  （   65）

令和元年  （   72）

令和４年  （  181）

令和元年  （  153）

令和４年  （  108）

令和元年  （   92）

全 体

身 体

知 的

精 神

難 病

11.7

12.7

3.9

4.2

30.8

54.2

23.8

19.0

10.2

9.8

19.7

23.2

11.6

13.6

23.1

29.2

39.8

49.7

14.8

19.6

7.6

5.1

7.0

4.6

0.0

0.0

11.0

8.5

8.3

5.4

4.7

6.9

4.6

7.4

0.0

5.6

6.1

6.5

5.6

6.5

9.1

12.9

10.4

15.9

1.5

4.2

5.5

5.9

14.8

17.4

12.4

11.9

17.6

15.5

3.1

2.8

4.4

4.6

11.1

14.1

10.2

11.9

14.5

16.4

1.5

1.4

2.8

2.6

11.1

14.1

14.5

12.8

22.7

19.6

0.0

0.0

1.1

2.0

13.9

8.7

10.3

2.7

7.7

2.8

40.0

2.8

5.5

1.3

10.2

4.3
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＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

（４）居住地区 

＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜児童＞ 

 
 

 

 

 

  

麹町出張所地
区

富士見出張所
地区

神保町出張所
地区

神田公園出張
所地区

万世橋出張所
地区

和泉橋出張所
地区

無回答

ｎ （％）

令 和 ４ 年 （   47）

令 和 元 年 （   64）

31.9

39.1

23.4

15.6

17.0

10.9

4.3

9.4

10.6

9.4

12.8

14.1

0.0

1.6

0～5歳 6～17歳 無回答

ｎ （％）

令 和 ４ 年 （   47）

令 和 元 年 （   64）

23.4

18.8

70.2

81.3

6.4

0.0

麹町出張所地
区

富士見出張所
地区

神保町出張所
地区

神田公園出張
所地区

万世橋出張所
地区

和泉橋出張所
地区

無回答

ｎ （％）

令和４年  （  768）

令和元年  （  750）

令和４年  （  414）

令和元年  （  433）

令和４年  （   65）

令和元年  （   72）

令和４年  （  181）

令和元年  （  153）

令和４年  （  108）

令和元年  （   92）

全 体

身 体

知 的

精 神

難 病

30.3

28.4

29.0

27.0

29.2

22.2

33.1

32.7

31.5

32.6

19.1

16.7

17.1

15.2

16.9

16.7

18.8

18.3

28.7

20.7

11.8

13.2

13.5

14.1

12.3

16.7

10.5

12.4

7.4

7.6

10.4

10.5

10.9

11.1

13.8

11.1

11.0

9.8

5.6

8.7

9.4

11.5

8.7

11.5

15.4

12.5

7.7

10.5

11.1

12.0

17.7

16.4

19.1

18.2

10.8

9.7

18.2

13.1

15.7

18.5

1.2

3.3

1.7

2.8

1.5

11.1

0.6

3.3

0.0

0.0
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（５）生活の状況 

＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  

家族と生活し
ている

一人暮らし グループホー
ムで生活して

いる

福祉施設（障
害者支援施

設、障害者入
所施設、高齢
者施設）で生
活している

病院に入院し
ている

その他 無回答

ｎ （％）

令和４年  （  768）

令和元年  （  750）

令和４年  （  414）

令和元年  （  433）

令和４年  （   65）

令和元年  （   72）

令和４年  （  181）

令和元年  （  153）

令和４年  （  108）

令和元年  （   92）

全 体

身 体

知 的

精 神

難 病

62.4

64.3

61.1

63.7

73.8

62.5

61.9

61.4

61.1

72.8

24.0

22.4

25.1

24.0

6.2

6.9

26.0

26.1

26.9

20.7

1.2

3.2

0.5

2.3

4.6

13.9

1.7

2.6

0.9

0.0

3.3

4.5

3.6

4.2

6.2

13.9

1.7

2.6

2.8

2.2

1.0

2.0

1.0

2.3

0.0

0.0

1.7

2.0

0.9

2.2

2.7

3.1

2.9

3.2

0.0

0.0

3.3

5.2

2.8

1.1

5.5

0.5

5.8

0.2

9.2

2.8

3.9

0.0

4.6

1.1

家族と生活してい
る

福祉施設（入所施
設）で生活してい

る

病院に入院してい
る

その他 無回答

ｎ （％）

令 和 ４ 年 （   47）

令 和 元 年 （   64）

100.0

96.9

0.0

3.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0



- 6 - 

（６）同居家族 

＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜身体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜知的＞ 

 

 

  

配偶者（夫または妻）

子ども

父母

兄弟・姉妹

その他

祖父母

無回答

（％）

60.3

29.0

26.9

14.6

3.8

2.1

0.0

63.5

35.5

21.0

10.8

3.1

1.5

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70

令和４年（ｎ＝479）

令和元年（ｎ＝482）

配偶者（夫または妻）

子ども

父母

兄弟・姉妹

その他

祖父母

無回答

（％）

71.1

32.4

13.8

8.3

3.6

1.2

0.0

72.5

39.1

9.8

6.9

3.6

0.7

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

令和４年（ｎ＝253）

令和元年（ｎ＝276）

父母

兄弟・姉妹

祖父母

その他

子ども

配偶者（夫または妻）

無回答

（％）

95.8

58.3

8.3

4.2

2.1

0.0

0.0

91.1

48.9

6.7

2.2

0.0

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

令和４年（ｎ＝48）

令和元年（ｎ＝45）
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＜精神＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜難病＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜児童＞ 

 

 

 

 

配偶者（夫または妻）

父母

子ども

兄弟・姉妹

その他

祖父母

無回答

（％）

50.0

37.5

31.3

17.0

3.6

2.7

0.0

53.2

30.9

37.2

9.6

3.2

1.1

0.0

0 10 20 30 40 50 60

令和４年（ｎ＝112）

令和元年（ｎ＝94）

配偶者（夫または妻）

子ども

父母

その他

兄弟・姉妹

祖父母

無回答

（％）

80.3

31.8

9.1

4.5

3.0

0.0

0.0

83.6

41.8

6.0

1.5

3.0

1.5

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

令和４年（ｎ＝66）

令和元年（ｎ＝67）

父母

兄弟・姉妹

祖父母

その他

無回答

n=   47 （％）

100.0

61.7

2.1

0.0

0.0

98.4

66.1

8.1

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

令和４年（ｎ＝47）

令和元年（ｎ＝64）
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Ⅱ 調査結果の分析 

１ 日常生活上の手助けの状況について 

（１）日常生活で必要な手助け 

問 あなたは日常生活で、次のことをどのようにしていますか。①から⑪のそれぞれにお答え

ください。（○はそれぞれ１つ） 

日常生活で必要な手助けについて、全体でみると、「一部介助が必要」と「全部介助が必要」を

合わせた『介助が必要（計）』は“通院”で32.5％と最も高く、次いで“外出”で28.6％、“お金の

管理”で28.4％などとなっている。 

 

日常生活で必要な手助け ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ひとりでできる 一部介助が必要 全部介助が必要 無回答

ｎ （％） （計）

① 食 事 （  768） 13.1

② ト イ レ （  768） 12.6

③ 入 浴 （  768） 20.5

④ 衣 服 の 着 脱 （  768） 13.8

⑤ 身 だ し な み （  768） 19.3

⑥ 家 の 中 の 移 動 （  768） 11.5

⑦ 外 出 （  768） 28.6

⑧
家 族 以 外 の
人 と の 意 思 疎 通

 （  768） 18.8

⑨ お 金 の 管 理 （  768） 28.4

⑩ 薬 の 管 理 （  768） 25.2

⑪ 通 院 （  768） 32.5

『

介
助
が
必
要
』

介助が必要（計)

81.9

82.9

74.9

81.9

75.8

84.1

66.3

75.3

66.3

70.1

60.9

7.9

6.1

12.4

7.4

12.9

5.5

15.6

13.5

14.3

11.7

15.2

5.2

6.5

8.1

6.4

6.4

6.0

13.0

5.3

14.1

13.5

17.3

4.9

4.4

4.7

4.3

4.9

4.4

5.1

5.9

5.3

4.7

6.5
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調査票種別でみると、身体では『介助が必要（計）』は“通院”で30.7％と最も高く、次いで“外

出”で28.3％、“入浴”で22.7％などとなっている。 

 

日常生活で必要な手助け ＜身体＞ 

 

 

 
ひとりでできる 一部介助が必要 全部介助が必要 無回答

ｎ （％） （計）

① 食 事 （  414） 12.5

② ト イ レ （  414） 13.6

③ 入 浴 （  414） 22.7

④ 衣 服 の 着 脱 （  414） 14.7

⑤ 身 だ し な み （  414） 16.9

⑥ 家 の 中 の 移 動 （  414） 15.2

⑦ 外 出 （  414） 28.3

⑧
家 族 以 外 の
人 と の 意 思 疎 通

 （  414） 14.5

⑨ お 金 の 管 理 （  414） 22.2

⑩ 薬 の 管 理 （  414） 20.7

⑪ 通 院 （  414） 30.7

『

介
助
が
必
要
』

介助が必要（計)

82.1

81.6

72.0

80.2

77.3

79.7

65.2

77.5

71.0

73.9

61.4

6.0

5.6

13.0

7.0

9.9

7.5

13.8

9.4

11.6

8.9

13.3

6.5

8.0

9.7

7.7

7.0

7.7

14.5

5.1

10.6

11.8

17.4

5.3

4.8

5.3

5.1

5.8

5.1

6.5

8.0

6.8

5.3

8.0
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知的では『介助が必要（計）』は“お金の管理”で84.6％と最も高く、次いで“通院”で80.0％、

“薬の管理”で75.4％などとなっている。 

 

日常生活で必要な手助け ＜知的＞ 

 

 

 

  

ひとりでできる 一部介助が必要 全部介助が必要 無回答

ｎ （％） （計）

① 食 事 （   65） 27.7

② ト イ レ （   65） 32.3

③ 入 浴 （   65） 44.6

④ 衣 服 の 着 脱 （   65） 27.7

⑤ 身 だ し な み （   65） 61.5

⑥ 家 の 中 の 移 動 （   65） 9.2

⑦ 外 出 （   65） 64.6

⑧
家 族 以 外 の
人 と の 意 思 疎 通

 （   65） 67.7

⑨ お 金 の 管 理 （   65） 84.6

⑩ 薬 の 管 理 （   65） 75.4

⑪ 通 院 （   65） 80.0

『

介
助
が
必
要
』

介助が必要（計)

69.2

63.1

49.2

69.2

35.4

87.7

32.3

27.7

10.8

20.0

13.8

20.0

24.6

32.3

18.5

49.2

4.6

33.8

49.2

21.5

23.1

16.9

7.7

7.7

12.3

9.2

12.3

4.6

30.8

18.5

63.1

52.3

63.1

3.1

4.6

6.2

3.1

3.1

3.1

3.1

4.6

4.6

4.6

6.2
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精神では『介助が必要（計）』は“お金の管理”で31.5％と最も高く、次いで“薬の管理”で24.8％、

“通院”で23.2％などとなっている。 

 

日常生活で必要な手助け ＜精神＞ 

 

 

 
ひとりでできる 一部介助が必要 全部介助が必要 無回答

ｎ （％） （計）

① 食 事 （  181） 8.3

② ト イ レ （  181） 6.6

③ 入 浴 （  181） 8.3

④ 衣 服 の 着 脱 （  181） 6.7

⑤ 身 だ し な み （  181） 13.8

⑥ 家 の 中 の 移 動 （  181） 5.0

⑦ 外 出 （  181） 18.8

⑧
家 族 以 外 の
人 と の 意 思 疎 通

 （  181） 16.6

⑨ お 金 の 管 理 （  181） 31.5

⑩ 薬 の 管 理 （  181） 24.8

⑪ 通 院 （  181） 23.2

『

介
助
が
必
要
』

介助が必要（計)

87.8

90.1

88.4

90.1

81.8

91.2

77.9

80.7

65.2

71.3

72.4

6.6

3.3

5.0

3.9

9.9

2.8

13.3

14.4

22.1

17.1

18.2

1.7

3.3

3.3

2.8

3.9

2.2

5.5

2.2

9.4

7.7

5.0

3.9

3.3

3.3

3.3

4.4

3.9

3.3

2.8

3.3

3.9

4.4
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難病では『介助が必要（計）』は“通院”で26.9％と最も高く、次いで“外出”で25.0％、“入浴”

で17.6％などとなっている。 

 

日常生活で必要な手助け ＜難病＞ 

 

 
ひとりでできる 一部介助が必要 全部介助が必要 無回答

ｎ （％） （計）

① 食 事 （  108） 14.8

② ト イ レ （  108） 7.5

③ 入 浴 （  108） 17.6

④ 衣 服 の 着 脱 （  108） 13.9

⑤ 身 だ し な み （  108） 12.0

⑥ 家 の 中 の 移 動 （  108） 9.3

⑦ 外 出 （  108） 25.0

⑧
家 族 以 外 の
人 と の 意 思 疎 通

 （  108） 10.2

⑨ お 金 の 管 理 （  108） 13.0

⑩ 薬 の 管 理 （  108） 13.0

⑪ 通 院 （  108） 26.9

『

介
助
が
必
要
』

介助が必要（計)

78.7

88.0

78.7

82.4

84.3

87.0

71.3

86.1

83.3

83.3

68.5

10.2

1.9

10.2

8.3

7.4

2.8

15.7

6.5

7.4

6.5

16.7

4.6

5.6

7.4

5.6

4.6

6.5

9.3

3.7

5.6

6.5

10.2

6.5

4.6

3.7

3.7

3.7

3.7

3.7

3.7

3.7

3.7

4.6
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児童の日常生活で必要な手助けをみると、『介助が必要（計）』は“通院”で83.0％と最も高く、

次いで“薬の管理”で80.8％、“お金の管理”で76.6％などとなっている。 

 

日常生活で必要な手助け ＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ひとりでできる 一部介助が必要 全部介助が必要 無回答

ｎ （％） （計）

① 食 事 （   47） 14.9

② ト イ レ （   47） 21.3

③ 入 浴 （   47） 38.3

④ 衣 服 の 着 脱 （   47） 19.2

⑤ 身 だ し な み （   47） 46.8

⑥ 家 の 中 の 移 動 （   47） 2.1

⑦ 外 出 （   47） 48.9

⑧
家族以外の人 との
意 思 疎 通

 （   47） 38.3

⑨ お 金 の 管 理 （   47） 76.6

⑩ 薬 の 管 理 （   47） 80.8

⑪ 通 院 （   47） 83.0

⑫ 通 園 ・ 通 学 （   47） 40.4

『

介
助
が
必
要
』

介助が必要（計)

83.0

78.7

61.7

80.9

53.2

97.9

51.1

61.7

19.1

14.9

12.8

53.2

10.6

8.5

27.7

14.9

36.2

2.1

31.9

36.2

27.7

31.9

29.8

14.9

4.3

12.8

10.6

4.3

10.6

0.0

17.0

2.1

48.9

48.9

53.2

25.5

2.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

4.3

4.3

4.3

6.4
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では、『介助が必要（計）』は“外出”で3.0ポイント、“食事”

で1.7ポイントそれぞれ減少している。 

調査票種別でみると、知的では『介助が必要（計）』は“外出”で9.1ポイント増加、“食事”で

8.4ポイント、“トイレ”で6.6ポイントそれぞれ減少している。 

児童では、『介助が必要（計）』は“通園・通学”で25.2ポイント、“外出”で23.0ポイント、“家

族以外の人との意思疎通”で21.1ポイントそれぞれ減少しており、すべての項目で「ひとりででき

る」が増加傾向となっている。 

日常生活で必要な手助けは、令和元年調査に引き続き、全体・児童ともに「通院」の介助を最も

必要としており、特に児童においては、“トイレ”、“入浴”、“身だしなみ”などの自宅で行う行動

に対して介助を必要としている人が多いことから、病院等での診療だけでなく、訪問での支援につ

いても検討が必要となっている。 

また、知的では各項目で他の障害に比べ、介助が必要な割合が高くなっており、多くの手助けを

必要としている現状にあるため、支援体制の強化が求められる。 
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日常生活で必要な手助け（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ひとりでできる 一部介助が必要 全部介助が必要 無回答

ｎ （％） （計）

令 和 ４ 年 （  768） 13.1

令 和 元 年 （  750） 14.8

令 和 ４ 年 （  768） 12.6

令 和 元 年 （  750） 13.0

令 和 ４ 年 （  768） 20.5

令 和 元 年 （  750） 21.7

令 和 ４ 年 （  768） 13.8

令 和 元 年 （  750） 14.2

令 和 ４ 年 （  768） 19.3

令 和 元 年 （  750） 18.5

令 和 ４ 年 （  768） 11.5

令 和 元 年 （  750） 11.6

令 和 ４ 年 （  768） 28.6

令 和 元 年 （  750） 31.6

令 和 ４ 年 （  768） 18.8

令 和 元 年 （  750） 19.5

令 和 ４ 年 （  768） 28.4

令 和 元 年 （  750） 28.3

令 和 ４ 年 （  768） 25.2

令 和 元 年 （  750） 24.4

令 和 ４ 年 （  768） 32.5

令 和 元 年 （  750） 34.1

⑩ 薬の管理

⑪ 通院

⑦ 外出

⑧
家族以外の人との
意思疎通

⑨ お金の管理

④ 衣服の着脱

⑤ 身だしなみ

⑥ 家の中の移動

③ 入浴

『

介
助
が
必
要
』

① 食事

② トイレ

介助が必要（計)

81.9

80.7

82.9

82.8

74.9

74.1

81.9

81.5

75.8

76.9

84.1

83.2

66.3

64.1

75.3

74.0

66.3

67.2

70.1

71.3

60.9

59.5

7.9

9.5

6.1

7.1

12.4

12.0

7.4

8.5

12.9

11.7

5.5

6.3

15.6

17.5

13.5

12.7

14.3

15.5

11.7

12.1

15.2

16.5

5.2

5.3

6.5

5.9

8.1

9.7

6.4

5.7

6.4

6.8

6.0

5.3

13.0

14.1

5.3

6.8

14.1

12.8

13.5

12.3

17.3

17.6

4.9

4.5

4.4

4.3

4.7

4.1

4.3

4.3

4.9

4.5

4.4

5.2

5.1

4.3

5.9

6.5

5.3

4.5

4.7

4.3

6.5

6.4
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日常生活で必要な手助け（経年比較）＜身体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ひとりでできる 一部介助が必要 全部介助が必要 無回答

ｎ （％） （計）

令 和 ４ 年 （  414） 12.5

令 和 元 年 （  433） 14.6

令 和 ４ 年 （  414） 13.6

令 和 元 年 （  433） 12.0

令 和 ４ 年 （  414） 22.7

令 和 元 年 （  433） 22.2

令 和 ４ 年 （  414） 14.7

令 和 元 年 （  433） 14.1

令 和 ４ 年 （  414） 16.9

令 和 元 年 （  433） 16.4

令 和 ４ 年 （  414） 15.2

令 和 元 年 （  433） 13.4

令 和 ４ 年 （  414） 28.3

令 和 元 年 （  433） 33.0

令 和 ４ 年 （  414） 14.5

令 和 元 年 （  433） 15.0

令 和 ４ 年 （  414） 22.2

令 和 元 年 （  433） 21.5

令 和 ４ 年 （  414） 20.7

令 和 元 年 （  433） 20.3

令 和 ４ 年 （  414） 30.7

令 和 元 年 （  433） 32.5

⑩ 薬の管理

⑪ 通院

⑦ 外出

⑧
家族以外の人との
意思疎通

⑨ お金の管理

④ 衣服の着脱

⑤ 身だしなみ

⑥ 家の中の移動

③ 入浴

『

介
助
が
必
要
』

① 食事

② トイレ

介助が必要（計)

82.1

79.9

81.6

82.7

72.0

72.7

80.2

80.6

77.3

78.1

79.7

80.4

65.2

61.9

77.5

77.6

71.0

73.0

73.9

74.4

61.4

59.4

6.0

7.9

5.6

5.1

13.0

10.4

7.0

6.9

9.9

9.0

7.5

6.5

13.8

18.5

9.4

8.8

11.6

10.9

8.9

9.9

13.3

16.6

6.5

6.7

8.0

6.9

9.7

11.8

7.7

7.2

7.0

7.4

7.7

6.9

14.5

14.5

5.1

6.2

10.6

10.6

11.8

10.4

17.4

15.9

5.3

5.5

4.8

5.3

5.3

5.1

5.1

5.3

5.8

5.5

5.1

6.2

6.5

5.1

8.0

7.4

6.8

5.5

5.3

5.3

8.0

8.1



- 17 - 

日常生活で必要な手助け（経年比較）＜知的＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ひとりでできる 一部介助が必要 全部介助が必要 無回答

ｎ （％） （計）

令 和 ４ 年 （   65） 27.7

令 和 元 年 （   72） 36.1

令 和 ４ 年 （   65） 32.3

令 和 元 年 （   72） 38.9

令 和 ４ 年 （   65） 44.6

令 和 元 年 （   72） 45.8

令 和 ４ 年 （   65） 27.7

令 和 元 年 （   72） 33.3

令 和 ４ 年 （   65） 61.5

令 和 元 年 （   72） 57.0

令 和 ４ 年 （   65） 9.2

令 和 元 年 （   72） 15.3

令 和 ４ 年 （   65） 64.6

令 和 元 年 （   72） 55.5

令 和 ４ 年 （   65） 67.7

令 和 元 年 （   72） 62.5

令 和 ４ 年 （   65） 84.6

令 和 元 年 （   72） 84.7

令 和 ４ 年 （   65） 75.4

令 和 元 年 （   72） 75.0

令 和 ４ 年 （   65） 80.0

令 和 元 年 （   72） 77.8

⑩ 薬の管理

⑪ 通院

⑦ 外出

⑧
家族以外の人との
意思疎通

⑨ お金の管理

④ 衣服の着脱

⑤ 身だしなみ

⑥ 家の中の移動

③ 入浴

『

介
助
が
必
要
』

① 食事

② トイレ

介助が必要（計)

69.2

61.1

63.1

58.3

49.2

51.4

69.2

63.9

35.4

41.7

87.7

81.9

32.3

41.7

27.7

34.7

10.8

13.9

20.0

23.6

13.8

20.8

20.0

27.8

24.6

29.2

32.3

31.9

18.5

25.0

49.2

41.7

4.6

11.1

33.8

19.4

49.2

38.9

21.5

36.1

23.1

30.6

16.9

22.2

7.7

8.3

7.7

9.7

12.3

13.9

9.2

8.3

12.3

15.3

4.6

4.2

30.8

36.1

18.5

23.6

63.1

48.6

52.3

44.4

63.1

55.6

3.1

2.8

4.6

2.8

6.2

2.8

3.1

2.8

3.1

1.4

3.1

2.8

3.1

2.8

4.6

2.8

4.6

1.4

4.6

1.4

6.2

1.4
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日常生活で必要な手助け（経年比較）＜精神＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ひとりでできる 一部介助が必要 全部介助が必要 無回答

ｎ （％） （計）

令 和 ４ 年 （  181） 8.3

令 和 元 年 （  153） 7.2

令 和 ４ 年 （  181） 6.6

令 和 元 年 （  153） 4.6

令 和 ４ 年 （  181） 8.3

令 和 元 年 （  153） 10.4

令 和 ４ 年 （  181） 6.7

令 和 元 年 （  153） 5.2

令 和 ４ 年 （  181） 13.8

令 和 元 年 （  153） 10.4

令 和 ４ 年 （  181） 5.0

令 和 元 年 （  153） 5.3

令 和 ４ 年 （  181） 18.8

令 和 元 年 （  153） 21.5

令 和 ４ 年 （  181） 16.6

令 和 元 年 （  153） 20.9

令 和 ４ 年 （  181） 31.5

令 和 元 年 （  153） 28.1

令 和 ４ 年 （  181） 24.8

令 和 元 年 （  153） 18.3

令 和 ４ 年 （  181） 23.2

令 和 元 年 （  153） 22.9

⑩ 薬の管理

⑪ 通院

⑦ 外出

⑧
家族以外の人との
意思疎通

⑨ お金の管理

④ 衣服の着脱

⑤ 身だしなみ

⑥ 家の中の移動

③ 入浴

『

介
助
が
必
要
』

① 食事

② トイレ

介助が必要（計)

87.8

88.2

90.1

91.5

88.4

85.6

90.1

90.8

81.8

85.0

91.2

90.8

77.9

74.5

80.7

72.5

65.2

67.3

71.3

77.1

72.4

71.2

6.6

5.2

3.3

2.0

5.0

7.8

3.9

2.6

9.9

6.5

2.8

3.3

13.3

16.3

14.4

17.0

22.1

20.9

17.1

12.4

18.2

15.7

1.7

2.0

3.3

2.6

3.3

2.6

2.8

2.6

3.9

3.9

2.2

2.0

5.5

5.2

2.2

3.9

9.4

7.2

7.7

5.9

5.0

7.2

3.9

4.6

3.3

3.9

3.3

3.9

3.3

3.9

4.4

4.6

3.9

3.9

3.3

3.9

2.8

6.5

3.3

4.6

3.9

4.6

4.4

5.9
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日常生活で必要な手助け（経年比較）＜難病＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ひとりでできる 一部介助が必要 全部介助が必要 無回答

ｎ （％） （計）

令 和 ４ 年 （  108） 14.8

令 和 元 年 （   92） 12.0

令 和 ４ 年 （  108） 7.5

令 和 元 年 （   92） 10.9

令 和 ４ 年 （  108） 17.6

令 和 元 年 （   92） 19.6

令 和 ４ 年 （  108） 13.9

令 和 元 年 （   92） 15.2

令 和 ４ 年 （  108） 12.0

令 和 元 年 （   92） 12.0

令 和 ４ 年 （  108） 9.3

令 和 元 年 （   92） 10.8

令 和 ４ 年 （  108） 25.0

令 和 元 年 （   92） 22.8

令 和 ４ 年 （  108） 10.2

令 和 元 年 （   92） 4.4

令 和 ４ 年 （  108） 13.0

令 和 元 年 （   92） 16.3

令 和 ４ 年 （  108） 13.0

令 和 元 年 （   92） 14.1

令 和 ４ 年 （  108） 26.9

令 和 元 年 （   92） 26.0

⑩ 薬の管理

⑪ 通院

⑦ 外出

⑧
家族以外の人との
意思疎通

⑨ お金の管理

④ 衣服の着脱

⑤ 身だしなみ

⑥ 家の中の移動

③ 入浴

『

介
助
が
必
要
』

① 食事

② トイレ

介助が必要（計)

78.7

87.0

88.0

88.0

78.7

79.3

82.4

83.7

84.3

85.9

87.0

84.8

71.3

75.0

86.1

90.2

83.3

81.5

83.3

84.8

68.5

70.7

10.2

9.8

1.9

7.6

10.2

10.9

8.3

13.0

7.4

9.8

2.8

6.5

15.7

13.0

6.5

3.3

7.4

12.0

6.5

7.6

16.7

13.0

4.6

2.2

5.6

3.3

7.4

8.7

5.6

2.2

4.6

2.2

6.5

4.3

9.3

9.8

3.7

1.1

5.6

4.3

6.5

6.5

10.2

13.0

6.5

1.1

4.6

1.1

3.7

1.1

3.7

1.1

3.7

2.2

3.7

4.3

3.7

2.2

3.7

5.4

3.7

2.2

3.7

1.1

4.6

3.3
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日常生活で必要な手助け（経年比較）＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ひとりでできる 一部介助が必要 全部介助が必要 無回答

ｎ （％） （計）

令 和 ４ 年 （   47） 14.9

令 和 元 年 （   64） 25.1

令 和 ４ 年 （   47） 21.3

令 和 元 年 （   64） 29.7

令 和 ４ 年 （   47） 38.3

令 和 元 年 （   64） 43.7

令 和 ４ 年 （   47） 19.2

令 和 元 年 （   64） 26.6

令 和 ４ 年 （   47） 46.8

令 和 元 年 （   64） 54.7

令 和 ４ 年 （   47） 2.1

令 和 元 年 （   64） 9.4

令 和 ４ 年 （   47） 48.9

令 和 元 年 （   64） 71.9

令 和 ４ 年 （   47） 38.3

令 和 元 年 （   64） 59.4

令 和 ４ 年 （   47） 76.6

令 和 元 年 （   64） 85.9

令 和 ４ 年 （   47） 80.8

令 和 元 年 （   64） 89.1

令 和 ４ 年 （   47） 83.0

令 和 元 年 （   64） 90.7

令 和 ４ 年 （   47） 40.4

令 和 元 年 （   64） 65.6

『

介
助
が
必
要
』

① 食事

② トイレ

介助が必要（計)

③ 入浴

④ 衣服の着脱

⑤ 身だしなみ

⑥ 家の中の移動

⑦ 外出

⑧
家族以外の人との
意思疎通

⑫ 通園・通学

⑨ お金の管理

⑩ 薬の管理

⑪ 通院

83.0

75.0

78.7

70.3

61.7

56.3

80.9

73.4

53.2

45.3

97.9

90.6

51.1

28.1

61.7

40.6

19.1

14.1

14.9

10.9

12.8

9.4

53.2

34.4

10.6

18.8

8.5

15.6

27.7

32.8

14.9

18.8

36.2

45.3

2.1

6.3

31.9

43.8

36.2

45.3

27.7

28.1

31.9

32.8

29.8

31.3

14.9

23.4

4.3

6.3

12.8

14.1

10.6

10.9

4.3

7.8

10.6

9.4

0.0

3.1

17.0

28.1

2.1

14.1

48.9

57.8

48.9

56.3

53.2

59.4

25.5

42.2

2.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

4.3

0.0

4.3

0.0

4.3

0.0

6.4

0.0
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（２）主な介助者 

（１つでも「一部介助が必要」または「全部介助が必要」と答えた方にお聞きします。） 

問 あなたを介助している方は主にどなたですか。（あてはまるものすべてに○） 

主な介助者について、全体でみると、「配偶者（夫または妻）」が28.9％で最も高く、次いで「父

母」が28.3％、「ホームヘルパーや施設の職員」が24.0％などとなっている。 

調査票種別でみると、身体と難病では「配偶者（夫または妻）」、知的と精神では「父母」の割合

が最も高くなっている。 

 

主な介助者 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

配偶者（夫または妻）

父母

ホームヘルパーや施設の職員

子ども

兄弟・姉妹

祖父母

保健師

ボランティア

その他

無回答

（％）

28.9

28.3

24.0

19.1

7.1

2.8

2.2

1.8

13.5

4.0

35.2

13.2

24.5

27.0

5.7

1.9

1.9

1.9

11.9

5.0

0.0

86.0

29.8

0.0

15.8

10.5

5.3

1.8

3.5

5.3

27.3

28.6

16.9

10.4

5.2

0.0

0.0

1.3

26.0

1.3

53.1

0.0

28.1

34.4

3.1

0.0

3.1

3.1

9.4

3.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全 体 （ｎ＝325）

身 体 （ｎ＝159）

知 的 （ｎ＝57）

精 神 （ｎ＝77）

難 病 （ｎ＝32）
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児童の主な介助者をみると、「父母」が100.0％、「祖父母」と「兄弟・姉妹」が5.0％などとなっ

ている。 

 

主な介助者 ＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

父母

祖父母

兄弟・姉妹

ホームヘルパーや施設の職員

保健師

ボランティア

その他

無回答

（％）n=   40

100.0

5.0

5.0

2.5

0.0

0.0

2.5

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では、「父母」が7.0ポイント増加し、「ホームヘルパーや施設

の職員」が10.2ポイント減少している。 

調査票種別でみると、知的では「父母」が21.4ポイント増加し、「ホームヘルパーや施設の職員」

が17.9ポイント減少している。また、精神では「子ども」が10.7ポイント、「兄弟・姉妹」が10.6

ポイントそれぞれ減少している。 

児童では、「ホームヘルパーや施設の職員」が9.4ポイント減少している。 

主な介助者は、令和元年調査で最も高くなっていた「ホームヘルパーや施設の職員」の割合が今

回は低くなっており、全体、身体、難病では「配偶者（夫または妻）」、知的と精神、児童では「父

母」が最も高くなっており、いずれも身内の介助者が多く、家族への負担が大きくなっている状況

がうかがえる。 

主な介助者（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

配偶者（夫または妻）

父母

ホームヘルパーや施設の職員

子ども

兄弟・姉妹

祖父母

保健師

ボランティア

その他

無回答

（％）

28.9

28.3

24.0

19.1

7.1

2.8

2.2

1.8

13.5

4.0

29.4

21.3

34.2

26.7

10.2

0.9

2.7

1.8

7.5

4.5

0 10 20 30 40

令和４年（ｎ＝325）

令和元年（ｎ＝333）
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主な介助者（経年比較）＜身体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な介助者（経年比較）＜知的＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

配偶者（夫または妻）

子ども

ホームヘルパーや施設の職員

父母

兄弟・姉妹

祖父母

保健師

ボランティア

その他

無回答

（％）

35.2

27.0

24.5

13.2

5.7

1.9

1.9

1.9

11.9

5.0

37.4

35.7

33.5

7.1

7.7

0.5

3.3

1.6

7.7

4.4

0 10 20 30 40

令和４年（ｎ＝159）

令和元年（ｎ＝182）

父母

ホームヘルパーや施設の職員

兄弟・姉妹

祖父母

保健師

ボランティア

配偶者（夫または妻）

子ども

その他

無回答

（％）

86.0

29.8

15.8

10.5

5.3

1.8

0.0

0.0

3.5

5.3

64.6

47.7

15.4

3.1

0.0

1.5

0.0

0.0

0.0

3.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

令和４年（ｎ＝57）

令和元年（ｎ＝65）
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主な介助者（経年比較）＜精神＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な介助者（経年比較）＜難病＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

父母

配偶者（夫または妻）

ホームヘルパーや施設の職員

子ども

兄弟・姉妹

ボランティア

祖父母

保健師

その他

無回答

（％）

28.6

27.3

16.9

10.4

5.2

1.3

0.0

0.0

26.0

1.3

28.1

26.3

24.6

21.1

15.8

0.0

0.0

5.3

14.0

7.0

0 10 20 30 40

令和４年（ｎ＝77）

令和元年（ｎ＝57）

配偶者（夫または妻）

子ども

ホームヘルパーや施設の職員

兄弟・姉妹

保健師

ボランティア

父母

祖父母

その他

無回答

（％）

53.1

34.4

28.1

3.1

3.1

3.1

0.0

0.0

9.4

3.1

51.7

41.4

27.6

3.4

0.0

6.9

0.0

0.0

10.3

3.4

0 10 20 30 40 50 60

令和４年（ｎ＝32）

令和元年（ｎ＝29）
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主な介助者（経年比較）＜児童＞ 

 

 

 

 

  

父母

祖父母

兄弟・姉妹

ホームヘルパーや施設の職員

保健師

ボランティア

その他

無回答

（％）

100.0

5.0

5.0

2.5

0.0

0.0

2.5

0.0

94.9

5.1

6.8

11.9

0.0

0.0

13.6

3.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

令和４年（ｎ＝40）

令和元年（ｎ＝59）



- 27 - 

（３）主な介助者の性別と年齢 

（主な介助者として、身体、知的、精神、難病調査では「父母」「祖父母」「兄弟・姉妹」「配偶者（夫

または妻）」「子ども」、児童調査では「父母」「祖父母」「兄弟・姉妹」と答えた方にお聞きします。） 

問 介助の中心となっている方の性別に○をつけ、令和５年３月１日現在の満年齢をご記入下

さい。（性別の○は１つだけ、年齢は数字を記入） 

主な介助者の性別について、全体でみると、「男性」が25.7％、「女性」は68.6％となっている。 

調査票種別でみると、難病では「男性」が46.2％、知的では「女性」が90.0％となっており、全

体と比べて割合が高くなっている。 

年齢について、全体でみると、「40～59歳」が35.9％で最も高く、次いで「70～74歳」が9.8％な

どとなっており、『65歳以上（計）』は36.8％となっている。 

調査票種別でみると、身体では『65歳以上（計）』が47.8％、精神では「40～59歳」が46.2％と

なっており、全体と比べて割合が高くなっている。 

 

主な介助者の性別と年齢 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

① 性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性 女性 その他 無回答

ｎ （％）

全 体  （  245）

【調査票種別】

身 体  （  117）

知 的  （   50）

精 神  （   52）

難 病  （   26）

25.7

21.4

10.0

40.4

46.2

68.6

72.6

90.0

50.0

46.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

5.7

6.0

0.0

9.6

7.7

0～5歳 6～17歳 18～39
歳

40～59
歳

60～64
歳

65～69
歳

70～74
歳

75～79
歳

80～84
歳

85歳以
上

無回答

ｎ （％）

全 体  （  245）

【調査票種別】

身 体  （  117）

知 的  （   50）

精 神  （   52）

難 病  （   26）

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

8.2

6.8

12.0

11.5

0.0

35.9

28.2

44.0

46.2

34.6

10.6

9.4

14.0

9.6

11.5

8.2

8.5

8.0

9.6

3.8

9.8

11.1

10.0

7.7

7.7

9.4

10.3

4.0

3.8

26.9

4.5

8.5

0.0

1.9

0.0

4.9

9.4

2.0

0.0

0.0

8.6

7.7

6.0

9.6

15.4
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児童の主な介助者の性別をみると、「男性」が12.5％、「女性」は85.0％となっている。 

年齢をみると、「40～59歳」が70.0％で最も高く、次いで「18～39歳」が22.5％となっている。 

 

主な介助者の性別と年齢 ＜児童＞ 

① 性別 

 

 

 

 

 

 

② 年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性 女性 その他 無回答

ｎ （％）

 （   40） 12.5 85.0

0.0

2.5

0～5歳 6～17歳 18～39
歳

40～59
歳

60～64
歳

65～69
歳

70～74
歳

75～79
歳

80～84
歳

85歳以
上

無回答

ｎ （％）

 （   40）

0.00.0

22.5 70.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

7.5
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【経年比較】 

主な介助者の性別を令和元年調査と比較すると、全体では大きな傾向の違いはみられない。 

調査票種別でみると、難病では、「男性」が6.2ポイント増加し、「女性」は13.8ポイント減少し

ている。 

児童では、大きな傾向の違いはみられない。 

主な介助者の年齢を令和元年調査と比較すると、全体では、「40歳代」が7.5ポイント増加し、「65

歳以上」が9.9ポイント減少している。 

調査票種別でみると、「40歳代」が知的で19.5ポイント、精神で16.4ポイントそれぞれ増加して

いる。また、身体では「65歳以上」が24.2ポイント増加している。 

児童では、「30歳代以下」が6.7ポイント増加し、「50歳代」が7.5ポイント減少している。 

身内の介助者の性別は、令和元年調査と比べて、全体では男性が減少傾向となっており、女性が

約７割、児童では男性が増加傾向となっており、女性が８割台半ばと女性に負担が偏っている状況

となっている。 

 

主な介助者の性別と年齢（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

① 性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性 女性 その他 無回答

ｎ （％）

令和４年  （  245）

令和元年  （  249）

令和４年  （  117）

令和元年  （  136）

令和４年  （   50）

令和元年  （   46）

令和４年  （   52）

令和元年  （   42）

令和４年  （   26）

令和元年  （   25）

全 体

身 体

知 的

精 神

難 病

25.7

27.3

21.4

28.7

10.0

13.0

40.4

31.0

46.2

40.0

68.6

69.1

72.6

68.4

90.0

84.8

50.0

59.5

46.2

60.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

5.7

3.6

6.0

2.9

0.0

2.2

9.6

9.5

7.7

0.0
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② 年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な介助者の性別と年齢（経年比較）＜児童＞ 

① 性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 年齢 

 

 

 

 

 

 

  

男性 女性 その他 無回答

ｎ （％）

令 和 ４ 年 （   40）

令 和 元 年 （   57）

12.5

10.5

85.0

87.7

0.0

0.0

2.5

1.8

20歳代以下 30歳代 40歳代 50歳代 60～64歳 65歳以上 無回答

ｎ （％）

令和４年  （  245）

令和元年  （  249）

令和４年  （  117）

令和元年  （  136）

令和４年  （   50）

令和元年  （   46）

令和４年  （   52）

令和元年  （   42）

令和４年  （   26）

令和元年  （   25）

全 体

身 体

知 的

精 神

難 病

1.6

2.8

1.7

0.7

2.0

2.2

1.9

11.9

0.0

0.0

6.5

2.8

5.1

2.2

10.0

0.0

9.6

9.5

0.0

0.0

13.9

6.4

7.7

7.4

26.0

6.5

21.2

4.8

3.8

4.0

22.0

26.5

20.5

22.8

18.0

41.3

25.0

14.3

30.8

40.0

10.6

8.8

9.4

7.4

14.0

15.2

9.6

7.1

11.5

8.0

36.7

46.6

47.9

23.7

24.0

28.3

23.1

42.9

38.5

48.0

8.6

6.0

7.7

5.9

6.0

6.5

9.6

9.5

15.4

0.0

20歳代以下 30歳代 40歳代 50歳代 60～64歳 65歳以上 無回答

ｎ （％）

令 和 ４ 年 （   40）

令 和 元 年 （   57）

0.0

7.0

22.5

15.8

60.0

56.1

10.0

17.5

0.0

1.8

0.0

1.8

7.5

0.0
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（４）主な介助者の健康状態 

（主な介助者として、身体、知的、精神、難病調査では「父母」「祖父母」「兄弟・姉妹」「配偶者（夫

または妻）」「子ども」、児童調査では「父母」「祖父母」「兄弟・姉妹」と答えた方にお聞きします。） 

問 介助の中心となっている方の健康状態はいかがですか。（○は１つだけ） 

主な介助者の健康状態について、全体でみると、「よい」が74.7％、「よくない」は20.0％となっ

ている。 

調査票種別でみると、身体では「よくない」が25.6％となっており、全体と比べて割合が高くな

っている。 

 

主な介助者の健康状態 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童の主な介助者の健康状態をみると、「よい」が90.0％、「よくない」は10.0％となっている。 

 

主な介助者の健康状態 ＜児童＞ 

 

 

 

 

 

  

よい よくない 無回答

ｎ （％）

全 体  （  245）

【調査票種別】

身 体  （  117）

知 的  （   50）

精 神  （   52）

難 病  （   26）

74.7

70.9

88.0

67.3

80.8

20.0

25.6

12.0

19.2

11.5

5.3

3.4

0.0

13.5

7.7

よい よくない 無回答

ｎ （％）

 （   40） 90.0 10.0 0.0
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では、「よい」が9.6ポイント増加し、「よくない」が7.7ポイン

ト減少している。 

調査票種別でみると、「よくない」が精神では23.7ポイント、難病では16.5ポイントそれぞれ減

少している。 

児童では、大きな傾向の違いはみられない。 

身内の介助者の健康状態が「よくない」は全体では２割、児童では１割となっており、「よくな

い」が令和元年調査から減少傾向が見られるが、身体では 0.1ポイントしか減少していないことか

ら、身体障害者を抱える家族のニーズを明らかにし、支援体制を整備することが求められる。 

 

主な介助者の健康状態（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な介助者の健康状態（経年比較）＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  

よい よくない 無回答

ｎ （％）

令 和 ４ 年 （   40）

令 和 元 年 （   57）

90.0

89.5

10.0

10.5

0.0

0.0

よい よくない 無回答

ｎ （％）

令和４年  （  245）

令和元年  （  249）

令和４年  （  117）

令和元年  （  136）

令和４年  （   50）

令和元年  （   46）

令和４年  （   52）

令和元年  （   42）

令和４年  （   26）

令和元年  （   25）

全 体

身 体

知 的

精 神

難 病

74.7

65.1

70.9

66.9

88.0

73.9

67.3

47.6

80.8

68.0

20.0

27.7

25.6

25.7

12.0

19.6

19.2

42.9

11.5

28.0

5.3

7.2

3.4

7.4

0.0

6.5

13.5

9.5

7.7

4.0
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（５）主な介助者の相談できる場の有無 

＜身体、知的、精神、難病調査の質問＞ 

（主な介助者として「父母」「祖父母」「兄弟・姉妹」「配偶者（夫または妻）」「子ども」と答えた方に

お聞きします。） 

問 介助やご自身のことについて相談できる場はありますか。（○は１つだけ） 

主な介助者の相談できる場の有無について、全体でみると、「ある」が72.2％、「ない」は19.6％

となっている。 

調査票種別でみると、精神では「ない」が32.7％となっており、全体と比べて割合が高くなって

いる。 

 

主な介助者の相談できる場の有無 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ある ない 無回答

ｎ （％）

全 体  （  245）

【調査票種別】

身 体  （  117）

知 的  （   50）

精 神  （   52）

難 病  （   26）

72.2

75.2

80.0

57.7

73.1

19.6

17.1

16.0

32.7

11.5

8.2

7.7

4.0

9.6

15.4
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体全体では大きな傾向の違いはみられない。 

調査票種別でみると、「ある」が知的で10.4ポイント増加している一方、難病では6.9ポイント減

少している。 

身内の介助者の相談できる場が「ない」は全体では約２割にとどまっているものの、精神では令

和元年調査に引き続き３割台と高くなっている。 

 

主な介助者の相談できる場の有無（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

  

ある ない 無回答

ｎ （％）

令和４年  （  245）

令和元年  （  249）

令和４年  （  117）

令和元年  （  136）

令和４年  （   50）

令和元年  （   46）

令和４年  （   52）

令和元年  （   42）

令和４年  （   26）

令和元年  （   25）

全 体

身 体

知 的

精 神

難 病

72.2

73.1

75.2

77.9

80.0

69.6

57.7

57.1

73.1

80.0

19.6

20.1

17.1

16.9

16.0

19.6

32.7

31.0

11.5

20.0

8.2

6.8

7.7

5.1

4.0

10.9

9.6

11.9

15.4

0.0
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（６）介助者に必要な支援 

（主な介助者として、身体、知的、精神、難病調査では「父母」「祖父母」「兄弟・姉妹」「配偶者（夫

または妻）」「子ども」、児童調査では「父母」「祖父母」「兄弟・姉妹」と答えた方にお聞きします。） 

問 介助している方に必要な支援はありますか。（あてはまるものすべてに○） 

介助者に必要な支援について、全体でみると、「レスパイト事業（介護者に休養してもらうため

の事業）」が27.3％で最も高く、次いで「孤立しないための保護者同士の交流の場」が13.9％、「兄

弟・姉妹の預り」が12.2％などとなっている。 

調査票種別でみると、身体と知的、精神では「レスパイト事業」、難病では「レスパイト事業」

と同じく「兄弟・姉妹の預り」の割合が最も高くなっている。 

 

介助者に必要な支援 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

レスパイト事業（介護者に休養し
てもらうための事業）

孤立しないための保護者同士の交
流の場

兄弟・姉妹の預り

相談支援面接時のヒアリング

腰痛予防等体調管理やメンタルヘ
ルス講習会

障害児の兄弟姉妹の交流の場

子育てに関する講習会等

介助技術講習会

その他

無回答

（％）

27.3

13.9

12.2

10.6

10.2

5.7

4.1

2.0

18.4

38.0

23.1

7.7

10.3

5.1

11.1

2.6

1.7

2.6

23.9

41.9

48.0

36.0

18.0

18.0

10.0

12.0

10.0

2.0

6.0

20.0

23.1

13.5

9.6

15.4

7.7

9.6

5.8

0.0

17.3

44.2

15.4

0.0

15.4

11.5

11.5

0.0

0.0

3.8

19.2

42.3

0 10 20 30 40 50 60

全 体 （ｎ＝245）

身 体 （ｎ＝117）

知 的 （ｎ＝50）

精 神 （ｎ＝52）

難 病 （ｎ＝26）
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児童の介助者に必要な支援をみると、「孤立しないための保護者同士の交流の場」が35.0％で最

も高く、次いで「レスパイト事業（介護者に休養してもらうための事業）」が32.5％、「子育てに関

する講習会等」が30.0％などとなっている。 

 

介助者に必要な支援 ＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

孤立しないための保護者同士の交
流の場

レスパイト事業（介護者に休養し
てもらうための事業）

子育てに関する講習会等

兄弟・姉妹の預り

相談支援面接時のヒアリング

腰痛予防等体調管理やメンタルヘ
ルス講習会

障害児の兄弟姉妹の交流の場

介助技術講習会

その他

無回答

（％）n=   40

35.0

32.5

30.0

27.5

22.5

15.0

12.5

0.0

17.5

12.5

0 10 20 30 40



- 37 - 

【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では、前回同様に「レスパイト事業（介護者に休養してもらう

ための事業）」が最も高くなっている。 

児童では、前回同様に「孤立しないための保護者同士の交流の場」が最も高くなっている。 

身内の介助者に必要な支援は、令和元年調査に引き続き、「レスパイト事業」、児童では「孤立し

ないための保護者同士の交流の場」が最も必要とされており、難病の身内の介助者を除き最も必要

とされていることから、これらの支援体制の整備が優先課題となってくる。 

 

介助者に必要な支援（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

レスパイト事業（介護者に休養し
てもらうための事業）

孤立しないための保護者同士の交
流の場

兄弟・姉妹の預り

相談支援面接時のヒアリング

腰痛予防等体調管理やメンタルヘ
ルス講習会

障害児の兄弟姉妹の交流の場

子育てに関する講習会等

介助技術講習会

その他

無回答

（％）

27.3

13.9

12.2

10.6

10.2

5.7

4.1

2.0

18.4

38.0

18.5

10.8

10.4

10.4

8.8

1.6

0.8

2.8

15.3

43.8

0 10 20 30 40 50

令和４年（ｎ＝245）

令和元年（ｎ＝249）
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介助者に必要な支援（経年比較）＜身体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介助者に必要な支援（経年比較）＜知的＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

レスパイト事業（介護者に休養し
てもらうための事業）

腰痛予防等体調管理やメンタルヘ
ルス講習会

兄弟・姉妹の預り

孤立しないための保護者同士の交
流の場

相談支援面接時のヒアリング

障害児の兄弟姉妹の交流の場

介助技術講習会

子育てに関する講習会等

その他

無回答

（％）

23.1

11.1

10.3

7.7

5.1

2.6

2.6

1.7

23.9

41.9

11.0

8.1

11.0

5.9

3.7

0.7

2.9

0.7

14.7

50.7

0 10 20 30 40 50 60

令和４年（ｎ＝117）

令和元年（ｎ＝136）

レスパイト事業（介護者に休養し
てもらうための事業）

孤立しないための保護者同士の交
流の場

兄弟・姉妹の預り

相談支援面接時のヒアリング

障害児の兄弟姉妹の交流の場

腰痛予防等体調管理やメンタルヘ
ルス講習会

子育てに関する講習会等

介助技術講習会

その他

無回答

（％）

48.0

36.0

18.0

18.0

12.0

10.0

10.0

2.0

6.0

20.0

47.8

28.3

8.7

23.9

2.2

10.9

0.0

2.2

8.7

21.7

0 10 20 30 40 50

令和４年（ｎ＝50）

令和元年（ｎ＝46）
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介助者に必要な支援（経年比較）＜精神＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介助者に必要な支援（経年比較）＜難病＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

レスパイト事業（介護者に休養し
てもらうための事業）

相談支援面接時のヒアリング

孤立しないための保護者同士の交
流の場

兄弟・姉妹の預り

障害児の兄弟姉妹の交流の場

腰痛予防等体調管理やメンタルヘ
ルス講習会

子育てに関する講習会等

介助技術講習会

その他

無回答

（％）

23.1

15.4

13.5

9.6

9.6

7.7

5.8

0.0

17.3

44.2

14.3

9.5

11.9

9.5

4.8

9.5

2.4

2.4

23.8

45.2

0 10 20 30 40 50

令和４年（ｎ＝52）

令和元年（ｎ＝42）

兄弟・姉妹の預り

レスパイト事業（介護者に休養し
てもらうための事業）

相談支援面接時のヒアリング

腰痛予防等体調管理やメンタルヘ
ルス講習会

介助技術講習会

孤立しないための保護者同士の交
流の場

障害児の兄弟姉妹の交流の場

子育てに関する講習会等

その他

無回答

（％）

15.4

15.4

11.5

11.5

3.8

0.0

0.0

0.0

19.2

42.3

12.0

12.0

24.0

8.0

4.0

4.0

0.0

0.0

16.0

44.0

0 10 20 30 40 50

令和４年（ｎ＝26）

令和元年（ｎ＝25）
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介助者に必要な支援（経年比較）＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

孤立しないための保護者同士の交
流の場

レスパイト事業（介護者に休養し
てもらうための事業）

子育てに関する講習会等

兄弟・姉妹の預り

相談支援面接時のヒアリング

腰痛予防等体調管理やメンタルヘ
ルス講習会

障害児の兄弟姉妹の交流の場

介助技術講習会

その他

無回答

（％）

35.0

32.5

30.0

27.5

22.5

15.0

12.5

0.0

17.5

12.5

45.6

31.6

21.1

26.3

22.8

12.3

15.8

3.5

12.3

19.3

0 10 20 30 40 50

令和４年（ｎ＝40）

令和元年（ｎ＝57）
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２ 障害や疾病の状況について 

（１）身体障害者手帳の級 

＜身体、知的、精神、難病調査の質問＞ 

問 あなたの障害や難病の状況についてお聞きします。 

（１）あなたの身体障害者手帳は何級ですか。（○は１つだけ） 

身体障害者手帳の級について、全体でみると、「１級」が19.7％、「４級」が12.4％となっており、

「手帳は持っていない」は30.6％となっている。 

身体障害者手帳の級 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 手帳は
持ってい
ない

無回答

ｎ （％）

全 体  （  768）

【調査票種別】

身 体  （  414）

知 的  （   65）

精 神  （  181）

難 病  （  108）

19.7

34.8

1.5

3.3

0.0

10.0

15.2

3.1

5.5

1.9

8.3

13.5

1.5

2.8

1.9

12.4

21.0

9.2

1.1

0.0

2.2

3.9

0.0

0.6

0.0

2.7

4.3

1.5

1.1

0.0

0.1

0.0

0.0

0.6

0.0

30.6

1.0

41.5

66.3

77.8

13.9

6.3

41.5

18.8

18.5
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では大きな傾向の違いはみられない。 

調査票種別でみると、知的では「４級」が6.4ポイント、精神では「手帳は持っていない」が8.8

ポイントそれぞれ増加している。 

身体障害者手帳の級（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 手帳は
持ってい
ない

無回答

ｎ （％）

令和４年  （  768）

令和元年  （  750）

令和４年  （  414）

令和元年  （  433）

令和４年  （   65）

令和元年  （   72）

令和４年  （  181）

令和元年  （  153）

令和４年  （  108）

令和元年  （   92）

全 体

身 体

知 的

精 神

難 病

19.7

23.3

34.8

38.1

1.5

5.6

3.3

2.0

0.0

3.3

10.0

10.3

15.2

14.1

3.1

5.6

5.5

7.8

1.9

0.0

8.3

7.9

13.5

10.9

1.5

0.0

2.8

7.2

1.9

1.1

12.4

13.2

21.0

22.4

9.2

2.8

1.1

0.0

0.0

0.0

2.2

2.4

3.9

3.9

0.0

0.0

0.6

0.7

0.0

0.0

2.7

2.3

4.3

3.7

1.5

1.4

1.1

0.0

0.0

0.0

0.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.6

0.0

0.0

0.0

30.6

26.4

1.0

1.4

41.5

38.9

66.3

57.5

77.8

82.6

13.9

14.3

6.3

5.5

41.5

45.8

18.8

24.8

18.5

13.0
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（２）身体障害者手帳の主な障害 

＜身体、知的、精神、難病調査の質問＞ 

（「身体障害者手帳を持っている」と答えた方にお聞きします。） 

（２）身体障害者手帳をお持ちの場合、主たる障害は何ですか。（○は１つだけ） 

身体障害者手帳の主な障害について、全体でみると、「内部障害（１～６以外）」が35.2％で最も

高く、次いで「肢体不自由（下肢）」が22.5％などとなっている。 

身体障害者手帳の主な障害 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

視覚障害 聴覚障害 音声・言
語・そしゃ
く機能障害

肢体不自由
（上肢）

肢体不自由
（下肢）

肢体不自由
（体幹）

内部障害
（１～６以

外）

無回答

ｎ （％）

全 体  （  426）

【調査票種別】

身 体  （  384）

知 的  （   11）

精 神  （   27）

難 病  （    4）

5.2

5.5

9.1

0.0

0.0

9.2

9.6

9.1

3.7

0.0

1.4

1.0

18.2

0.0

0.0

4.5

4.9

0.0

0.0

0.0

22.5

23.4

9.1

14.8

25.0

5.4

4.4

18.2

11.1

25.0

35.2

36.2

0.0

37.0

25.0

16.7

14.8

36.4

33.3

25.0
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では大きな傾向の違いはみられない。 

調査票種別でみると、知的では「音声・言語・そしゃく機能障害」が9.1ポイント増加し、「聴覚

障害」が9.1ポイント減少している。 

身体障害者手帳の主な障害（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

視覚障害 聴覚障害 音声・言
語・そしゃ
く機能障害

肢体不自由
（上肢）

肢体不自由
（下肢）

肢体不自由
（体幹）

内部障害
（１～６以

外）

無回答

ｎ （％）

令和４年  （  426）

令和元年  （  445）

令和４年  （  384）

令和元年  （  403）

令和４年  （   11）

令和元年  （   11）

令和４年  （   27）

令和元年  （   27）

令和４年  （    4）

令和元年  （    4）

全 体

身 体

知 的

精 神

難 病

5.2

7.6

5.5

8.4

9.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

9.2

7.4

9.6

7.7

9.1

18.2

3.7

0.0

0.0

0.0

1.4

1.1

1.0

1.0

18.2

9.1

0.0

0.0

0.0

0.0

4.5

7.4

4.9

7.9

0.0

0.0

0.0

3.7

0.0

0.0

22.5

25.2

23.4

27.5

9.1

9.1

14.8

0.0

25.0

0.0

5.4

7.4

4.4

6.9

18.2

36.4

11.1

3.7

25.0

0.0

35.2

36.0

36.2

36.0

0.0

9.1

37.0

37.0

25.0

100.0

16.7

7.9

14.8

4.5

36.4

18.2

33.3

55.6

25.0

0.0
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（３）愛の手帳の度数 

＜身体、知的、精神、難病調査の質問＞ 

問 あなたの愛の手帳（療育手帳）は何度ですか。（○は１つだけ） 

愛の手帳の度数について、全体でみると、「４度」が4.8％、「２度」が3.1％となっており、「手

帳は持っていない」は54.2％となっている。 

愛の手帳の度数 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１度 ２度 ３度 ４度 手帳は持ってい
ない

無回答

ｎ （％）

全 体  （  768）

【調査票種別】

身 体  （  414）

知 的  （   65）

精 神  （  181）

難 病  （  108）

1.2

1.7

1.5

0.6

0.0

3.1

1.0

27.7

1.1

0.0

2.7

0.5

26.2

1.1

0.0

4.8

1.4

38.5

3.3

0.0

54.2

49.3

0.0

69.6

79.6

34.0

46.1

6.2

24.3

20.4
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では大きな傾向の違いはみられない。 

調査票種別でみると、知的では「２度」が5.6ポイントそれぞれ減少している。 

 

愛の手帳の度数（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１度 ２度 ３度 ４度 手帳は持ってい
ない

無回答

ｎ （％）

令和４年  （  768）

令和元年  （  750）

令和４年  （  414）

令和元年  （  433）

令和４年  （   65）

令和元年  （   72）

令和４年  （  181）

令和元年  （  153）

令和４年  （  108）

令和元年  （   92）

全 体

身 体

知 的

精 神

難 病

1.2

1.2

1.7

1.8

1.5

0.0

0.6

0.7

0.0

0.0

3.1

4.0

1.0

0.9

27.7

33.3

1.1

1.3

0.0

0.0

2.7

2.7

0.5

0.9

26.2

22.2

1.1

0.0

0.0

0.0

4.8

4.4

1.4

0.5

38.5

43.1

3.3

0.0

0.0

0.0

54.2

58.3

49.3

59.8

0.0

1.4

69.6

67.3

79.6

80.4

34.0

29.5

46.1

36.0

6.2

0.0

24.3

30.7

20.4

19.6
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（４）精神障害者保健福祉手帳の級 

＜身体、知的、精神、難病調査の質問＞ 

問 あなたの精神障害者保健福祉手帳は何級ですか。（○は１つだけ） 

精神障害者保健福祉手帳の級について、全体でみると、「３級」が6.8％、「２級」が6.4％となっ

ており、「手帳は持っていない」は49.7％となっている。 

精神障害者保健福祉手帳の級 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１級 ２級 ３級 手帳は持っていな
い

無回答

ｎ （％）

全 体  （  768）

【調査票種別】

身 体  （  414）

知 的  （   65）

精 神  （  181）

難 病  （  108）

3.8

4.1

1.5

6.1

0.0

6.4

1.7

0.0

22.7

0.9

6.8

0.5

1.5

26.5

0.9

49.7

48.1

50.8

37.0

76.9

33.3

45.7

46.2

7.7

21.3
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では、「手帳は持っていない」が7.0ポイント減少している。 

調査票種別でみると、「手帳は持っていない」は身体で9.9ポイント、知的で6.1ポイントそれぞ

れ減少している。 

 

精神障害者保健福祉手帳の級（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１級 ２級 ３級 手帳は持っていな
い

無回答

ｎ （％）

令和４年  （  768）

令和元年  （  750）

令和４年  （  414）

令和元年  （  433）

令和４年  （   65）

令和元年  （   72）

令和４年  （  181）

令和元年  （  153）

令和４年  （  108）

令和元年  （   92）

全 体

身 体

知 的

精 神

難 病

3.8

2.1

4.1

2.1

1.5

0.0

6.1

4.6

0.0

0.0

6.4

6.5

1.7

2.3

0.0

6.9

22.7

22.2

0.9

0.0

6.8

5.7

0.5

1.4

1.5

2.8

26.5

22.2

0.9

1.1

49.7

56.7

48.1

58.0

50.8

56.9

37.0

41.8

76.9

75.0

33.3

28.9

45.7

36.3

46.2

33.3

7.7

9.2

21.3

23.9
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（５）自立支援医療（精神通院医療）の受給の有無 

＜身体、知的、精神、難病調査の質問＞ 

問 あなたは、自立支援医療（精神通院医療）を受けていますか。（○は１つだけ） 

自立支援医療（精神通院医療）の受給の有無について、全体でみると、「受けている」が23.8％、

「受けていない」は57.6％となっている。 

自立支援医療（精神通院医療）の受給の有無 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

受けている 受けていない 無回答

ｎ （％）

全 体  （  768）

【調査票種別】

身 体  （  414）

知 的  （   65）

精 神  （  181）

難 病  （  108）

23.8

5.1

10.8

84.0

2.8

57.6

68.6

72.3

13.3

80.6

18.6

26.3

16.9

2.8

16.7
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では、「受けている」がほぼ横ばい、全体では大きな傾向の違

いはみられない。 

調査票種別でみると、精神では「受けている」が10.1ポイント減少し、「受けていない」が8.7ポ

イント増加している。 

 

自立支援医療（精神通院医療）の受給の有無（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

受けている 受けていない 無回答

ｎ （％）

令和４年  （  768）

令和元年  （  750）

令和４年  （  414）

令和元年  （  433）

令和４年  （   65）

令和元年  （   72）

令和４年  （  181）

令和元年  （  153）

令和４年  （  108）

令和元年  （   92）

全 体

身 体

知 的

精 神

難 病

23.8

23.5

5.1

3.9

10.8

18.1

84.0

94.1

2.8

2.2

57.6

60.3

68.6

73.9

72.3

73.6

13.3

4.6

80.6

78.3

18.6

16.3

26.3

22.2

16.9

8.3

2.8

1.3

16.7

19.6
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（６）難病認定の有無 

＜身体、知的、精神、難病調査の質問＞ 

問 あなたは、難病（特定疾病）の医療助成を受けていますか。（○は１つだけ） 

難病認定の有無について、全体でみると、「受けている」が22.7％、「受けていない」は60.3％と

なっている。 

難病認定の有無 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

受けている 受けていない 無回答

ｎ （％）

全 体  （  768）

【調査票種別】

身 体  （  414）

知 的  （   65）

精 神  （  181）

難 病  （  108）

22.7

16.4

1.5

3.9

90.7

60.3

58.9

81.5

88.4

5.6

17.1

24.6

16.9

7.7

3.7
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では大きな傾向の違いはみられない。 

調査票種別でみても、大きな傾向の違いはみられない。 

 

難病認定の有無（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

受けている 受けていない 無回答

ｎ （％）

令和４年  （  768）

令和元年  （  750）

令和４年  （  414）

令和元年  （  433）

令和４年  （   65）

令和元年  （   72）

令和４年  （  181）

令和元年  （  153）

令和４年  （  108）

令和元年  （   92）

全 体

身 体

知 的

精 神

難 病

22.7

22.5

16.4

18.7

1.5

2.8

3.9

1.3

90.7

91.3

60.3

62.7

58.9

61.7

81.5

84.7

88.4

88.2

5.6

7.6

17.1

14.8

24.6

19.6

16.9

12.5

7.7

10.5

3.7

1.1
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（７）発達障害の診断の有無 

＜身体、知的、精神、難病調査の質問＞ 

問 あなたは、発達障害と診断されたことがありますか。（○は１つだけ） 

発達障害の診断の有無について、全体でみると、「ある」が11.2％、「ない」は76.6％となってい

る。 

調査票種別でみると、知的では「ある」が55.4％となっており、全体と比べて割合が高くなって

いる。 

発達障害の診断の有無 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ある ない 無回答

ｎ （％）

全 体  （  768）

【調査票種別】

身 体  （  414）

知 的  （   65）

精 神  （  181）

難 病  （  108）

11.2

1.2

55.4

24.9

0.0

76.6

80.9

38.5

71.3

91.7

12.2

17.9

6.2

3.9

8.3
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では、「ある」がほぼ横ばい、「ない」は7.0ポイント減少して

いる。 

調査票種別でみると、「ない」が知的で8.2ポイント、精神で9.9ポイントそれぞれ増加している。 

 

発達障害の診断の有無（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

  

ある ない 無回答

ｎ （％）

令和４年  （  768）

令和元年  （  750）

令和４年  （  414）

令和元年  （  433）

令和４年  （   65）

令和元年  （   72）

令和４年  （  181）

令和元年  （  153）

令和４年  （  108）

令和元年  （   92）

全 体

身 体

知 的

精 神

難 病

11.2

8.0

1.2

0.5

55.4

47.2

24.9

15.0

0.0

1.1

76.6

83.6

80.9

88.2

38.5

48.6

71.3

81.0

91.7

93.5

12.2

8.4

17.9

11.3

6.2

4.2

3.9

3.9

8.3

5.4
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（８）高次脳機能障害の診断の有無 

＜身体、知的、精神、難病調査の質問＞ 

問 あなたは、高次脳機能障害と診断されたことがありますか。（○は１つだけ） 

高次脳機能障害の診断の有無について、全体でみると、「ある」が4.0％、「ない」は83.1％とな

っている。 

調査票種別でみると、難病では「ない」が90.7％となっており、全体と比べて割合が高くなって

いる。 

高次脳機能障害の診断の有無 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ある ない 無回答

ｎ （％）

全 体  （  768）

【調査票種別】

身 体  （  414）

知 的  （   65）

精 神  （  181）

難 病  （  108）

4.0

4.8

1.5

5.0

0.9

83.1

77.5

84.6

90.6

90.7

12.9

17.6

13.8

4.4

8.3
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では、「ある」がほぼ横ばい、「ない」は5.4ポイント減少して

いる。 

調査票種別でみると、「ない」が知的で12.6ポイント、身体で6.3ポイントそれぞれ減少している。 

 

高次脳機能障害の診断の有無（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

  

ある ない 無回答

ｎ （％）

令和４年  （  768）

令和元年  （  750）

令和４年  （  414）

令和元年  （  433）

令和４年  （   65）

令和元年  （   72）

令和４年  （  181）

令和元年  （  153）

令和４年  （  108）

令和元年  （   92）

全 体

身 体

知 的

精 神

難 病

4.0

3.3

4.8

5.1

1.5

0.0

5.0

2.0

0.9

0.0

83.1

88.5

77.5

83.8

84.6

97.2

90.6

94.1

90.7

94.6

12.9

8.1

17.6

11.1

13.8

2.8

4.4

3.9

8.3

5.4
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（９）手帳を持たない理由 

＜児童調査の質問＞ 

問 障害者手帳を持っていないお子さんについてお聞きします。お子さんが手帳をお持ちでな

い理由について、次のうちからあてはまるものをお選びください。（○は１つだけ） 

児童の手帳を持たない理由をみると、「まだ申請する必要を感じないため」が42.6％で最も高く、

次いで「障害があるかはっきりしないため」が29.8％などとなっている。 

 

手帳を持たない理由 ＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、「まだ申請する必要を感じないため」が27.0ポイント、「障害がある

かはっきりしないため」が23.5ポイントそれぞれ増加している。 

 

手帳を持たない理由（経年比較）＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

障害があるか
はっきりしない

ため

申請の手続きが
大変なため

手帳を持つメ
リットがわから

ない

まだ申請する必
要を感じないた

め

その他 無回答

ｎ （％）

令 和 ４ 年 （   47）

令 和 元 年 （   64）

29.8

6.3

0.0

1.6

2.1

4.7

42.6

15.6

17.0

7.8

8.5

64.1

障害があるか
はっきりしない

ため

申請の手続きが
大変なため

手帳を持つメ
リットがわから

ない

まだ申請する必
要を感じないた

め

その他 無回答

ｎ （％）

 （   47） 29.8

0.0 2.1

42.6 17.0 8.5
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（10）医療ケアの必要の有無 

＜児童調査の質問＞ 

問 お子さんの医療ケアについてお伺いします。お子さんは、医療ケアが必要ですか。 

（○は１つだけ） 

児童の医療ケアの必要の有無をみると、「必要である」が12.8％、「必要でない」は87.2％となっ

ている。 

 

医療ケアの必要の有無 ＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、「必要である」がほぼ横ばい、「必要でない」が5.9ポイント増加し

ている。 

 

医療ケアの必要の有無 ＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

  

必要である 必要でない 無回答

ｎ （％）

令 和 ４ 年 （   47）

令 和 元 年 （   64）

12.8

15.6

87.2

81.3

0.0

3.1

必要である 必要でない 無回答

ｎ （％）

 （   47） 12.8 87.2 0.0
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（11）現在受けている医療ケア 

（身体、知的、精神、難病調査では全員に、児童調査では医療ケアが「必要である」と答えた方にお聞

きします。） 

問 あなたが現在受けている医療ケアをご回答ください。（○はいくつでも） 

現在受けている医療ケアについて、全体でみると、「服薬管理」が22.4％で最も高く、次いで「透

析」が4.4％、「ストマ（人工肛門・人工膀胱）」が3.3％などとなっている。 

調査票種別でみると、すべての種別で「服薬管理」の割合が最も高くなっている。 

 

現在受けている医療ケア ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

服薬管理

透析

ストマ（人工肛門・人工膀胱）

吸引

カテーテル留置

胃ろう・腸ろう

気管切開

吸入

人工呼吸器（レスピレーター）

鼻腔経管栄養

中心静脈栄養（ＩＶＨ）

その他

無回答

（％）

22.4

4.4

3.3

2.6

2.0

1.3

1.2

1.0

0.7

0.3

0.3

14.7

54.3

13.5

8.2

6.0

3.6

2.9

2.2

1.7

1.7

1.0

0.2

0.5

17.6

51.9

23.1

0.0

0.0

1.5

0.0

0.0

1.5

0.0

0.0

0.0

0.0

3.1

70.8

33.7

0.0

0.0

0.6

0.0

0.6

0.0

0.6

0.0

0.0

0.0

12.7

56.9

37.0

0.0

0.0

2.8

2.8

0.0

0.9

0.0

0.9

0.9

0.0

13.9

49.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

全 体 （ｎ＝768）

身 体 （ｎ＝414）

知 的 （ｎ＝65）

精 神 （ｎ＝181）

難 病 （ｎ＝108）
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児童は基数が少ないため、参考に掲載する。 

 

現在受けている医療ケア ＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

服薬管理

気管切開

人工呼吸器（レスピレーター）

吸入

吸引

胃ろう・腸ろう

鼻腔経管栄養

中心静脈栄養（ＩＶＨ）

透析

カテーテル留置

ストマ（人工肛門・人工膀胱）

その他

無回答

（％）n=    6

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では、前回同様に「服薬管理」、「透析」、「ストマ（人工肛門・

人工膀胱）」の順で高くなっており、傾向の違いはみられない。 

調査票種別でみると、「服薬管理」が知的で15.8ポイント、身体で7.7ポイントそれぞれ減少して

いる。 

児童は基数が少ないため、参考に掲載する。 

 

現在受けている医療ケア（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

服薬管理

透析

ストマ（人工肛門・人工膀胱）

吸引

カテーテル留置

胃ろう・腸ろう

気管切開

吸入

人工呼吸器（レスピレーター）

鼻腔経管栄養

中心静脈栄養（ＩＶＨ）

その他

無回答

（％）

22.4

4.4

3.3

2.6

2.0

1.3

1.2

1.0

0.7

0.3

0.3

14.7

54.3

28.0

5.9

3.9

1.7

2.5

1.7

1.1

2.0

0.9

0.5

0.0

14.8

47.7

0 10 20 30 40 50 60

令和４年（ｎ＝768）

令和元年（ｎ＝750）
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現在受けている医療ケア（経年比較）＜身体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在受けている医療ケア（経年比較）＜知的＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

服薬管理

透析

ストマ（人工肛門・人工膀胱）

吸引

カテーテル留置

胃ろう・腸ろう

気管切開

吸入

人工呼吸器（レスピレーター）

中心静脈栄養（ＩＶＨ）

鼻腔経管栄養

その他

無回答

（％）

13.5

8.2

6.0

3.6

2.9

2.2

1.7

1.7

1.0

0.5

0.2

17.6

51.9

21.2

9.5

6.7

2.3

3.9

2.5

1.6

2.5

1.6

0.0

0.7

16.2

46.0

0 10 20 30 40 50 60

令和４年（ｎ＝414）

令和元年（ｎ＝433）

服薬管理

気管切開

吸引

人工呼吸器（レスピレーター）

吸入

胃ろう・腸ろう

鼻腔経管栄養

中心静脈栄養（ＩＶＨ）

透析

カテーテル留置

ストマ（人工肛門・人工膀胱）

その他

無回答

（％）

23.1

1.5

1.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.1

70.8

38.9

1.4

1.4

0.0

1.4

0.0

1.4

0.0

0.0

0.0

0.0

5.6

58.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80

令和４年（ｎ＝65）

令和元年（ｎ＝72）
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現在受けている医療ケア（経年比較）＜精神＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在受けている医療ケア（経年比較）＜難病＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

服薬管理

吸入

吸引

胃ろう・腸ろう

気管切開

人工呼吸器（レスピレーター）

鼻腔経管栄養

中心静脈栄養（ＩＶＨ）

透析

カテーテル留置

ストマ（人工肛門・人工膀胱）

その他

無回答

（％）

33.7

0.6

0.6

0.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

12.7

56.9

35.3

1.3

0.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

15.0

50.3

0 10 20 30 40 50 60

令和４年（ｎ＝181）

令和元年（ｎ＝153）

服薬管理

吸引

カテーテル留置

気管切開

人工呼吸器（レスピレーター）

鼻腔経管栄養

吸入

胃ろう・腸ろう

中心静脈栄養（ＩＶＨ）

透析

ストマ（人工肛門・人工膀胱）

その他

無回答

（％）

37.0

2.8

2.8

0.9

0.9

0.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

13.9

49.1

39.1

1.1

2.2

0.0

0.0

0.0

1.1

2.2

0.0

3.3

0.0

15.2

43.5

0 10 20 30 40 50

令和４年（ｎ＝108）

令和元年（ｎ＝92）
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現在受けている医療ケア（経年比較）＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  

服薬管理

気管切開

人工呼吸器（レスピレーター）

吸入

吸引

胃ろう・腸ろう

鼻腔経管栄養

中心静脈栄養（ＩＶＨ）

透析

カテーテル留置

ストマ（人工肛門・人工膀胱）

その他

無回答

（％）

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

80.0

0.0

10.0

10.0

10.0

0.0

10.0

0.0

0.0

0.0

0.0

30.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

令和４年（ｎ＝6）

令和元年（ｎ＝10）
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３ 住まいや暮らしについて 

（１）将来望む生活 

問 あなたは将来、どのような生活を望みますか。（○はいくつでも） 

将来望む生活について、全体でみると、「本人の希望に沿った生活」が42.1％で最も高く、次い

で「一般の住宅での一人暮らし」が27.0％、「福祉施設（障害者支援施設、高齢者施設）での生活」

が16.9％などとなっている。 

調査票種別でみると、身体、精神、難病では「本人の希望に沿った生活」、知的では「グループ

ホーム等を利用した生活」の割合が最も高くなっている。 

将来望む生活 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「本人の希望に沿った生活」は今回調査から追加された選択肢。（以降同様） 

  

本人の希望に沿った生活

一般の住宅での一人暮らし

福祉施設（障害者支援施設、高齢
者施設）での生活

結婚して家族と一緒の生活

父母等の家族と一緒の生活

グループホーム等を利用した生活

兄弟・姉妹等の家族と一緒の生活

その他

無回答

（％）

42.1

27.0

16.9

13.9

10.2

10.0

3.8

7.2

12.0

42.8

25.6

18.1

8.5

6.5

7.7

5.1

7.7

15.2

41.5

12.3

43.1

9.2

35.4

49.2

4.6

1.5

7.7

38.7

32.6

10.5

27.6

13.8

6.1

2.2

7.7

6.1

45.4

31.5

7.4

14.8

2.8

1.9

0.9

7.4

12.0

0 10 20 30 40 50

全 体 （ｎ＝768）
身 体 （ｎ＝414）
知 的 （ｎ＝65）
精 神 （ｎ＝181）
難 病 （ｎ＝108）
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児童の将来望む生活をみると、「子どもの希望に沿った生活」が78.7％で最も高く、次いで「結

婚して家族と一緒の生活」が63.8％などとなっている。 

将来望む生活 ＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※児童調査における「子どもの希望に沿った生活」は今回調査から追加された選択肢。（以降同様） 

  

子どもの希望に沿った生活

結婚して家族と一緒の生活

一般の住宅での一人暮らし

父母等の家族と一緒の生活

兄弟・姉妹等の家族と一緒の生活

グループホーム等を利用した生活

福祉施設（障害者支援施設、高齢
者施設）での生活

その他

無回答

（％）n=   47

78.7

63.8

57.4

25.5

8.5

8.5

6.4

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では、「グループホーム等を利用した生活」は変化が見られず、

それ以外の項目は全て減少傾向がみられる。 

調査票種別でみると、「グループホーム等を利用した生活」は知的で10.3ポイント増加し、「結婚

して家族と一緒の生活」は難病で10.2ポイント減少している。 

児童では、「一般の住宅での一人暮らし」が19.9ポイント、「結婚して家族と一緒の生活」が7.5

ポイントそれぞれ増加している。 

令和元年調査と比較して、全体的に今年度調査から追加された「本人（子ども）の希望に沿った

生活」の割合が高くなっている。身体と知的以外では「グループホーム等を利用した生活」は減少

傾向にあり、特に児童では 33.7ポイント減少となっている。 

将来望む生活（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来望む生活（経年比較）＜身体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本人の希望に沿った生活

一般の住宅での一人暮らし

福祉施設（障害者支援施設、高齢
者施設）での生活

結婚して家族と一緒の生活

父母等の家族と一緒の生活

グループホーム等を利用した生活

兄弟・姉妹等の家族と一緒の生活

その他

無回答

（％）

42.1

27.0

16.9

13.9

10.2

10.0

3.8

7.2

12.0

30.0

23.5

20.1

11.3

10.0

6.7

14.9

10.5

0 10 20 30 40 50

令和４年（ｎ＝768）

令和元年（ｎ＝750）

本人の希望に沿った生活

一般の住宅での一人暮らし

福祉施設（障害者支援施設、高齢
者施設）での生活

結婚して家族と一緒の生活

グループホーム等を利用した生活

父母等の家族と一緒の生活

兄弟・姉妹等の家族と一緒の生活

その他

無回答

（％）

42.8

25.6

18.1

8.5

7.7

6.5

5.1

7.7

15.2

29.8

26.1

15.2

6.9

6.9

5.5

16.6

14.1

0 10 20 30 40 50

令和４年（ｎ＝414）

令和元年（ｎ＝433）
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将来望む生活（経年比較）＜知的＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来望む生活（経年比較）＜精神＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

グループホーム等を利用した生活

福祉施設（障害者支援施設、高齢
者施設）での生活

本人の希望に沿った生活

父母等の家族と一緒の生活

一般の住宅での一人暮らし

結婚して家族と一緒の生活

兄弟・姉妹等の家族と一緒の生活

その他

無回答

（％）

49.2

43.1

41.5

35.4

12.3

9.2

4.6

1.5

7.7

38.9

43.1

0.0

31.9

11.1

12.5

8.3

4.2

1.4

0 10 20 30 40 50

令和４年（ｎ＝65）

令和元年（ｎ＝72）

本人の希望に沿った生活

一般の住宅での一人暮らし

結婚して家族と一緒の生活

父母等の家族と一緒の生活

福祉施設（障害者支援施設、高齢
者施設）での生活

グループホーム等を利用した生活

兄弟・姉妹等の家族と一緒の生活

その他

無回答

（％）

38.7

32.6

27.6

13.8

10.5

6.1

2.2

7.7

6.1

37.3

34.6

17.6

11.8

7.8

9.8

9.8

5.2

0 10 20 30 40

令和４年（ｎ＝181）

令和元年（ｎ＝153）
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将来望む生活（経年比較）＜難病＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来望む生活（経年比較）＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

子どもの希望に沿った生活

結婚して家族と一緒の生活

一般の住宅での一人暮らし

父母等の家族と一緒の生活

兄弟・姉妹等の家族と一緒の生活

グループホーム等を利用した生活

福祉施設（障害者支援施設、高齢
者施設）での生活

その他

無回答

（％）

78.7

63.8

57.4

25.5

8.5

8.5

6.4

0.0

0.0

56.3

37.5

37.5

6.3

42.2

26.6

4.7

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

令和４年（ｎ＝47）

令和元年（ｎ＝64）

本人の希望に沿った生活

一般の住宅での一人暮らし

結婚して家族と一緒の生活

福祉施設（障害者支援施設、高齢
者施設）での生活

父母等の家族と一緒の生活

グループホーム等を利用した生活

兄弟・姉妹等の家族と一緒の生活

その他

無回答

（％）

45.4

31.5

14.8

7.4

2.8

1.9

0.9

7.4

12.0

33.7

25.0

15.2

5.4

5.4

5.4

23.9

9.8

0 10 20 30 40 50

令和４年（ｎ＝108）

令和元年（ｎ＝92）
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（２）地域で生活するために必要な支援 

問 地域で生活するためには、どのような支援があればよいと思いますか。（○はいくつでも） 

地域で生活するために必要な支援について、全体でみると、「経済的な負担の軽減がある」が

50.0％で最も高く、次いで「在宅で医療ケア等が適切に受けられる」が42.1％、「必要な在宅サー

ビスが十分に利用できる」が35.7％などとなっている。 

調査票種別でみると、身体では「在宅で医療ケア等が適切に受けられる」、知的、精神、難病で

は「経済的な負担の軽減がある」の割合が最も高くなっている。 

 

地域で生活するために必要な支援 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

  

経済的な負担の軽減がある

在宅で医療ケア等が適切に受けら
れる（または、かかりつけ医がい
る）

必要な在宅サービスが十分に利用
できる

身近に相談できる人がいる

住み続けることができる公立の住
宅がある

住み続けることができる入所施設
を利用できる

近所の住民の理解がある

住み続けることができるグループ
ホームがある

一人で身の回りのことができる生
活訓練等が受けられる

その他

無回答

（％）

50.0

42.1

35.7

32.2

27.5

25.4

19.3

15.4

12.6

3.3

14.8

40.8

46.1

37.2

25.4

23.7

21.7

15.5

11.1

9.4

3.1

18.8

60.0

29.2

38.5

58.5

32.3

55.4

49.2

56.9

33.8

4.6

7.7

67.4

34.8

31.5

44.8

37.6

27.6

20.4

14.9

13.3

3.9

9.9

50.0

46.3

35.2

21.3

22.2

17.6

13.9

7.4

11.1

1.9

12.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全 体 （ｎ＝768）
身 体 （ｎ＝414）
知 的 （ｎ＝65）
精 神 （ｎ＝181）
難 病 （ｎ＝108）
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児童の地域で生活するために必要な支援をみると、「身近に相談できる人がいる」が78.7％で最

も高く、次いで「経済的な負担の軽減がある」が68.1％、「一人で身の回りのことができる生活訓

練等が受けられる」が51.1％などとなっている。 

 

地域で生活するために必要な支援 ＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

身近に相談できる人がいる

経済的な負担の軽減がある

一人で身の回りのことができる生
活訓練等が受けられる

近所の住民の理解がある

住み続けることができる公立の住
宅がある

必要な在宅サービスが十分に利用
できる

在宅で医療ケア等が適切に受けら
れる（または、かかりつけ医がい
る）

住み続けることができる入所施設
を利用できる

住み続けることができるグループ
ホームがある

その他

無回答

（％）n=   47

78.7

68.1

51.1

42.6

38.3

31.9

19.1

19.1

17.0

4.3

2.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では大きな傾向の違いはみられない。 

調査票種別でみると、知的ではすべての項目で前回から増加しており、特に「住み続けることが

できる公立の住宅がある」で17.0ポイントと大きく増加している。 

児童では、「在宅で医療ケア等が適切に受けられる」が11.3ポイント増加し、「住み続けることが

できるグループホームがある」が25.2ポイント、「近所の住民の理解がある」と「住み続けること

ができる入所施設を利用できる」がともに13.7ポイントそれぞれ減少している。 

全体・児童ともに「経済的な負担の軽減がある」は精神を除き令和元年調査から増加傾向にあり、

全体では最も必要とされ、児童でも２番目に必要とされていることから、税金の控除やその他割引

制度などの情報提供の充実は重要である。また、他の上位項目として、全体では「在宅で医療ケア

等が適切に受けられる」、児童では「身近に相談できる人がいる」が必要とされており、在宅で医

療ケアを受けられる体制の整備や、いつでも相談できる体制づくりが求められる。 

 

地域で生活するために必要な支援（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

経済的な負担の軽減がある

在宅で医療ケア等が適切に受けら
れる（または、かかりつけ医がい
る）

必要な在宅サービスが十分に利用
できる

身近に相談できる人がいる

住み続けることができる公立の住
宅がある

住み続けることができる入所施設
を利用できる

近所の住民の理解がある

住み続けることができるグループ
ホームがある

一人で身の回りのことができる生
活訓練等が受けられる

その他

無回答

（％）

50.0

42.1

35.7

32.2

27.5

25.4

19.3

15.4

12.6

3.3

14.8

47.2

38.7

35.9

33.9

26.5

28.5

21.1

14.5

12.5

4.1

10.9

0 10 20 30 40 50 60

令和４年（ｎ＝768）

令和元年（ｎ＝750）
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地域で生活するために必要な支援（経年比較）＜身体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域で生活するために必要な支援（経年比較）＜知的＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

在宅で医療ケア等が適切に受けら
れる（または、かかりつけ医がい
る）

経済的な負担の軽減がある

必要な在宅サービスが十分に利用
できる

身近に相談できる人がいる

住み続けることができる公立の住
宅がある

住み続けることができる入所施設
を利用できる

近所の住民の理解がある

住み続けることができるグループ
ホームがある

一人で身の回りのことができる生
活訓練等が受けられる

その他

無回答

（％）

46.1

40.8

37.2

25.4

23.7

21.7

15.5

11.1

9.4

3.1

18.8

45.3

41.3

35.6

25.2

22.4

27.0

16.2

9.9

9.9

3.5

11.1

0 10 20 30 40 50

令和４年（ｎ＝414）

令和元年（ｎ＝433）

経済的な負担の軽減がある

身近に相談できる人がいる

住み続けることができるグループ
ホームがある

住み続けることができる入所施設
を利用できる

近所の住民の理解がある

必要な在宅サービスが十分に利用
できる

一人で身の回りのことができる生
活訓練等が受けられる

住み続けることができる公立の住
宅がある

在宅で医療ケア等が適切に受けら
れる（または、かかりつけ医がい
る）

その他

無回答

（％）

60.0

58.5

56.9

55.4

49.2

38.5

33.8

32.3

29.2

4.6

7.7

48.6

44.4

47.2

52.8

40.3

31.9

20.8

15.3

18.1

0.0

9.7

0 10 20 30 40 50 60 70

令和４年（ｎ＝65）

令和元年（ｎ＝72）
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地域で生活するために必要な支援（経年比較）＜精神＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域で生活するために必要な支援（経年比較）＜難病＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

経済的な負担の軽減がある

身近に相談できる人がいる

住み続けることができる公立の住
宅がある

在宅で医療ケア等が適切に受けら
れる（または、かかりつけ医がい
る）

必要な在宅サービスが十分に利用
できる

住み続けることができる入所施設
を利用できる

近所の住民の理解がある

住み続けることができるグループ
ホームがある

一人で身の回りのことができる生
活訓練等が受けられる

その他

無回答

（％）

67.4

44.8

37.6

34.8

31.5

27.6

20.4

14.9

13.3

3.9

9.9

65.4

55.6

45.1

28.1

37.3

24.8

29.4

13.7

17.0

5.9

8.5

0 10 20 30 40 50 60 70

令和４年（ｎ＝181）

令和元年（ｎ＝153）

経済的な負担の軽減がある

在宅で医療ケア等が適切に受けら
れる（または、かかりつけ医がい
る）

必要な在宅サービスが十分に利用
できる

住み続けることができる公立の住
宅がある

身近に相談できる人がいる

住み続けることができる入所施設
を利用できる

近所の住民の理解がある

一人で身の回りのことができる生
活訓練等が受けられる

住み続けることができるグループ
ホームがある

その他

無回答

（％）

50.0

46.3

35.2

22.2

21.3

17.6

13.9

11.1

7.4

1.9

12.0

43.5

41.3

38.0

23.9

30.4

22.8

15.2

10.9

12.0

7.6

15.2

0 10 20 30 40 50 60

令和４年（ｎ＝108）

令和元年（ｎ＝92）
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地域で生活するために必要な支援（経年比較）＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

身近に相談できる人がいる

経済的な負担の軽減がある

一人で身の回りのことができる生活訓
練等が受けられる

近所の住民の理解がある

住み続けることができる公立の住宅が
ある

必要な在宅サービスが十分に利用でき
る

在宅で医療ケア等が適切に受けられる
（または、かかりつけ医がいる）

住み続けることができる入所施設を利
用できる

住み続けることができるグループホー
ムがある

その他

無回答

（％）

78.7

68.1

51.1

42.6

38.3

31.9

19.1

19.1

17.0

4.3

2.1

70.3

67.2

51.6

56.3

50.0

35.9

7.8

32.8

42.2

9.4

1.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80

令和４年（ｎ＝47）

令和元年（ｎ＝64）
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４ 日中の活動、スポーツやレクリエーションについて 

（１）平日の日中の過ごし方 

問 あなたは、平日の日中を主にどのように過ごしていますか。（○は１つだけ） 

平日の日中の過ごし方について、全体でみると、「自宅で過ごす」が36.1％で最も高く、次いで

「会社勤めや自営業、家業」が22.5％、「専業主婦（主夫）」が6.4％などとなっている。 

調査票種別でみると、身体、精神、難病では「自宅で過ごす」、知的では「福祉施設や作業所等

に通所」の割合が最も高くなっている。 

 

平日の日中の過ごし方 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童の平日の日中の過ごし方をみると、「小・中・高校（通常学級）に通学」が38.3％で最も高

く、次いで「幼稚園、保育所、障害児通園施設へ通所」が31.9％、「自宅で過ごす」が10.6％など

となっている。 

 

平日の日中の過ごし方 ＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  

自宅で
過ごす

高校に
通学

特別支
援学校
（高等
部）に
通学

大学、
専門学
校等に
通学

福祉施
設や作
業所等
に通所

会社勤
めや自
営業、
家業

専業主
婦（主
夫）

ボラン
ティア
等

病院等
でのデ
イケア
を受け
ている

入所し
ている
施設や
病院等
で過ご

す

リハビ
リテー
ション
を受け
ている

その他 無回答

ｎ （％）

全 体  （  768）

【調査票種別】

身 体  （  414）

知 的  （   65）

精 神  （  181）

難 病  （  108）

36.1

45.2

4.6

28.2

33.3

0.7

0.0

3.1

1.7

0.0

1.2

0.7

9.2

0.0

0.0

1.0

0.5

0.0

2.2

1.9

4.8

1.4

32.3

5.5

0.0

22.5

19.6

13.8

27.1

31.5

6.4

5.6

0.0

8.8

9.3

0.7

1.0

0.0

0.0

0.9

0.5

0.7

0.0

0.6

0.0

3.5

3.9

3.1

2.2

4.6

1.7

0.7

1.5

1.7

5.6

7.2

4.8

23.1

10.5

0.9

13.8

15.9

9.2

11.6

12.0

自宅で過
ごす

幼稚園、
保育所、
障害児通
園施設へ
通所

小・中・
高校（通
常学級）
に通学

小・中学
校（特別
支援学

級）に通
学

特別支援
学校（小
中高等

部）に通
学

リハビリ
テーショ
ンを受け
ている

病院等で
デイケア
を受けて
いる

入所して
いる施設
や病院等
で過ごす

その他 無回答

ｎ （％）

 （   47） 10.6 31.9 38.3

4.3 2.1 0.0 0.0 2.1 0.0

10.6
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では大きな傾向の違いはみられない。 

調査票種別でみると、知的では「特別支援学校（高等部）に通学」が7.8ポイント増加し、「福祉

施設や作業所等に通所」が13.5イント減少している。また、精神では「会社勤めや自営業、家業」

が6.2ポイント減少している。 

児童では、「幼稚園、保育所、障害児通園施設へ通所」が13.1ポイント増加し、「特別支援学校（小

中高等部）に通学」が16.7ポイント減少している。 

 

平日の日中の過ごし方（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平日の日中の過ごし方（経年比較）＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自宅で
過ごす

高校に
通学

特別支
援学校
（高等
部）に
通学

大学、
専門学
校等に
通学

福祉施
設や作
業所等
に通所

会社勤
めや自
営業、
家業

専業主
婦（主
夫）

ボラン
ティア

等

病院等
でのデ
イケア
を受け
ている

入所し
ている
施設や
病院等
で過ご
す

リハビ
リテー
ション
を受け
ている

その他 無回答

ｎ （％）

令和４年  （  768）

令和元年  （  750）

令和４年  （  414）

令和元年  （  433）

令和４年  （   65）

令和元年  （   72）

令和４年  （  181）

令和元年  （  153）

令和４年  （  108）

令和元年  （   92）

全 体

身 体

知 的

精 神

難 病

36.1

38.5

45.2

47.3

4.6

5.6

28.2

32.7

33.3

32.6

0.7

0.1

0.0

0.0

3.1

0.0

1.7

0.0

0.0

1.1

1.2

0.3

0.7

0.0

9.2

1.4

0.0

0.7

0.0

0.0

1.0

0.9

0.5

0.2

0.0

1.4

2.2

2.6

1.9

1.1

4.8

5.9

1.4

1.4

32.3

45.8

5.5

3.3

0.0

0.0

22.5

25.3

19.6

21.2

13.8

22.2

27.1

33.3

31.5

33.7

6.4

6.4

5.6

6.0

0.0

0.0

8.8

9.2

9.3

8.7

0.7

0.9

1.0

1.2

0.0

0.0

0.0

0.7

0.9

1.1

0.5

1.3

0.7

1.6

0.0

0.0

0.6

1.3

0.0

1.1

3.5

6.1

3.9

6.2

3.1

15.3

2.2

5.2

4.6

0.0

1.7

3.7

0.7

3.9

1.5

0.0

1.7

2.6

5.6

7.6

7.2

6.3

4.8

6.5

23.1

4.2

10.5

6.5

0.9

6.5

13.8

4.1

15.9

4.4

9.2

4.2

11.6

2.0

12.0

6.5

自宅で過
ごす

幼稚園、
保育所、
障害児通
園施設へ
通所

小・中・
高校（通
常学級）
に通学

小・中学
校（特別
支援学

級）に通
学

特別支援
学校（小
中高等

部）に通
学

リハビリ
テーショ
ンを受け
ている

病院等で
デイケア
を受けて
いる

入所して
いる施設
や病院等
で過ごす

その他 無回答

ｎ （％）

令 和 ４ 年 （   47）

令 和 元 年 （   64）

10.6

6.3

31.9

18.8

38.3

34.4

4.3

20.3

2.1

18.8

0.0

0.0

0.0

0.0

2.1

0.0

0.0

1.6

10.6

0.0
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（２）１週間の外出の頻度 

問 あなたは、１週間にどのくらい外出しますか。（○は１つだけ） 

１週間の外出の頻度について、全体でみると、「毎日外出する」（45.7％）と「週に１日以上は外

出する」（37.9％）を合わせた『週に１日以上外出する（計）』は83.6％となっている。一方、「ほ

とんど外出しない」が8.1％、「まったく外出しない」は4.3％となっている。 

調査票種別でみると、知的では『週に１日以上外出する（計）』が89.3％となっており、全体と

比べて割合が高くなっている。 

 

１週間の外出の頻度 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童の１週間の外出の頻度をみると、「毎日外出する」（76.6％）と「週に１日以上は外出する」

（21.6％）を合わせた『週に１日以上外出する（計）』は97.9％となっている。 

 

１週間の外出の頻度 ＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

毎日外出する 週に１日以上は外
出する

ほとんど外出しな
い

まったく外出しな
い

無回答

ｎ （％） （計）

 （   47） 97.9

週に１日以上外出する（計） 週
に
１
日
以
上

外
出
す
る

76.6 21.3

0.0 0.0

2.1

毎日外出する 週に１日以上は外
出する

ほとんど外出しな
い

まったく外出しな
い

無回答

ｎ （％） （計）

全 体  （  768） 83.6

【調査票種別】

身 体  （  414） 81.7

知 的  （   65） 89.3

精 神  （  181） 85.7

難 病  （  108） 84.3

週に１日以上外出する（計） 週
に
１
日
以
上

外
出
す
る

45.7

38.9

78.5

49.2

46.3

37.9

42.8

10.8

36.5

38.0

8.1

8.0

3.1

8.8

10.2

4.3

5.6

0.0

3.3

3.7

4.0

4.8

7.7

2.2

1.9
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では大きな傾向の違いはみられない。 

調査票種別でみると、『週に１日以上外出する（計）』は難病以外で減少傾向にある。 

児童でも、大きな傾向の違いはみられない。 

全体・児童ともに週に１日以上外出する割合は、令和元年調査から減少傾向にあり、全体では外

出していない割合が１割以上となっているため、この外出していない人達に対しての働きかけが重

要となる。 

 

１週間の外出の頻度（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１週間の外出の頻度（経年比較）＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  

毎日外出する 週に１日以上は外
出する

ほとんど外出しな
い

まったく外出しな
い

無回答

ｎ （％） （計）

令和４年  （  768） 83.6

令和元年  （  750） 84.8

令和４年  （  414） 81.7

令和元年  （  433） 83.1

令和４年  （   65） 89.3

令和元年  （   72） 91.7

令和４年  （  181） 85.7

令和元年  （  153） 87.6

令和４年  （  108） 84.3

令和元年  （   92） 82.6

週に１日以上外出する（計） 週
に
１
日
以
上

外
出
す
る

全 体

身 体

知 的

精 神

難 病

45.7

49.2

38.9

44.3

78.5

68.1

49.2

53.6

46.3

50.0

37.9

35.6

42.8

38.8

10.8

23.6

36.5

34.0

38.0

32.6

8.1

9.2

8.0

9.5

3.1

6.9

8.8

10.5

10.2

7.6

4.3

2.9

5.6

3.5

0.0

0.0

3.3

2.0

3.7

4.3

4.0

3.1

4.8

3.9

7.7

1.4

2.2

0.0

1.9

5.4

毎日外出する 週に１日以上は外
出する

ほとんど外出しな
い

まったく外出しな
い

無回答

ｎ （％） （計）

令 和 ４ 年 （   47） 97.9

令 和 元 年 （   64） 98.4

週に１日以上外出する（計） 週
に
１
日
以
上

外
出
す
る

76.6

82.8

21.3

15.6

0.0

1.6

0.0

0.0

2.1

0.0
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（３）外出時の主な同伴者 

問 あなたが外出するときの、主な同伴者は誰ですか。（○は１つだけ） 

外出時の主な同伴者について、全体でみると、「一人で外出する」が54.8％で最も高く、次いで

「配偶者（夫または妻）」が14.1％、「父母」が6.6％などとなっている。 

調査票種別でみると、知的では「父母」が41.5％、精神では「一人で外出する」が68.0％となっ

ており、全体と比べて割合が高くなっている。 

 

外出時の主な同伴者 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童の外出時の主な同伴者をみると、「父母」が76.6％で最も高く、次いで「一人で外出する」

が10.6％となっている。 

 

外出時の主な同伴者 ＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

父母 祖父母 兄弟・姉
妹

配偶者
（夫また
は妻）

子ども ホームヘ
ルパーや
施設の職

員

その他の
人（ボラ
ンティア

等）

一人で外
出する

無回答

ｎ （％）

全 体  （  768）

【調査票種別】

身 体  （  414）

知 的  （   65）

精 神  （  181）

難 病  （  108）

6.6

3.6

41.5

5.0

0.0

0.1

0.2

0.0

0.0

0.0

1.2

1.4

0.0

0.6

1.9

14.1

15.9

0.0

9.9

22.2

5.7

7.7

0.0

3.3

5.6

5.5

5.8

12.3

3.9

2.8

1.8

1.9

1.5

1.1

2.8

54.8

53.9

21.5

68.0

56.5

10.2

9.4

23.1

8.3

8.3

父母 祖父母 兄弟・姉妹 ホームヘル
パーや施設
の職員

ボランティ
ア

その他 一人で外出
する

無回答

ｎ （％）

 （   47） 76.6

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

10.6 12.8
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では大きな傾向の違いはみられない。 

調査票種別でみると、知的では「一人で外出する」が11.8ポイント、「ホームヘルパーや施設の

職員」が8.5ポイントそれぞれ減少している。 

児童では、「一人で外出する」が12.8ポイント減少している。 

令和元年調査に引き続き、知的では他の障害に比べて「一人で外出する」が低く、外出時に手助

けが必要な状況と考えられ、外出時の介助者として父母の割合が高くなっている。また、児童でも

同様の傾向となっているため、知的や児童については、介助負担が父母のみに偏らないような対策

の検討も必要となる。 

 

外出時の主な同伴者（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外出時の主な同伴者（経年比較）＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  

父母 祖父母 兄弟・姉
妹

配偶者
（夫また
は妻）

子ども ホームヘ
ルパーや
施設の職

員

その他の
人（ボラ
ンティア
等）

一人で外
出する

無回答

ｎ （％）

令和４年  （  768）

令和元年  （  750）

令和４年  （  414）

令和元年  （  433）

令和４年  （   65）

令和元年  （   72）

令和４年  （  181）

令和元年  （  153）

令和４年  （  108）

令和元年  （   92）

全 体

身 体

知 的

精 神

難 病

6.6

7.1

3.6

2.8

41.5

43.1

5.0

6.5

0.0

0.0

0.1

0.0

0.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.2

3.1

1.4

3.9

0.0

2.8

0.6

2.0

1.9

1.1

14.1

17.3

15.9

21.2

0.0

0.0

9.9

11.1

22.2

22.8

5.7

9.2

7.7

9.9

0.0

0.0

3.3

9.2

5.6

13.0

5.5

6.7

5.8

6.9

12.3

20.8

3.9

2.6

2.8

1.1

1.8

1.2

1.9

1.4

1.5

0.0

1.1

1.3

2.8

1.1

54.8

51.7

53.9

48.7

21.5

33.3

68.0

66.0

56.5

56.5

10.2

3.7

9.4

5.1

23.1

0.0

8.3

1.3

8.3

4.3

父母 祖父母 兄弟・姉妹 ホームヘル
パーや施設
の職員

ボランティ
ア

その他 一人で外出
する

無回答

ｎ （％）

令 和 ４ 年 （   47）

令 和 元 年 （   64）

76.6

71.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

4.7

0.0

0.0

0.0

0.0

10.6

23.4

12.8

0.0



- 82 - 

（４）外出の主な目的 

問 あなたは、どのような目的で外出することが多いですか。（○はいくつでも） 

外出の主な目的について、全体でみると、「買い物」が59.8％で最も高く、次いで「医療機関へ

の受診」が57.2％、「散歩」が42.4％などとなっている。 

調査票種別でみると、身体では「医療機関への受診」、知的、精神、難病では「買い物」の割合

が最も高くなっている。 

外出の主な目的 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

買い物

医療機関への受診

散歩

趣味やスポーツ

友人・知人に会う

通勤

訓練やリハビリ、デイケア、作業
所等への通所

観劇・映画鑑賞

グループ活動への参加

通学

子ども等の通園

その他

無回答

（％）

59.8

57.2

42.4

24.1

23.8

21.9

13.7

10.3

7.8

6.1

1.8

8.6

4.3

58.0

59.2

42.8

22.0

25.6

17.9

12.1

8.7

6.5

3.4

0.5

8.2

4.8

40.0

38.5

40.0

26.2

9.2

24.6

35.4

9.2

20.0

33.8

1.5

4.6

6.2

70.2

57.5

43.1

28.7

24.3

24.9

13.3

13.3

5.5

5.0

3.9

13.3

2.8

61.1

60.2

41.7

23.1

25.0

30.6

7.4

12.0

9.3

1.9

3.7

4.6

3.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80

全 体 （ｎ＝768）

身 体 （ｎ＝414）

知 的 （ｎ＝65）

精 神 （ｎ＝181）

難 病 （ｎ＝108）
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児童の外出の主な目的をみると、「通学」が 53.2％で最も高く、次いで「買い物」が 46.8％、「通

園」と「散歩」が 36.2％などとなっている。 

 

外出の主な目的 ＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

通学

買い物

通園

散歩

趣味やスポーツ

友人・知人に会う

医療機関への受診

訓練やリハビリ

通所

グループ活動への参加

通勤

その他

無回答

（％）n=   47

53.2

46.8

36.2

36.2

34.0

31.9

23.4

21.3

17.0

6.4

0.0

21.3

2.1

0 10 20 30 40 50 60
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では、「散歩」が7.3ポイント増加し、「観劇・映画鑑賞」が6.1

ポイント減少している。 

調査票種別でみると、知的で「通学」が31.0ポイント、難病で「散歩」が10.2ポイントそれぞれ

増加している。また、「通勤」が知的で24.0ポイント、精神で12.4ポイントそれぞれ減少している。 

児童では、「通園」が17.4ポイント、「散歩」が14.3ポイントそれぞれ増加し、「医療機関への受

診」が18.8ポイント、「通学」が15.6ポイントそれぞれ減少している。 

令和元年調査に引き続き、全体では「買い物」と「医療機関への受診」、児童では「通学」と「買

い物」のための外出が多くなっている。 

 

外出の主な目的（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

買い物

医療機関への受診

散歩

趣味やスポーツ

友人・知人に会う

通勤

訓練やリハビリ、デイケア、作業
所等への通所

観劇・映画鑑賞

グループ活動への参加

通学

子ども等の通園

その他

無回答

（％）

59.8

57.2

42.4

24.1

23.8

21.9

13.7

10.3

7.8

6.1

1.8

8.6

4.3

58.3

58.4

35.1

23.6

27.6

27.2

13.7

16.4

10.0

1.9

2.4

10.4

3.7

0 10 20 30 40 50 60

令和４年（ｎ＝768）

令和元年（ｎ＝750）
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外出の主な目的（経年比較）＜身体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外出の主な目的（経年比較）＜知的＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

医療機関への受診

買い物

散歩

友人・知人に会う

趣味やスポーツ

通勤

訓練やリハビリ、デイケア、作業
所等への通所

観劇・映画鑑賞

グループ活動への参加

通学

子ども等の通園

その他

無回答

（％）

59.2

58.0

42.8

25.6

22.0

17.9

12.1

8.7

6.5

3.4

0.5

8.2

4.8

57.7

54.7

35.1

28.6

19.4

20.1

16.2

14.3

9.0

0.9

1.4

8.5

5.1

0 10 20 30 40 50 60

令和４年（ｎ＝414）

令和元年（ｎ＝433）

買い物

散歩

医療機関への受診

訓練やリハビリ、デイケア、作業
所等への通所

通学

趣味やスポーツ

通勤

グループ活動への参加

友人・知人に会う

観劇・映画鑑賞

子ども等の通園

その他

無回答

（％）

40.0

40.0

38.5

35.4

33.8

26.2

24.6

20.0

9.2

9.2

1.5

4.6

6.2

54.2

41.7

44.4

18.1

2.8

27.8

48.6

29.2

15.3

20.8

0.0

16.7

2.8

0 10 20 30 40 50 60

令和４年（ｎ＝65）

令和元年（ｎ＝72）
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外出の主な目的（経年比較）＜精神＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外出の主な目的（経年比較）＜難病＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

買い物

医療機関への受診

散歩

趣味やスポーツ

通勤

友人・知人に会う

訓練やリハビリ、デイケア、作業
所等への通所

観劇・映画鑑賞

グループ活動への参加

通学

子ども等の通園

その他

無回答

（％）

70.2

57.5

43.1

28.7

24.9

24.3

13.3

13.3

5.5

5.0

3.9

13.3

2.8

65.4

63.4

34.0

30.1

37.3

26.8

7.2

17.6

4.6

4.6

3.9

14.4

0.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80

令和４年（ｎ＝181）

令和元年（ｎ＝153）

買い物

医療機関への受診

散歩

通勤

友人・知人に会う

趣味やスポーツ

観劇・映画鑑賞

グループ活動への参加

訓練やリハビリ、デイケア、作業
所等への通所

子ども等の通園

通学

その他

無回答

（％）

61.1

60.2

41.7

30.6

25.0

23.1

12.0

9.3

7.4

3.7

1.9

4.6

3.7

66.3

64.1

31.5

27.2

33.7

29.3

20.7

8.7

9.8

6.5

1.1

7.6

3.3

0 10 20 30 40 50 60 70

令和４年（ｎ＝108）

令和元年（ｎ＝92）
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外出の主な目的（経年比較）＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

通学

買い物

通園

散歩

趣味やスポーツ

友人・知人に会う

医療機関への受診

訓練やリハビリ

通所

グループ活動への参加

通勤

その他

無回答

（％）

53.2

46.8

36.2

36.2

34.0

31.9

23.4

21.3

17.0

6.4

0.0

21.3

2.1

68.8

43.8

18.8

21.9

26.6

23.4

42.2

23.4

9.4

10.9

0.0

14.1

3.1

0 10 20 30 40 50 60 70

令和４年（ｎ＝47）

令和元年（ｎ＝64）
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（５）外出時に困ること 

問 あなたが外出したときに、困ることは何ですか。（○はいくつでも） 

外出時に困ることについて、全体でみると、「道路や駅に階段や段差が多い」が30.9％で最も高

く、次いで「外出時にお金がかかる」が18.0％、「困った時にどうすればいいのか心配である」が

17.8％などとなっている。 

調査票種別でみると、身体と難病では「道路や駅に階段や段差が多い」、知的では「困った時に

どうすればいいのか心配である」、精神では「外出にお金がかかる」の割合が最も高くなっている。 

 

外出時に困ること ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

道路や駅に階段や段差が多い

外出にお金がかかる

困った時にどうすればいいのか心
配である

外出先の建物の設備が不便（通
路、トイレ、エレベーター、駐車
場等）

発作等、突然の身体の変化が心配
である

列車やバスの乗り降りが難しい

周囲の目が気になる

切符の買い方や乗り換えの方法が
わかりにくい

身近に介助をしてくれる人がいな
い

その他

無回答

（％）

30.9

18.0

17.8

16.4

15.9

12.0

6.3

5.9

5.1

13.2

24.6

41.5

13.3

12.3

19.3

13.0

15.0

4.3

5.8

5.8

11.6

25.6

10.8

10.8

50.8

9.2

10.8

16.9

9.2

15.4

9.2

10.8

21.5

16.6

34.8

22.1

13.8

23.2

4.4

12.2

5.0

2.8

17.1

19.9

25.9

12.0

12.0

13.9

17.6

10.2

1.9

1.9

3.7

13.9

30.6

0 10 20 30 40 50 60

全 体 （ｎ＝768）

身 体 （ｎ＝414）

知 的 （ｎ＝65）

精 神 （ｎ＝181）

難 病 （ｎ＝108）
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児童の外出時に困ることをみると、「困った時にどうすればいいのか心配である」が36.2％で最

も高く、次いで「列車やバスの乗り降りが難しい」が19.1％、「周囲の目が気になる」が17.0％な

どとなっている。 

 

外出時に困ること ＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

困った時にどうすればいいのか心
配である

列車やバスの乗り降りが難しい

周囲の目が気になる

切符の買い方や乗り換えの方法が
わかりにくい

身近に介助をしてくれる人がいな
い

道路や駅に階段や段差が多い

外出先の建物の設備が不便（通
路、トイレ、エレベーター、駐車
場等）

外出にお金がかかる

発作等、突然の身体の変化が心配
である

その他

無回答

（％）n=   47

36.2

19.1

17.0

12.8

8.5

8.5

8.5

6.4

6.4

19.1

19.1

0 10 20 30 40
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では大きな傾向の違いはみられない。 

調査票種別でみると、知的では「困った時にどうすればいいのか心配である」が6.4ポイント増

加し、「周囲の目が気になる」が8.9ポイント、「外出にお金がかかる」が8.6ポイントそれぞれ減少

している。 

児童では、「外出先の建物の設備が不便（通路、トイレ、エレベーター、駐車場等）」が19.6ポイ

ント、「困った時にどうすればいいのか心配である」が13.8ポイント、「道路や駅に階段や段差が多

い」が11.8ポイントそれぞれ減少している。 

令和元年調査に引き続き、全体・児童ともに割合は低くなってきているが「道路や駅に階段や段

差が多い」や「外出先の建物の設備が不便」のような物理的な困りごとが上位にきていることから、

障害等のある方が外出しやすいよう、建築物や歩道などのバリアフリー化の推進に向けた更なる取

組が必要となってくる。また、「困った時にどうすればいいのか心配である」のような心理的な困

りごとも上位にきていることから、障害や障害等のある方への理解促進のため、意識啓発の活動を

行うなど、心のバリアフリー対策も重要である。 

 

外出時に困ること（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

道路や駅に階段や段差が多い

外出にお金がかかる

困った時にどうすればいいのか心
配である

外出先の建物の設備が不便（通
路、トイレ、エレベーター、駐車
場等）

発作等、突然の身体の変化が心配
である

列車やバスの乗り降りが難しい

周囲の目が気になる

切符の買い方や乗り換えの方法が
わかりにくい

身近に介助をしてくれる人がいな
い

その他

無回答

（％）

30.9

18.0

17.8

16.4

15.9

12.0

6.3

5.9

5.1

13.2

24.6

34.1

17.6

19.6

18.3

17.6

15.5

8.5

8.0

5.5

12.1

22.1

0 10 20 30 40

令和４年（ｎ＝768）

令和元年（ｎ＝750）
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外出時に困ること（経年比較）＜身体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外出時に困ること（経年比較）＜知的＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

道路や駅に階段や段差が多い

外出先の建物の設備が不便（通
路、トイレ、エレベーター、駐車
場等）

列車やバスの乗り降りが難しい

外出にお金がかかる

発作等、突然の身体の変化が心配
である

困った時にどうすればいいのか心
配である

身近に介助をしてくれる人がいな
い

切符の買い方や乗り換えの方法が
わかりにくい

周囲の目が気になる

その他

無回答

（％）

41.5

19.3

15.0

13.3

13.0

12.3

5.8

5.8

4.3

11.6

25.6

43.2

22.6

19.9

12.2

16.2

13.6

5.5

6.2

4.6

11.3

21.9

0 10 20 30 40 50

令和４年（ｎ＝414）

令和元年（ｎ＝433）

困った時にどうすればいいのか心
配である

列車やバスの乗り降りが難しい

切符の買い方や乗り換えの方法が
わかりにくい

道路や駅に階段や段差が多い

外出にお金がかかる

発作等、突然の身体の変化が心配
である

身近に介助をしてくれる人がいな
い

外出先の建物の設備が不便（通
路、トイレ、エレベーター、駐車
場等）

周囲の目が気になる

その他

無回答

（％）

50.8

16.9

15.4

10.8

10.8

10.8

9.2

9.2

9.2

10.8

21.5

44.4

15.3

22.2

16.7

19.4

13.9

13.9

13.9

18.1

6.9

23.6

0 10 20 30 40 50 60

令和４年（ｎ＝65）

令和元年（ｎ＝72）
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外出時に困ること（経年比較）＜精神＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外出時に困ること（経年比較）＜難病＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

外出にお金がかかる

発作等、突然の身体の変化が心配
である

困った時にどうすればいいのか心
配である

道路や駅に階段や段差が多い

外出先の建物の設備が不便（通
路、トイレ、エレベーター、駐車
場等）

周囲の目が気になる

切符の買い方や乗り換えの方法が
わかりにくい

列車やバスの乗り降りが難しい

身近に介助をしてくれる人がいな
い

その他

無回答

（％）

34.8

23.2

22.1

16.6

13.8

12.2

5.0

4.4

2.8

17.1

19.9

34.0

20.9

25.5

20.9

9.2

18.3

8.5

7.8

3.9

15.7

19.6

0 10 20 30 40

令和４年（ｎ＝181）

令和元年（ｎ＝153）

道路や駅に階段や段差が多い

発作等、突然の身体の変化が心配
である

外出先の建物の設備が不便（通
路、トイレ、エレベーター、駐車
場等）

外出にお金がかかる

困った時にどうすればいいのか心
配である

列車やバスの乗り降りが難しい

身近に介助をしてくれる人がいな
い

切符の買い方や乗り換えの方法が
わかりにくい

周囲の目が気になる

その他

無回答

（％）

25.9

17.6

13.9

12.0

12.0

10.2

3.7

1.9

1.9

13.9

30.6

27.2

21.7

16.3

14.1

18.5

7.6

1.1

4.3

3.3

14.1

26.1

0 10 20 30 40

令和４年（ｎ＝108）

令和元年（ｎ＝92）
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外出時に困ること（経年比較）＜児童＞ 

 

 

 

  

困った時にどうすればいいのか心
配である

列車やバスの乗り降りが難しい

周囲の目が気になる

切符の買い方や乗り換えの方法が
わかりにくい

身近に介助をしてくれる人がいな
い

道路や駅に階段や段差が多い

外出先の建物の設備が不便（通
路、トイレ、エレベーター、駐車
場等）

外出にお金がかかる

発作等、突然の身体の変化が心配
である

その他

無回答

（％）

36.2

19.1

17.0

12.8

8.5

8.5

8.5

6.4

6.4

19.1

19.1

50.0

21.9

18.8

18.8

6.3

20.3

28.1

9.4

10.9

15.6

9.4

0 10 20 30 40 50 60

令和４年（ｎ＝47）

令和元年（ｎ＝64）
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（６）外出に必要な支援 

問 どのようなサービスがあれば、外出しやすくなると思いますか。（○はいくつでも） 

外出に必要な支援について、全体でみると、「自由に安心していられる居場所」が37.1％で最も

高く、次いで「移送サービス」が20.8％、「同行・同伴サービス」が18.9％などとなっている。 

調査票種別でみると、すべての種別で「自由に安心していられる居場所」の割合が最も高くなっ

ている。 

外出に必要な支援 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自由に安心していられる居場所

移送サービス

同行・同伴サービス

障害や疾病の有無に関わらず楽し
める、スポーツやレクリエーショ
ンの情報

区内のバリアフリー地図

外出先でのヘルパーサービス

その他

無回答

（％）

37.1

20.8

18.9

15.5

12.1

8.9

11.2

28.6

30.4

23.7

17.6

14.3

15.0

7.7

11.8

30.0

53.8

27.7

47.7

38.5

4.6

29.2

4.6

20.0

50.8

11.0

12.2

13.3

9.4

6.1

12.2

26.0

29.6

22.2

17.6

10.2

10.2

5.6

11.1

33.3

0 10 20 30 40 50 60

全 体 （ｎ＝768）

身 体 （ｎ＝414）

知 的 （ｎ＝65）

精 神 （ｎ＝181）

難 病 （ｎ＝108）
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児童の外出に必要な支援をみると、「自由に安心していられる居場所」が53.2％で最も高く、次

いで「同行・同伴サービス」が29.8％、「障害や疾病の有無に関わらず楽しめる、スポーツやレク

リエーションの情報」が25.5％などとなっている。 

外出に必要な支援 ＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自由に安心していられる居場所

同行・同伴サービス

障害や疾病の有無に関わらず楽し
める、スポーツやレクリエーショ
ンの情報

移送サービス

区内のバリアフリー地図

外出先でのヘルパーサービス

その他

無回答

（％）n=   47

53.2

29.8

25.5

14.9

4.3

2.1

10.6

19.1

0 10 20 30 40 50 60
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【経年比較】 

令和元年調査との比較は、今回調査から「自由に安心していられる居場所」が追加され、大きな

割合を占めているため、参考に掲載する。 

全体・児童ともに「自由に安心していられる居場所」が最も望まれており、障害等のある方が安

心できる場所の創出が求められる。 

 

外出に必要な支援（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「自由に安心していられる居場所」は今回調査から追加された選択肢。（以降同様） 

外出に必要な支援（経年比較）＜身体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自由に安心していられる居場所

移送サービス

同行・同伴サービス

障害や疾病の有無に関わらず楽し
める、スポーツやレクリエーショ
ンの情報

区内のバリアフリー地図

外出先でのヘルパーサービス

その他

無回答

（％）

37.1

20.8

18.9

15.5

12.1

8.9

11.2

28.6

0.0

27.5

24.5

18.8

17.2

11.3

10.3

30.4

0 10 20 30 40

令和４年（ｎ＝768）

令和元年（ｎ＝750）

自由に安心していられる居場所

移送サービス

同行・同伴サービス

区内のバリアフリー地図

障害や疾病の有無に関わらず楽し
める、スポーツやレクリエーショ
ンの情報

外出先でのヘルパーサービス

その他

無回答

（％）

30.4

23.7

17.6

15.0

14.3

7.7

11.8

30.0

0.0

30.0

21.5

20.3

17.1

10.9

8.8

28.9

0 10 20 30 40

令和４年（ｎ＝414）

令和元年（ｎ＝433）
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外出に必要な支援（経年比較）＜知的＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外出に必要な支援（経年比較）＜精神＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自由に安心していられる居場所

同行・同伴サービス

障害や疾病の有無に関わらず楽し
める、スポーツやレクリエーショ
ンの情報

外出先でのヘルパーサービス

移送サービス

区内のバリアフリー地図

その他

無回答

（％）

53.8

47.7

38.5

29.2

27.7

4.6

4.6

20.0

0.0

51.4

27.8

20.8

26.4

5.6

4.2

30.6

0 10 20 30 40 50 60

令和４年（ｎ＝65）

令和元年（ｎ＝72）

自由に安心していられる居場所

障害や疾病の有無に関わらず楽し
める、スポーツやレクリエーショ
ンの情報

同行・同伴サービス

移送サービス

区内のバリアフリー地図

外出先でのヘルパーサービス

その他

無回答

（％）

50.8

13.3

12.2

11.0

9.4

6.1

12.2

26.0

0.0

20.3

24.8

20.3

13.1

7.2

15.0

32.7

0 10 20 30 40 50 60

令和４年（ｎ＝181）

令和元年（ｎ＝153）
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外出に必要な支援（経年比較）＜難病＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外出に必要な支援（経年比較）＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自由に安心していられる居場所

移送サービス

同行・同伴サービス

区内のバリアフリー地図

障害や疾病の有無に関わらず楽し
める、スポーツやレクリエーショ
ンの情報

外出先でのヘルパーサービス

その他

無回答

（％）

29.6

22.2

17.6

10.2

10.2

5.6

11.1

33.3

0.0

28.3

17.4

18.5

17.4

13.0

14.1

33.7

0 10 20 30 40

令和４年（ｎ＝108）

令和元年（ｎ＝92）

自由に安心していられる居場所

同行・同伴サービス

障害や疾病の有無に関わらず楽し
める、スポーツやレクリエーショ
ンの情報

移送サービス

区内のバリアフリー地図

外出先でのヘルパーサービス

その他

無回答

（％）

53.2

29.8

25.5

14.9

4.3

2.1

10.6

19.1

0.0

40.6

34.4

32.8

14.1

14.1

10.9

15.6

0 10 20 30 40 50 60

令和４年（ｎ＝47）

令和元年（ｎ＝64）
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（７）障害児施設について困っていること 

＜児童調査の質問＞ 

問 千代田区の障害児施設について困っていることはありますか。（○はいくつでも） 

児童の障害児施設について困っていることをみると、「児童発達支援や放課後等デイサービスが

区内に少ない」が68.1％で最も高く、次いで「施設へのアクセスが悪い、または遠い」が31.9％、

「さくらキッズの指導回数が少ない」が23.4％などとなっている。 

障害児施設について困っていること ＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、「児童発達支援や放課後等デイサービスが区内に少ない」が21.2ポ

イント、「施設へのアクセスが悪い、または遠い」が14.7ポイントそれぞれ増加している。 

「児童発達支援や放課後等デイサービスが区内に少ない」が突出していることからもわかるよう

に、児童発達支援や放課後等デイサービスの需要は年々高まっており、区内においても、計画値よ

り実績値が急増している背景から、今後、さらなる施設の設置・運営が課題となってくる。 

 

障害児施設について困っていること（経年比較）＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

児童発達支援や放課後等デイサー
ビスが区内に少ない

施設へのアクセスが悪い、または
遠い

さくらキッズの指導回数が少ない

さくらキッズ、フレンズビレッジ
の予約がとりにくい

えみふる等に障害児用のプログラ
ムが少ない

障害児が利用できる短期入所が区
内にない

その他

無回答

（％）n=   47

68.1

31.9

23.4

17.0

4.3

4.3

14.9

14.9

0 10 20 30 40 50 60 70

児童発達支援や放課後等デイサー
ビスが区内に少ない

施設へのアクセスが悪い、または
遠い

さくらキッズの指導回数が少ない

さくらキッズ、フレンズビレッジ
の予約がとりにくい

えみふる等に障害児用のプログラ
ムが少ない

障害児が利用できる短期入所が区
内にない

その他

無回答

（％）

68.1

31.9

23.4

17.0

4.3

4.3

14.9

14.9

46.9

17.2

15.6

12.5

14.1

17.2

23.4

20.3

0 10 20 30 40 50 60 70

令和４年（ｎ＝47）

令和元年（ｎ＝64）
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５ 就園、就学について 

（１）子どもの就園、就学先 

＜児童調査の質問＞ 

問 就園、就学されている方にお聞きします。 

（１）現在のお子さんの就園、就学先はどこですか。（○は１つだけ） 

児童の就園、就学先をみると、「小学校（通常学級）」が38.3％で最も高く、次いで「幼稚園、こ

ども園、保育園」が31.9％、「小学校（特別支援学級）」が8.5％などとなっている。 

子どもの就園、就学先 ＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、「小学校（通常学級）」が18.0ポイント、「幼稚園、こども園、保育

園」が16.3ポイントそれぞれ増加し、「特別支援学校（小学部）」が7.8ポイント減少している。 

子どもの就園、就学先（経年比較）＜児童＞ 

 

 

 

 

 

  

幼稚
園、こ
ども

園、保
育園

障害児
通園施
設、療
育施設

小学校
（通常
学級）

小学校
（特別
支援学
級）

特別支
援学校
（小学
部）

中学
校、中
等学校
（通常
学級）

中学校
（特別
支援学
級）

特別支
援学校
（中学
部）

高等学
校（通
常学
級）

特別支
援学校
（高等
部）

大学、
短期大
学、専
門学校

その他 無回答

ｎ （％）

 （   47） 31.9

4.3

38.3 8.5

0.0 4.3 0.0 2.1

6.4

0.0 0.0 2.1

2.1

幼稚
園、こ
ども

園、保
育園

障害児
通園施
設、療
育施設

小学校
（通常
学級）

小学校
（特別
支援学
級）

特別支
援学校
（小学
部）

中学
校、中
等学校
（通常
学級）

中学校
（特別
支援学
級）

特別支
援学校
（中学
部）

高等学
校（通
常学
級）

特別支
援学校
（高等
部）

大学、
短期大
学、専
門学校

その他 無回答

ｎ （％）

令 和 ４ 年 （   47）

令 和 元 年 （   64）

31.9

15.6

4.3

3.1

38.3

20.3

8.5

14.1

0.0

7.8

4.3

7.8

0.0

6.3

2.1

6.3

6.4

9.4

0.0

6.3

0.0

0.0

2.1

3.1

2.1

0.0
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（２）子どもの就園、就学先を選んだ理由 

＜児童調査の質問＞ 

問 就園、就学されている方にお聞きします。 

（２）お子さんの就学先を選んだ理由は何ですか。（○は１つだけ） 

児童の就園、就学先を選んだ理由をみると、「地域の園、学校だから」が42.6％で最も高く、次

いで「お子さんの学習・成長・発達のため」が31.9％、「就園相談、就学相談で勧められて」が12.8％

などとなっている。 

子どもの就園、就学先を選んだ理由 ＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、「地域の園、学校だから」が12.9ポイント、「お友だちが行く園、学

校だから」が6.4ポイントそれぞれ増加し、「お子さんの学習・成長・発達のため」が24.4ポイント

減少している。 

子どもの就園、就学先を選んだ理由（経年比較）＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

お子さんの学
習・成長・発
達のため

地域の園、学
校だから

お友だちが行
く園、学校だ

から

就園相談、就
学相談で勧め

られて

担任や学校の
先生に勧めら

れて

その他 無回答

ｎ （％）

 （   47） 31.9 42.6 6.4 12.8

0.0 2.1

4.3

お子さんの学
習・成長・発
達のため

地域の園、学
校だから

お友だちが行
く園、学校だ

から

就園相談、就
学相談で勧め

られて

担任や学校の
先生に勧めら

れて

その他 無回答

ｎ （％）

令 和 ４ 年 （   47）

令 和 元 年 （   64）

31.9

56.3

42.6

29.7

6.4

0.0

12.8

9.4

0.0

1.6

2.1

1.6

4.3

1.6
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（３）園や学校で子どもを支援してくれている人 

＜児童調査の質問＞ 

問 園や学校でお子さんを支援してくれている人は誰ですか。（○はいくつでも） 

児童の園や学校で子どもを支援してくれている人をみると、「担任の先生」が87.2％で最も高く、

次いで「特別支援教育指導員」が25.5％、「スクールカウンセラー」が23.4％などとなっている。 

園や学校で子どもを支援してくれている人 ＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、「特別支援教育コーディネーター」が11.3ポイント、「特別支援教育

巡回指導教員」が7.2ポイントそれぞれ増加している。 

園や学校で子どもを支援してくれている人（経年比較）＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

担任の先生

特別支援教育指導員

スクールカウンセラー

特別支援教育巡回指導教員

特別支援教育コーディネーター

発達支援アドバイザー・巡回アド
バイザー

養護教諭

学習・生活支援員

その他

無回答

（％）n=   47

87.2

25.5

23.4

21.3

19.1

12.8

10.6

8.5

6.4

4.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

担任の先生

特別支援教育指導員

スクールカウンセラー

特別支援教育巡回指導教員

特別支援教育コーディネーター

発達支援アドバイザー・巡回アド
バイザー

養護教諭

学習・生活支援員

その他

無回答

（％）

87.2

25.5

23.4

21.3

19.1

12.8

10.6

8.5

6.4

4.3

90.6

35.9

20.3

14.1

7.8

21.9

20.3

15.6

14.1

1.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

令和４年（ｎ＝47）

令和元年（ｎ＝64）
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（４）子どもに役立っている特別な支援・配慮等 

＜児童調査の質問＞ 

問 園や学校でお子さんに役立っている特別な支援・配慮等は何ですか。（○はいくつでも） 

児童の役立っている特別な支援・配慮等をみると、「担任の先生の対応」が68.1％で最も高く、

次いで「児童・家庭支援センターの相談事業」が38.3％、「さくらキッズ」が31.9％などとなって

いる。 

子どもに役立っている特別な支援・配慮等 ＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

担任の先生の対応

児童・家庭支援センターの相談事
業

さくらキッズ

個別指導計画

園・学校生活支援シート

学習生活支援員の支援

特別支援学級

関係者間の支援会議

保健室の養護教諭の対応

就学相談ファイル等の関係機関か
らの引継ぎ

その他

無回答

（％）n=   47

68.1

38.3

31.9

27.7

25.5

14.9

14.9

12.8

8.5

8.5

17.0

6.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、「個別指導計画」が17.6ポイント、「学習生活支援員の支援」が11.7

ポイント、「保健室の養護教諭の対応」が10.3ポイントそれぞれ減少している。 

令和元年調査に引き続き、「担任の先生の対応」が最も役立っており、今後も教職員等による積

極的な支援が望まれる。 

子どもに役立っている特別な支援・配慮等（経年比較）＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

担任の先生の対応

児童・家庭支援センターの相談事
業

さくらキッズ

個別指導計画

園・学校生活支援シート

学習生活支援員の支援

特別支援学級

関係者間の支援会議

保健室の養護教諭の対応

就学相談ファイル等の関係機関か
らの引継ぎ

その他

無回答

（％）n=   47

68.1

38.3

31.9

27.7

25.5

14.9

14.9

12.8

8.5

8.5

17.0

6.4

68.8

35.9

32.8

45.3

28.1

26.6

23.4

20.3

18.8

12.5

9.4

4.7

0 10 20 30 40 50 60 70

令和４年（ｎ＝47）

令和元年（ｎ＝64）
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６ 就労について 

（１）就労の状況 

＜身体、知的、精神、難病調査の質問＞ 

問 あなたの就労の状況についてお聞きします。 

（１）あなたは就労していますか。（○は１つだけ） 

就労の状況について、全体でみると、「就労している」が36.7％、「就労していない」は55.6％と

なっている。 

調査票種別でみると、難病では「就労している」が44.4％となっており、全体と比べて割合が高

くなっている。 

 

就労の状況 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就労している 就労していない 無回答

ｎ （％）

全 体  （  768）

【調査票種別】

身 体  （  414）

知 的  （   65）

精 神  （  181）

難 病  （  108）

36.7

32.4

35.4

42.5

44.4

55.6

58.0

58.5

53.0

49.1

7.7

9.7

6.2

4.4

6.5
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では大きな傾向の違いはみられない。 

調査票種別でみると、「就労していない」が知的では16.8ポイント、精神では9.9ポイントそれぞ

れ増加している。 

 

就労の状況（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就労している 就労していない 無回答

ｎ （％）

令和４年  （  768）

令和元年  （  750）

令和４年  （  414）

令和元年  （  433）

令和４年  （   65）

令和元年  （   72）

令和４年  （  181）

令和元年  （  153）

令和４年  （  108）

令和元年  （   92）

全 体

身 体

知 的

精 神

難 病

36.7

39.5

32.4

31.2

35.4

55.6

42.5

52.3

44.4

44.6

55.6

54.1

58.0

60.3

58.5

41.7

53.0

43.1

49.1

53.3

7.7

6.4

9.7

8.5

6.2

2.8

4.4

4.6

6.5

2.2
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（２）就労している場合の働き方 

＜身体、知的、精神、難病調査の質問＞ 

（就労の状況について、「就労している」と答えた方にお聞きします。） 

（２）あなたの働き方についてお聞きかせください。（○は１つだけ） 

就労している場合の働き方について、全体でみると、「会社勤めをしている」が55.0％で最も高

く、次いで「自営業をしている」が27.7％、「就労支援施設、福祉工場等で工賃等を得ている」が

7.4％などとなっている。 

調査票種別でみると、知的では「就労支援施設、福祉工場等で工賃等を得ている」が52.2％とな

っており、全体と比べて割合が高くなっている。 

 

就労している場合の働き方 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

会社勤めをして
いる

自営業をしてい
る

就労支援施設、
福祉工場等で工
賃等を得ている

自宅での内職を
している

在宅勤務をして
いる

無回答

ｎ （％）

全 体  （  282）

【調査票種別】

身 体  （  134）

知 的  （   23）

精 神  （   77）

難 病  （   48）

55.0

50.0

39.1

61.0

66.7

27.7

35.8

4.3

22.1

25.0

7.4

0.7

52.2

10.4

0.0

1.1

1.5

0.0

0.0

2.1

4.6

5.2

0.0

3.9

6.3

4.3

6.7

4.3

2.6

0.0
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では、「就労支援施設、福祉工場等で工賃等を得ている」が3.1

ポイント減少している。 

調査票種別でみると、難病では「会社勤めをしている」が13.0ポイント増加し、「自制業をして

いる」が11.6ポイント減少している。 

 

就労している場合の働き方（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

会社勤めをして
いる

自営業をしてい
る

就労支援施設、
福祉工場等で工
賃等を得ている

自宅での内職を
している

在宅勤務をして
いる

無回答

ｎ （％）

令和４年  （  282）

令和元年  （  296）

令和４年  （  134）

令和元年  （  135）

令和４年  （   23）

令和元年  （   40）

令和４年  （   77）

令和元年  （   80）

令和４年  （   48）

令和元年  （   41）

全 体

身 体

知 的

精 神

難 病

55.0

53.7

50.0

47.4

39.1

47.5

61.0

67.5

66.7

53.7

27.7

27.0

35.8

40.0

4.3

0.0

22.1

13.8

25.0

36.6

7.4

10.5

0.7

3.7

52.2

50.0

10.4

7.5

0.0

0.0

1.1

1.0

1.5

0.0

0.0

0.0

0.0

2.5

2.1

2.4

4.6

5.1

5.2

6.7

0.0

0.0

3.9

3.8

6.3

7.3

4.3

2.7

6.7

2.2

4.3

2.5

2.6

5.0

0.0

0.0
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（３）一般就労の希望の有無 

（身体、知的、精神、難病調査では働き方について、「自営業をしている」「就労支援施設、福祉工場等

で工賃等を得ている」「自宅での内職をしている」「在宅勤務をしている」と答えた方、児童調査では

全員にお聞きします。） 

（３）将来、会社勤め等一般就労を希望しますか。（○は１つだけ） 

一般就労の希望の有無について、全体でみると、「希望する」が16.5％、「希望しない」は55.7％

となっている。 

調査票種別でみると、精神では「希望する」が28.6％となっており、全体と比べて割合が高くな

っている。 

 

一般就労の希望の有無 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童の一般就労の希望の有無をみると、「希望する」が78.7％、「希望しない」は0.0％となって

いる。 

 

一般就労の希望の有無 ＜児童＞ 

 

 

 

 

 

  

希望する 希望しない わからない 無回答

ｎ （％）

全 体  （  115）

【調査票種別】

身 体  （   58）

知 的  （   13）

精 神  （   28）

難 病  （   16）

16.5

15.5

7.7

28.6

6.3

55.7

58.6

46.2

42.9

75.0

18.3

12.1

38.5

25.0

12.5

9.6

13.8

7.7

3.6

6.3

希望する 希望しない 今はわからない 無回答

ｎ （％）

 （   47） 78.7

0.0

21.3 0.0
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では大きな傾向の違いはみられない。 

調査票種別でみると、精神では「希望する」が5.9ポイント増加している。 

児童では、「希望する」が6.8ポイント増加している。 

一般就労を希望する方に対し、きめ細かな就労支援を行い、福祉的就労から一般就労への移行を

推進するとともに、地域交流会や季刊誌の発行による啓発活動を行い、障害等のある方を雇用する

企業の開拓を行うことが求められる。 

 

一般就労の希望の有無（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般就労の希望の有無（経年比較）＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

  

希望する 希望しない わからない 無回答

ｎ （％）

令和４年  （  115）

令和元年  （  129）

令和４年  （   58）

令和元年  （   68）

令和４年  （   13）

令和元年  （   20）

令和４年  （   28）

令和元年  （   22）

令和４年  （   16）

令和元年  （   19）

全 体

身 体

知 的

精 神

難 病

16.5

16.3

15.5

11.8

7.7

15.0

28.6

22.7

6.3

26.3

55.7

54.3

58.6

60.3

46.2

60.0

42.9

27.3

75.0

57.9

18.3

19.4

12.1

13.2

38.5

25.0

25.0

40.9

12.5

10.5

9.6

10.1

13.8

14.7

7.7

0.0

3.6

9.1

6.3

5.3

希望する 希望しない 今はわからない 無回答

ｎ （％）

令 和 ４ 年 （   47）

令 和 元 年 （   64）

78.7

71.9

0.0

4.7

21.3

23.4

0.0

0.0
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（４）一般就労したい理由 

（一般就労の希望の有無について、「希望する」と答えた方にお聞きします。） 

（４）一般就労したい理由は何ですか。（○はいくつでも） 

一般就労したい理由について、全体でみると、「生活するため収入を得たい」が84.2％で最も高

く、次いで「生きがいややりがいを見つけたい」が36.8％、「自立した生活を目指したい」と「社

会に貢献したい」が31.6％となっている。 

一般就労したい理由 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童の一般就労したい理由をみると、「自立した生活を目指す」が89.2％で最も高く、次いで「生

活するための収入」が83.8％、「生きがいややりがい」が81.1％などとなっている。 

一般就労したい理由 ＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自立した生活を目指す

生活するための収入

生きがいややりがい

社会に貢献

その他

無回答

（％）n=   37

89.2

83.8

81.1

37.8

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

生活するため収入を得たい

生きがいややりがいを見つけたい

自立した生活を目指したい

社会に貢献したい

その他

無回答

（％）

84.2

36.8

31.6

31.6

5.3

0.0

100.0

52.4

38.1

38.1

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

令和４年（ｎ＝19）

令和元年（ｎ＝21）
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では、「生活するため収入を得たい」が15.8ポイント、「生きが

いややりがいを見つけたい」が15.6ポイントそれぞれ減少している。 

調査票種別は基数が少ないため、参考に掲載する。 

児童では、「生きがいややりがい」が20.2ポイント増加している。 

全体・児童ともに、生活するための収入、生きがいややりがい、自立した生活が上位３項目とな

っており、働くことで生きがいややりがいを持ち、自立した生活を送りたいという意向がみえるこ

とから、自立した生活を営むための支援体制の整備が求められる。 

 

一般就労したい理由（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般就労したい理由（経年比較）＜身体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

生活するため収入を得たい

生きがいややりがいを見つけたい

自立した生活を目指したい

社会に貢献したい

その他

無回答

（％）

84.2

36.8

31.6

31.6

5.3

0.0

100.0

52.4

38.1

38.1

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

令和４年（ｎ＝19）

令和元年（ｎ＝21）

生活するため収入を得たい

社会に貢献したい

自立した生活を目指したい

生きがいややりがいを見つけたい

その他

無回答

（％）

77.8

33.3

22.2

11.1

11.1

0.0

100.0

37.5

37.5

25.0

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

令和４年（ｎ＝9）

令和元年（ｎ＝8）
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一般就労したい理由（経年比較）＜知的＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般就労したい理由（経年比較）＜精神＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般就労したい理由（経年比較）＜難病＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

生活するため収入を得たい

生きがいややりがいを見つけたい

自立した生活を目指したい

社会に貢献したい

その他

無回答

（％）

100.0

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

33.3

33.3

33.3

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

令和４年（ｎ＝1）

令和元年（ｎ＝3）

生活するため収入を得たい

自立した生活を目指したい

生きがいややりがいを見つけたい

社会に貢献したい

その他

無回答

（％）

100.0

50.0

50.0

37.5

0.0

0.0

100.0

40.0

100.0

40.0

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

令和４年（ｎ＝8）

令和元年（ｎ＝5）

生きがいややりがいを見つけたい

生活するため収入を得たい

自立した生活を目指したい

社会に貢献したい

その他

無回答

（％）

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

60.0

100.0

40.0

40.0

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

令和４年（ｎ＝1）

令和元年（ｎ＝5）
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一般就労したい理由（経年比較）＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自立した生活を目指す

生活するための収入

生きがいややりがい

社会に貢献

その他

無回答

（％）

89.2

83.8

81.1

37.8

0.0

0.0

87.0

84.8

60.9

41.3

2.2

4.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

令和４年（ｎ＝37）

令和元年（ｎ＝46）
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（５）仕事をするうえで困っていること 

＜身体、知的、精神、難病調査の質問＞ 

（就労の状況について、「就労している」と答えた方にお聞きします。） 

問 仕事をするうえで困っていることはありませんか。（○はいくつでも） 

仕事をするうえで困っていることについて、全体でみると、「収入が少ない」が28.7％で最も高

く、次いで「体力的につらい」が22.3％、「精神的につらい」が17.0％などとなっている。 

調査票種別でみると、身体では「収入が少ない」と「体力的につらい」、知的と精神では「収入

が少ない」、難病では「体力的につらい」の割合が最も高くなっている。 

全体では３割前後の人が、収入に関する困りごとを抱えている傾向がみられる。今後も、一人ひ

とりの適性やニーズにあった支援を提供し、障害等を持っている方が抱える不安・不満を解消でき

るよう努めていく必要がある。 

仕事をするうえで困っていること ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

収入が少ない

体力的につらい

精神的につらい

職場の人間関係

通勤がたいへん

職場の障害理解が不足している

職場での相談相手がいない

職場環境が障害に対応していない

仕事を覚えるのに時間がかかる

その他

特にない

無回答

（％）

28.7

22.3

17.0

15.2

11.7

11.7

6.7

6.4

6.4

8.5

32.3

7.1

23.1

23.1

8.2

9.0

13.4

6.0

1.5

2.2

0.0

8.2

40.3

7.5

34.8

4.3

8.7

21.7

0.0

4.3

4.3

4.3

13.0

4.3

26.1

13.0

40.3

23.4

39.0

29.9

7.8

23.4

20.8

16.9

18.2

11.7

16.9

5.2

22.9

27.1

10.4

6.3

18.8

12.5

0.0

2.1

2.1

6.3

37.5

6.3

0 10 20 30 40 50

全 体 （ｎ＝282）

身 体 （ｎ＝134）

知 的 （ｎ＝23）

精 神 （ｎ＝77）

難 病 （ｎ＝48）
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では、「体力的につらい」が5.4ポイント減少している。 

調査票種別でみると、難病では「通勤がたいへん」が6.6ポイント、「精神的につらい」が5.5ポ

イントそれぞれ増加している。 

 

仕事をするうえで困っていること（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

収入が少ない

体力的につらい

精神的につらい

職場の人間関係

通勤がたいへん

職場の障害理解が不足している

職場での相談相手がいない

職場環境が障害に対応していない

仕事を覚えるのに時間がかかる

その他

特にない

無回答

（％）

28.7

22.3

17.0

15.2

11.7

11.7

6.7

6.4

6.4

8.5

32.3

7.1

30.4

27.7

17.9

17.6

12.8

15.9

10.5

9.8

8.1

4.1

28.4

9.5

0 10 20 30 40

令和４年（ｎ＝282）

令和元年（ｎ＝296）
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仕事をするうえで困っていること（経年比較）＜身体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕事をするうえで困っていること（経年比較）＜知的＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

収入が少ない

体力的につらい

通勤がたいへん

職場の人間関係

精神的につらい

職場の障害理解が不足している

職場環境が障害に対応していない

職場での相談相手がいない

仕事を覚えるのに時間がかかる

その他

特にない

無回答

（％）

23.1

23.1

13.4

9.0

8.2

6.0

2.2

1.5

0.0

8.2

40.3

7.5

21.5

28.1

14.1

10.4

8.9

10.4

8.1

5.2

1.5

3.0

34.1

13.3

0 10 20 30 40 50

令和４年（ｎ＝134）

令和元年（ｎ＝135）

収入が少ない

職場の人間関係

仕事を覚えるのに時間がかかる

精神的につらい

体力的につらい

職場での相談相手がいない

職場の障害理解が不足している

職場環境が障害に対応していない

通勤がたいへん

その他

特にない

無回答

（％）

34.8

21.7

13.0

8.7

4.3

4.3

4.3

4.3

0.0

4.3

26.1

13.0

40.0

25.0

15.0

7.5

12.5

15.0

15.0

12.5

17.5

5.0

27.5

7.5

0 10 20 30 40 50

令和４年（ｎ＝23）

令和元年（ｎ＝40）
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仕事をするうえで困っていること（経年比較）＜精神＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕事をするうえで困っていること（経年比較）＜難病＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

収入が少ない

精神的につらい

職場の人間関係

体力的につらい

職場の障害理解が不足している

職場での相談相手がいない

仕事を覚えるのに時間がかかる

職場環境が障害に対応していない

通勤がたいへん

その他

特にない

無回答

（％）

40.3

39.0

29.9

23.4

23.4

20.8

18.2

16.9

7.8

11.7

16.9

5.2

43.8

45.0

33.8

30.0

27.5

18.8

18.8

13.8

8.8

6.3

16.3

3.8

0 10 20 30 40 50

令和４年（ｎ＝77）

令和元年（ｎ＝80）

体力的につらい

収入が少ない

通勤がたいへん

職場の障害理解が不足している

精神的につらい

職場の人間関係

職場環境が障害に対応していない

仕事を覚えるのに時間がかかる

職場での相談相手がいない

その他

特にない

無回答

（％）

27.1

22.9

18.8

12.5

10.4

6.3

2.1

2.1

0.0

6.3

37.5

6.3

36.6

24.4

12.2

12.2

4.9

2.4

4.9

2.4

7.3

2.4

34.1

9.8

0 10 20 30 40

令和４年（ｎ＝48）

令和元年（ｎ＝41）
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（６）必要な就労支援 

（身体、知的、精神、難病調査では就労の状況について、「就労していない」と答えた方、児童調査で

は一般就労の希望の有無について、「希望する」と答えた方にお聞きします。） 

問 あなたは、今後どのような就労支援が必要だと思いますか。（○はいくつでも） 

必要な就労支援について、全体でみると、「障害に対する職場の理解がある」が26.2％で最も高

く、次いで「個人の適性を活かした働き方の相談が受けられる」が25.8％、「短時間勤務や勤務日

数等に配慮がなされている」が23.4％などとなっている。 

調査票種別でみると、身体、知的では「障害に対する職場の理解がある」、精神では「障害に対

する職場の理解がある」と「個人の適性を活かした働き方の相談が受けられる」、難病では「在宅

勤務ができる」の割合が最も高くなっている。 

必要な就労支援 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

障害に対する職場の理解がある

個人の適性を活かした働き方の相
談が受けられる

短時間勤務や勤務日数等に配慮が
なされている

職場の上司や同僚に障害の理解が
ある

在宅勤務ができる

就労後のフォロー等、職場と支援
機関が連携している

仕事について、職場外で相談がで
き、支援が受けられる

職場で介助や援助を受けられる

通勤手段が確保されている

企業のニーズに合った就労訓練を
受けられる

勤務場所で、バリアフリー等の配
慮がなされている

その他

無回答

（％）

26.2

25.8

23.4

23.2

21.1

18.7

17.3

13.6

11.9

11.7

8.9

14.1

44.3

17.1

14.2

13.8

14.6

14.6

11.3

8.8

8.8

7.9

7.1

10.8

15.8

55.0

65.8

63.2

42.1

60.5

10.5

52.6

42.1

52.6

44.7

23.7

7.9

5.3

21.1

43.8

43.8

39.6

37.5

38.5

31.3

36.5

15.6

11.5

21.9

5.2

11.5

25.0

7.5

18.9

24.5

9.4

26.4

5.7

3.8

3.8

7.5

5.7

7.5

17.0

47.2

0 10 20 30 40 50 60 70

全 体 （ｎ＝427）

身 体 （ｎ＝240）

知 的 （ｎ＝38）

精 神 （ｎ＝96）

難 病 （ｎ＝53）
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児童の必要な就労支援をみると、「障害に対する職場の理解がある」が64.9％で最も高く、次い

で「仕事について、職場外で相談ができ、支援が受けられる」が59.5％、「就労に向けた実習等の

取組の充実」が48.6％などとなっている。 

 

必要な就労支援 ＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

障害に対する職場の理解がある

仕事について、職場外で相談がで
き、支援が受けられる

就労に向けた実習等の取組の充実

就労後のフォロー等、職場と支援
機関が連携している

企業のニーズに合った就労訓練を
受けられる

在宅勤務ができる

短時間勤務や勤務日数等に配慮が
なされている

通勤手段が確保されている

職場で介助や援助を受けられる

勤務場所で、バリアフリー等の配
慮がなされている

その他

無回答

（％）n=   37

64.9

59.5

48.6

43.2

40.5

24.3

21.6

10.8

10.8

0.0

2.7

2.7

0 10 20 30 40 50 60 70
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では、「就労後のフォロー等、職場と支援機関が連携している」

が8.4ポイント、「仕事について、職場外で相談ができ、支援が受けられる」が7.9ポイント、「個人

の適性を活かした働き方の相談が受けられる」が7.8ポイントそれぞれ増加している。 

調査票種別でみると、「職場の上司や同僚に障害の理解がある」は知的で23.8ポイント増加し、「障

害に対する職場の理解がある」は難病で14.9ポイント減少している。 

全体・児童ともに「障害に対する職場の理解がある」が最も望まれており、これから就労する人

たちにとって、職場の人たちの理解は欠かせない課題となってくることから、就労後の定着に向け

て、障害等のある方と雇用者の相談体制の強化、障害への理解促進のための職場での取組が求めら

れる。 

 

必要な就労支援（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

障害に対する職場の理解がある

個人の適性を活かした働き方の相
談が受けられる

短時間勤務や勤務日数等に配慮が
なされている

職場の上司や同僚に障害の理解が
ある

在宅勤務ができる

就労後のフォロー等、職場と支援
機関が連携している

仕事について、職場外で相談がで
き、支援が受けられる

職場で介助や援助を受けられる

通勤手段が確保されている

企業のニーズに合った就労訓練を
受けられる

勤務場所で、バリアフリー等の配
慮がなされている

その他

無回答

（％）

26.2

25.8

23.4

23.2

21.1

18.7

17.3

13.6

11.9

11.7

8.9

14.1

44.3

21.2

18.0

20.7

16.0

18.7

10.3

9.4

9.1

11.6

6.9

7.1

17.2

42.6

0 10 20 30 40 50

令和４年（ｎ＝427）

令和元年（ｎ＝406）
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必要な就労支援（経年比較）＜身体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要な就労支援（経年比較）＜知的＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

障害に対する職場の理解がある

在宅勤務ができる

職場の上司や同僚に障害の理解が
ある

個人の適性を活かした働き方の相
談が受けられる

短時間勤務や勤務日数等に配慮が
なされている

就労後のフォロー等、職場と支援
機関が連携している

勤務場所で、バリアフリー等の配
慮がなされている

職場で介助や援助を受けられる

仕事について、職場外で相談がで
き、支援が受けられる

通勤手段が確保されている

企業のニーズに合った就労訓練を
受けられる

その他

無回答

（％）

17.1

14.6

14.6

14.2

13.8

11.3

10.8

8.8

8.8

7.9

7.1

15.8

55.0

11.9

14.6

10.0

11.5

13.4

4.2

7.7

4.2

3.8

6.9

3.1

18.8

52.1

0 10 20 30 40 50 60

令和４年（ｎ＝240）

令和元年（ｎ＝261）

障害に対する職場の理解がある

個人の適性を活かした働き方の相
談が受けられる

職場の上司や同僚に障害の理解が
ある

職場で介助や援助を受けられる

就労後のフォロー等、職場と支援
機関が連携している

通勤手段が確保されている

短時間勤務や勤務日数等に配慮が
なされている

仕事について、職場外で相談がで
き、支援が受けられる

企業のニーズに合った就労訓練を
受けられる

在宅勤務ができる

勤務場所で、バリアフリー等の配
慮がなされている

その他

無回答

（％）

65.8

63.2

60.5

52.6

52.6

44.7

42.1

42.1

23.7

10.5

7.9

5.3

21.1

56.7

46.7

36.7

46.7

40.0

33.3

30.0

40.0

26.7

13.3

3.3

10.0

16.7

0 10 20 30 40 50 60 70

令和４年（ｎ＝38）

令和元年（ｎ＝30）
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必要な就労支援（経年比較）＜精神＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要な就労支援（経年比較）＜難病＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

障害に対する職場の理解がある

個人の適性を活かした働き方の相
談が受けられる

短時間勤務や勤務日数等に配慮が
なされている

在宅勤務ができる

職場の上司や同僚に障害の理解が
ある

仕事について、職場外で相談がで
き、支援が受けられる

就労後のフォロー等、職場と支援
機関が連携している

企業のニーズに合った就労訓練を
受けられる

職場で介助や援助を受けられる

通勤手段が確保されている

勤務場所で、バリアフリー等の配
慮がなされている

その他

無回答

（％）

43.8

43.8

39.6

38.5

37.5

36.5

31.3

21.9

15.6

11.5

5.2

11.5

25.0

40.9

31.8

42.4

36.4

31.8

21.2

18.2

10.6

15.2

15.2

6.1

10.6

24.2

0 10 20 30 40 50

令和４年（ｎ＝96）

令和元年（ｎ＝66）

在宅勤務ができる

短時間勤務や勤務日数等に配慮が
なされている

個人の適性を活かした働き方の相
談が受けられる

職場の上司や同僚に障害の理解が
ある

通勤手段が確保されている

勤務場所で、バリアフリー等の配
慮がなされている

障害に対する職場の理解がある

就労後のフォロー等、職場と支援
機関が連携している

企業のニーズに合った就労訓練を
受けられる

職場で介助や援助を受けられる

仕事について、職場外で相談がで
き、支援が受けられる

その他

無回答

（％）

26.4

24.5

18.9

9.4

7.5

7.5

7.5

5.7

5.7

3.8

3.8

17.0

47.2

20.4

24.5

16.3

14.3

18.4

8.2

22.4

14.3

10.2

4.1

4.1

22.4

32.7

0 10 20 30 40 50

令和４年（ｎ＝53）

令和元年（ｎ＝49）
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必要な就労支援（経年比較）＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

障害に対する職場の理解がある

仕事について、職場外で相談がで
き、支援が受けられる

就労に向けた実習等の取組の充実

就労後のフォロー等、職場と支援
機関が連携している

企業のニーズに合った就労訓練を
受けられる

在宅勤務ができる

短時間勤務や勤務日数等に配慮が
なされている

通勤手段が確保されている

職場で介助や援助を受けられる

勤務場所で、バリアフリー等の配
慮がなされている

その他

無回答

（％）n=   37

64.9

59.5

48.6

43.2

40.5

24.3

21.6

10.8

10.8

0.0

2.7

2.7

80.4

52.2

47.8

52.2

37.0

15.2

32.6

30.4

34.8

10.9

6.5

2.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

令和４年（ｎ＝37）

令和元年（ｎ＝46）
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７ 障害福祉サービス等の利用について 

（１）障害支援区分の有無 

＜身体、知的、精神、難病調査の質問＞ 

問 あなたの障害支援区分は次のうちどれですか。（○は１つだけ） 

障害支援区分の有無について、全体でみると、「区分１」から「区分６」までを合わせた『障害

支援区分の認定を受けている（計）』は10.7％となっている。一方、「受けていない」は54.4％とな

っている。 

調査票種別でみると、知的では『障害支援区分の認定を受けている（計）』は34.0％となってお

り、全体と比べて割合が高くなっている。 

 

障害支援区分の有無 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 受けていな
い

無回答

ｎ （％） （計）

全 体  （  768） 10.7

【調査票種別】

身 体  （  414） 10.2

知 的  （   65） 34.0

精 神  （  181） 10.1

難 病  （  108） 0.9

受けている（計） 受
け
て
い
る

3.0

4.1

3.1

1.7

0.9

2.3

1.0

7.7

5.0

0.0

1.7

1.7

6.2

1.1

0.0

1.8

1.7

7.7

1.1

0.0

0.9

0.5

6.2

0.6

0.0

1.0

1.2

3.1

0.6

0.0

54.4

46.6

35.4

67.4

74.1

34.8

43.2

30.8

22.7

25.0
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では、『障害支援区分の認定を受けている（計）』が4.4ポイン

ト減少している。 

調査票種別でみると、知的では『障害支援区分の認定を受けている（計）』が29.9ポイント減少

し、「受けていない」が14.6ポイント増加している。 

 

障害支援区分の有無（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

  

区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 受けていな
い

無回答

ｎ （％） （計）

令和４年  （  768） 10.7

令和元年  （  750） 15.1

令和４年  （  414） 10.2

令和元年  （  433） 12.7

令和４年  （   65） 34.0

令和元年  （   72） 63.9

令和４年  （  181） 10.1

令和元年  （  153） 5.9

令和４年  （  108） 0.9

令和元年  （   92） 3.3

受けている（計） 受
け
て
い
る

全 体

身 体

知 的

精 神

難 病

3.0

3.1

4.1

4.6

3.1

1.4

1.7

0.7

0.9

1.1

2.3

3.3

1.0

2.1

7.7

16.7

5.0

2.6

0.0

0.0

1.7

2.9

1.7

1.8

6.2

11.1

1.1

2.6

0.0

2.2

1.8

2.4

1.7

1.6

7.7

15.3

1.1

0.0

0.0

0.0

0.9

1.5

0.5

1.2

6.2

8.3

0.6

0.0

0.0

0.0

1.0

1.9

1.2

1.4

3.1

11.1

0.6

0.0

0.0

0.0

54.4

55.3

46.6

51.5

35.4

20.8

67.4

66.0

74.1

82.6

34.8

29.6

43.2

35.8

30.8

15.3

22.7

28.1

25.0

14.1
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（２）要介護認定 

＜身体、知的、精神、難病調査の65歳以上への質問＞ 

問 要介護認定や介護保険によるサービスについてお聞きします。 

（１）あなたの要支援・要介護度は次のうちどれですか。（○は１つだけ） 

要介護認定について、全体でみると、「要支援１」と「要支援２」を合わせた『要支援認定を受

けている（計）』は13.6％、「要介護１」から「要介護５」を合わせた『要介護認定を受けている（計）』

は25.1％となっている。一方、「受けていない」は45.4％となっている。 

調査票種別でみると、精神では『要介護認定を受けている（計）』が36.4％となっており、全体

と比べて割合が高くなっている。 

 

要介護認定 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 受けてい
ない

無回答

ｎ （％） （計） （計）

全 体  （  390） 13.6 25.1

【調査票種別】

身 体  （  289） 12.4 23.5

知 的  （    4） 0.0 25.0

精 神  （   36） 19.5 36.1

難 病  （   61） 16.4 26.4

要支援認定を
受けている（計）

要介護認定を
受けている（計）

要
支
援
認
定
を

受
け
て
い
る

要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る

7.2

5.5

0.0

16.7

9.8

6.4

6.9

0.0

2.8

6.6

4.9

3.8

25.0

13.9

3.3

5.6

5.9

0.0

2.8

6.6

5.9

5.5

0.0

8.3

6.6

4.9

4.8

0.0

2.8

6.6

3.8

3.5

0.0

8.3

3.3

45.4

47.1

25.0

33.3

45.9

15.9

17.0

50.0

11.1

11.5
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では大きな傾向の違いはみられない。 

調査票種別でみると、『要介護認定を受けている（計）』は知的で15.0ポイント、精神で8.8ポイ

ントそれぞれ増加し、難病で5.7ポイント減少している。 

 

要介護認定（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 受けてい
ない

無回答

ｎ （％） （計） （計）

令和４年  （  390） 13.6 25.1

令和元年  （  423） 16.8 27.5

令和４年  （  289） 12.4 23.5

令和元年  （  324） 16.9 27.1

令和４年  （    4） 0.0 25.0

令和元年  （   10） 0.0 10.0

令和４年  （   36） 19.5 36.1

令和元年  （   33） 18.2 27.3

令和４年  （   61） 16.4 26.4

令和元年  （   56） 17.9 32.1

要支援認定を
受けている（計）

要介護認定を
受けている（計）

要
支
援
認
定
を

受
け
て
い
る

要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る

全 体

身 体

知 的

精 神

難 病

7.2

9.7

5.5

8.6

0.0

0.0

16.7

15.2

9.8

14.3

6.4

7.1

6.9

8.3

0.0

0.0

2.8

3.0

6.6

3.6

4.9

5.9

3.8

4.3

25.0

0.0

13.9

15.2

3.3

10.7

5.6

7.8

5.9

8.6

0.0

0.0

2.8

3.0

6.6

7.1

5.9

5.0

5.5

5.6

0.0

10.0

8.3

0.0

6.6

3.6

4.9

4.3

4.8

4.0

0.0

0.0

2.8

3.0

6.6

7.1

3.8

4.5

3.5

4.6

0.0

0.0

8.3

6.1

3.3

3.6

45.4

44.7

47.1

44.1

25.0

90.0

33.3

39.4

45.9

42.9

15.9

11.1

17.0

11.7

50.0

0.0

11.1

15.2

11.5

7.1
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（３）介護保険サービスの利用の有無 

＜身体、知的、精神、難病調査の65歳以上への質問＞ 

問 要介護認定や介護保険によるサービスについてお聞きします。 

（２）あなたは介護保険によるサービスを利用していますか。（○は１つだけ） 

介護保険サービスの利用の有無について、全体でみると、「はい」が30.8％、「いいえ」は55.6％

となっている。 

調査票種別でみると、精神では「はい」が36.1％となっており、全体と比べて割合が高くなって

いる。 

 

介護保険サービスの利用の有無 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

はい いいえ 無回答

ｎ （％）

全 体  （  390）

【調査票種別】

身 体  （  289）

知 的  （    4）

精 神  （   36）

難 病  （   61）

30.8

29.8

25.0

36.1

32.8

55.6

57.1

50.0

55.6

49.2

13.6

13.1

25.0

8.3

18.0
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では「はい」が5.4ポイント減少している。 

調査票種別でみると、「はい」が知的で15.0ポイント増加し、精神で12.4ポイント減少している。 

 

介護保険サービスの利用の有無（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

はい いいえ 無回答

ｎ （％）

令和４年  （  390）

令和元年  （  423）

令和４年  （  289）

令和元年  （  324）

令和４年  （    4）

令和元年  （   10）

令和４年  （   36）

令和元年  （   33）

令和４年  （   61）

令和元年  （   56）

全 体

身 体

知 的

精 神

難 病

30.8

36.2

29.8

35.5

25.0

10.0

36.1

48.5

32.8

37.5

55.6

57.2

57.1

56.5

50.0

90.0

55.6

45.5

49.2

62.5

13.6

6.6

13.1

8.0

25.0

0.0

8.3

6.1

18.0

0.0
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（４）障害福祉サービスの利用状況及び利用希望 

問 あなたは次のサービスを利用していますか。また、今後利用したいと考えますか。以下の

サービスについて、あなたの利用に関する意向等をお答えください。（○はそれぞれのサー

ビスごとに１つずつ。「利用しない」を選んだ方はその理由に〇を１つずつ） 

障害福祉サービスの利用状況及び利用希望について、全体でみると、「利用している」、「すぐ利

用したい」、「将来利用したい」を合わせた『利用したい（計）』は“相談支援”で38.5％と最も高

く、次いで“移動支援”で32.9％、“在宅サービス事業”で32.6％などとなっている。 

 

障害福祉サービスの利用状況及び利用希望 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

【利用状況及び利用希望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

利用している すぐ利用したい 将来利用したい 利用しない 無回答

(n=768) （％） （計）

(1)
居 宅 介 護
（ホームヘル プ）

25.6

(2) 重 度 訪 問 介 護 16.6

(3) 同 行 援 護 14.5

(4) 行 動 援 護 17.1

(5)
重 度 障 害 者 等
包 括 支 援

12.4

(6)
短 期 入 所
（ショートステイ）

25.2

(7) 生 活 介 護 21.7

(8) 療 養 介 護 16.9

(9)
自 立 訓 練 （ 機 能
訓練、生活訓 練）

26.7

(10) 就 労 移 行 支 援 17.5

(11)
就 労 継 続 支 援
（Ａ型・雇用 型）

13.6

(12)
就 労 継 続 支 援
（Ｂ型・非雇用型）

16.4

(13)
共 同 生 活 援 助
（グループホーム）

21.9

(14) 施 設 入 所 支 援 20.3

(15) 相 談 支 援 38.5

(16)
コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン 支 援

12.2

(17) 日常生活用具給付等 28.8

(18) 住 宅 改 修 費 助 成 26.8

(19) 移 動 支 援 32.9

(20) 在宅サービス 事業 32.6

(21)
地 域 活 動
支 援 セ ン タ ー

28.6

利用したい（計） 利
用
し
た
い

4.8

0.8

1.0

1.8

0.3

3.8

2.6

0.7

3.4

1.6

0.5

2.6

1.6

1.2

8.5

0.9

5.1

1.6

4.9

6.0

1.4

0.5

0.7

0.9

1.4

0.3

1.6

0.5

1.2

1.7

1.4

1.0

0.5

0.9

0.7

2.3

1.0

3.0

1.2

2.6

1.7

1.4

20.3

15.1

12.6

13.9

11.8

19.8

18.6

15.0

21.6

14.5

12.1

13.3

19.4

18.4

27.7

10.3

20.7

24.0

25.4

24.9

25.8

35.9

37.1

37.5

34.1

35.3

32.4

31.3

32.3

26.2

28.4

30.2

29.4

32.6

31.9

21.1

39.1

27.3

27.7

25.3

25.4

25.5

38.4

46.4

47.9

48.7

52.3

42.4

47.0

50.9

47.1

54.2

56.1

54.2

45.6

47.9

40.4

48.7

43.9

45.6

41.8

42.1

45.8
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児童の障害福祉サービスの利用状況及び利用希望をみると、「利用している」は“児童発達支援”

で46.8％と最も高く、次いで“子ども発達センター「さくらキッズ」”で40.4％、“放課後等デイサ

ービス”と“障害児相談支援”で29.8％などとなっている。 

『利用したい（計）』は“放課後等デイサービス”で 70.2％と最も高く、次いで“障害児相談支

援”で 59.6％、“地域活動支援センター”で 51.1％などとなっている。 

障害福祉サービスの利用状況及び利用希望 ＜児童＞ 

【利用状況及び利用希望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

利用している すぐ利用したい 将来利用したい 利用しない 無回答

(n=47) （％） （計）

(1) 児 童 発 達 支 援 51.0

(2)
放 課 後 等
デ イ サ ー ビ ス

70.2

(3) 保育所等訪問 支援 31.9

(4) 医療型児童発達支援 17.0

(5) 福祉型児童入所支援 8.5

(6) 医療型児童入所支援 6.4

(7) 障 害 児 相 談 支 援 59.6

(8)
コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン 支 援

17.1

(9) 日常生活用具給付等 4.2

(10) 住 宅 改 修 費 助 成 4.2

(11) 移 動 支 援 19.1

(12) 在宅サービス 事業 8.5

(13)
地 域 活 動
支 援 セ ン タ ー

51.1

(14)
子ども発達センター
「さくらキッ ズ」

42.5

(15)
放 課 後 等 支 援 事 業
「フレンズビレッジ」

29.8

(16)
居 宅 介 護
（ホームヘル プ）

2.1

(17) 重 度 訪 問 介 護 2.1

(18) 同 行 援 護 2.1

(19) 行 動 援 護 8.5

(20)
重 度 障 害 者 等
包 括 支 援

2.1

(21)
短 期 入 所
（ショートステイ）

8.5

(22) 生 活 介 護 0.0

(23) 療 養 介 護 2.1

(24)
自立訓練（機 能訓
練 、 生 活 訓 練 ）

44.7

(25) 就 労 移 行 支 援 51.0

(26)
就 労 継 続 支 援
（Ａ型・雇用 型）

44.7

(27)
就 労 継 続 支 援
（Ｂ型・非雇用型）

40.4

(28)
共 同 生 活 援 助
（グループホーム）

12.8

(29) 施 設 入 所 支 援 8.5

(30) 相 談 支 援 44.8

利用したい（計） 利
用
し
た
い

46.8

29.8

17.0

0.0

0.0

0.0

29.8

4.3

0.0

0.0

2.1

2.1

4.3

40.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.1

0.0

0.0

4.3

2.1

10.6

4.3

10.6

2.1

0.0

12.8

6.4

2.1

2.1

2.1

2.1

6.4

0.0

2.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.1

0.0

2.1

6.4

2.1

0.0

0.0

0.0

2.1

4.3

2.1

29.8

10.6

6.4

6.4

6.4

17.0

6.4

2.1

2.1

14.9

4.3

40.4

2.1

27.7

2.1

2.1

2.1

8.5

2.1

6.4

0.0

0.0

38.3

48.9

44.7

38.3

12.8

6.4

36.2

44.7

21.3

59.6

74.5

83.0

85.1

31.9

76.6

89.4

89.4

74.5

83.0

42.6

53.2

63.8

89.4

89.4

89.4

80.9

89.4

83.0

89.4

87.2

44.7

38.3

44.7

48.9

74.5

78.7

42.6

4.3

8.5

8.5

8.5

8.5

8.5

8.5

6.4

6.4

6.4

6.4

8.5

6.4

4.3

6.4

8.5

8.5

8.5

10.6

8.5

8.5

10.6

10.6

10.6

10.6

10.6

10.6

12.8

12.8

12.8
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では、『利用したい（計）』は“就労移行支援”で 5.2 ポイント、

“相談支援”で 5.1ポイントそれぞれ増加し、“居宅介護（ホームヘルプ）”で 5.1ポイント減少し

ている。 

児童では、「利用している」が“児童発達支援”で20.2ポイント増加し、“放課後等支援事業「フ

レンズビレッジ」”で26.6ポイント、“放課後等デイサービス”で21.8ポイント、“移動支援”で21.3

ポイントそれぞれ減少している。 

全体では、現在利用している、または、今後利用したい障害福祉サービスの上位２項目は“相談

支援”と“移動支援”で、区の創意工夫で実施している事業となっており、今後も利用者のニーズ

に応じたサービスの提供が必要である。 

児童では、現在利用している、または、今後利用したい障害福祉サービスの上位２項目は前回調

査同様、“放課後等デイサービス”と“障害児相談支援”となっている。“放課後等デイサービス”

については、平成 27年度に区内に民間事業所が２カ所開設され、身近に利用できる施設ができた

ことで、以降、療育指導の機会を求める保護者が年々増加している。また、発達障害等のある子ど

もの増加に伴い、“障害児相談支援”の需要も今後増加が見込まれることから、さらなる支援体制

の強化が求められる。 
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障害福祉サービスの利用状況及び利用希望（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

【利用状況及び利用希望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

利用している すぐ利用したい 将来利用したい 利用しない 無回答

ｎ （％） （計）

令 和 ４ 年 （  768） 25.6

令 和 元 年 （  750） 30.7

令 和 ４ 年 （  768） 16.6

令 和 元 年 （  750） 20.3

令 和 ４ 年 （  768） 14.5

令 和 元 年 （  750） 19.4

令 和 ４ 年 （  768） 17.1

令 和 元 年 （  750） 20.6

令 和 ４ 年 （  768） 12.4

令 和 元 年 （  750） 16.5

令 和 ４ 年 （  768） 25.2

令 和 元 年 （  750） 28.5

令 和 ４ 年 （  768） 21.7

令 和 元 年 （  750） 20.1

令 和 ４ 年 （  768） 16.9

令 和 元 年 （  750） 15.7

令 和 ４ 年 （  768） 26.7

令 和 元 年 （  750） 28.2

令 和 ４ 年 （  768） 17.5

令 和 元 年 （  750） 12.3

令 和 ４ 年 （  768） 13.6

令 和 元 年 （  750） 9.9

利用したい（計） 利
用
し
た
い

(10) 就 労 移 行 支 援

(11)
就 労 継 続 支 援
（Ａ型・雇用型）

(7) 生 活 介 護

(8) 療 養 介 護

(9)
自 立 訓 練 （ 機 能
訓練、生活訓練）

(4) 行 動 援 護

(5)
重 度 障 害 者 等
包 括 支 援

(6)
短 期 入 所
（ショートステイ）

(1)
居 宅 介 護
（ホームヘルプ）

(2) 重 度 訪 問 介 護

(3) 同 行 援 護

4.8

7.2

0.8

0.9

1.0

1.1

1.8

1.9

0.3

0.4

3.8

4.5

2.6

4.8

0.7

1.2

3.4

5.1

1.6

1.3

0.5

0.1

0.5

0.4

0.7

0.1

0.9

0.4

1.4

0.7

0.3

0.1

1.6

1.2

0.5

0.5

1.2

0.5

1.7

2.7

1.4

0.9

1.0

0.9

20.3

23.1

15.1

19.3

12.6

17.9

13.9

18.0

11.8

16.0

19.8

22.8

18.6

14.8

15.0

14.0

21.6

20.4

14.5

10.1

12.1

8.9

35.9

36.0

37.1

38.1

37.5

38.3

34.1

36.0

35.3

37.6

32.4

32.7

31.3

25.6

32.3

25.3

26.2

26.8

28.4

28.9

30.2

30.3

38.4

33.3

46.4

41.5

47.9

42.4

48.7

43.5

52.3

45.9

42.4

38.8

47.0

54.3

50.9

58.9

47.1

45.1

54.2

58.7

56.1

59.7
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障害福祉サービスの利用状況及び利用希望（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

【利用状況及び利用希望】（続き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

利用している すぐ利用したい 将来利用したい 利用しない 無回答

ｎ （％） （計）

令 和 ４ 年 （  768） 16.4

令 和 元 年 （  750） 11.5

令 和 ４ 年 （  768） 21.9

令 和 元 年 （  750） 21.1

令 和 ４ 年 （  768） 20.3

令 和 元 年 （  750） 20.7

令 和 ４ 年 （  768） 38.5

令 和 元 年 （  750） 33.4

令 和 ４ 年 （  768） 12.2

令 和 元 年 （  750） 13.9

令 和 ４ 年 （  768） 28.8

令 和 元 年 （  750） 31.7

令 和 ４ 年 （  768） 26.8

令 和 元 年 （  750） 29.1

令 和 ４ 年 （  768） 32.9

令 和 元 年 （  750） 35.4

令 和 ４ 年 （  768） 32.6

令 和 元 年 （  750） 33.9

令 和 ４ 年 （  768） 28.6

令 和 元 年 （  750） 28.4

利用したい（計） 利
用
し
た
い

(20)

地 域 活 動
支 援 セ ン タ ー

(21)

(18) 住 宅 改 修 費 助 成

(19) 移 動 支 援

在宅サービス事業

(15) 相 談 支 援

(16)
コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン 支 援

(17) 日常生活用具給付等

(12)
就 労 継 続 支 援
（Ｂ型・非雇用型）

(13)
共 同 生 活 援 助
（グループホーム）

(14) 施 設 入 所 支 援

2.6

2.8

1.6

3.2

1.2

2.0

8.5

8.0

0.9

0.5

5.1

7.2

1.6

3.9

4.9

5.5

6.0

5.9

1.4

2.0

0.5

0.7

0.9

0.7

0.7

1.2

2.3

2.3

1.0

0.5

3.0

2.1

1.2

1.1

2.6

2.7

1.7

1.9

1.4

1.7

13.3

8.0

19.4

17.2

18.4

17.5

27.7

23.1

10.3

12.9

20.7

22.4

24.0

24.1

25.4

27.2

24.9

26.1

25.8

24.7

29.4

30.1

32.6

26.8

31.9

26.3

21.1

18.0

39.1

37.5

27.3

25.7

27.7

26.9

25.3

24.7

25.4

26.0

25.5

26.8

54.2

58.4

45.6

52.1

47.9

53.1

40.4

48.7

48.7

48.5

43.9

42.5

45.6

44.0

41.8

40.0

42.1

40.1

45.8

44.8
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障害福祉サービスの利用状況及び利用希望（経年比較）＜児童＞ 

【利用状況及び利用希望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

利用している すぐ利用したい 将来利用したい 利用しない 無回答

ｎ （％） （計）

令 和 ４ 年 （   47） 51.0

令 和 元 年 （   64） 34.4

令 和 ４ 年 （   47） 70.2

令 和 元 年 （   64） 73.5

令 和 ４ 年 （   47） 31.9

令 和 元 年 （   64） 17.2

令 和 ４ 年 （   47） 17.0

令 和 元 年 （   64） 7.8

令 和 ４ 年 （   47） 8.5

令 和 元 年 （   64） 23.4

令 和 ４ 年 （   47） 6.4

令 和 元 年 （   64） 12.6

令 和 ４ 年 （   47） 59.6

令 和 元 年 （   64） 64.1

令 和 ４ 年 （   47） 17.1

令 和 元 年 （   64） 21.9

令 和 ４ 年 （   47） 4.2

令 和 元 年 （   64） 20.3

令 和 ４ 年 （   47） 4.2

令 和 元 年 （   64） 14.1

利用したい（計） 利
用
し
た
い

(10) 住 宅 改 修 費 助 成

(7) 障 害 児 相 談 支 援

(8)
コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン 支 援

(9) 日常生活用具給付等

(4) 医療型児童発達支援

(5) 福祉型児童入所支援

(6) 医療型児童入所支援

(1) 児 童 発 達 支 援

(2)
放 課 後 等
デ イ サ ー ビ ス

(3) 保育所等訪問支援

46.8

26.6

29.8

51.6

17.0

12.5

0.0

0.0

0.0

3.1

0.0

1.6

29.8

18.8

4.3

1.6

0.0

3.1

0.0

0.0

2.1

4.7

10.6

4.7

4.3

3.1

10.6

4.7

2.1

4.7

0.0

4.7

12.8

15.6

6.4

4.7

2.1

1.6

2.1

1.6

2.1

3.1

29.8

17.2

10.6

1.6

6.4

3.1

6.4

15.6

6.4

6.3

17.0

29.7

6.4

15.6

2.1

15.6

2.1

12.5

44.7

59.4

21.3

25.0

59.6

75.0

74.5

85.9

83.0

68.8

85.1

78.1

31.9

32.8

76.6

71.9

89.4

71.9

89.4

79.7

4.3

6.3

8.5

1.6

8.5

7.8

8.5

6.3

8.5

7.8

8.5

9.4

8.5

3.1

6.4

6.3

6.4

7.8

6.4

6.3
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障害福祉サービスの利用状況及び利用希望（経年比較）＜児童＞ 

【利用状況及び利用希望】（続き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

利用している すぐ利用したい 将来利用したい 利用しない 無回答

ｎ （％） （計）

令 和 ４ 年 （   47） 19.1

令 和 元 年 （   64） 51.5

令 和 ４ 年 （   47） 8.5

令 和 元 年 （   64） 23.4

令 和 ４ 年 （   47） 51.1

令 和 元 年 （   64） 40.6

令 和 ４ 年 （   47） 42.5

令 和 元 年 （   64） 32.9

令 和 ４ 年 （   47） 29.8

令 和 元 年 （   64） 47.0

令 和 ４ 年 （   47） 2.1

令 和 元 年 （   64） 14.1

令 和 ４ 年 （   47） 2.1

令 和 元 年 （   64） 7.9

令 和 ４ 年 （   47） 2.1

令 和 元 年 （   64） 4.7

令 和 ４ 年 （   47） 8.5

令 和 元 年 （   64） 29.8

令 和 ４ 年 （   47） 2.1

令 和 元 年 （   64） 7.9

利用したい（計） 利
用
し
た
い

(20) 重度障害者等 包括支援

(17) 重度訪問介護

(18) 同行援護

(19) 行動援護

(14) 子ども発達センター「さくらキッズ」

(15) 放課後等支援事業 「フレンズビレッジ」

(16) 居宅介護 （ホームヘルプ）

(11) 移動支援

(12) 在宅サービス事業

(13) 地域活動 支援センター

2.1

23.4

2.1

10.9

4.3

0.0

40.4

31.3

0.0

26.6

0.0

1.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

6.3

0.0

0.0

2.1

7.8

2.1

3.1

6.4

4.7

0.0

1.6

2.1

6.3

0.0

1.6

0.0

1.6

0.0

1.6

0.0

6.3

0.0

1.6

14.9

20.3

4.3

9.4

40.4

35.9

2.1

0.0

27.7

14.1

2.1

10.9

2.1

6.3

2.1

3.1

8.5

17.2

2.1

6.3

74.5

42.2

83.0

71.9

42.6

51.6

53.2

62.5

63.8

48.4

89.4

79.7

89.4

85.9

89.4

89.1

80.9

64.1

89.4

84.4

6.4

6.3

8.5

4.7

6.4

7.8

4.3

4.7

6.4

4.7

8.5

6.3

8.5

6.3

8.5

6.3

10.6

6.3

8.5

7.8
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障害福祉サービスの利用状況及び利用希望（経年比較）＜児童＞ 

【利用状況及び利用希望】（続き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

利用している すぐ利用したい 将来利用したい 利用しない 無回答

ｎ （％） （計）

令 和 ４ 年 （   47） 8.5

令 和 元 年 （   64） 32.8

令 和 ４ 年 （   47） 0.0

令 和 元 年 （   64） 9.4

令 和 ４ 年 （   47） 2.1

令 和 元 年 （   64） 6.3

令 和 ４ 年 （   47） 44.7

令 和 元 年 （   64） 53.1

令 和 ４ 年 （   47） 51.0

令 和 元 年 （   64） 61.0

令 和 ４ 年 （   47） 44.7

令 和 元 年 （   64） 54.7

令 和 ４ 年 （   47） 40.4

令 和 元 年 （   64） 56.3

令 和 ４ 年 （   47） 12.8

令 和 元 年 （   64） 43.8

令 和 ４ 年 （   47） 8.5

令 和 元 年 （   64） 26.6

令 和 ４ 年 （   47） 44.8

令 和 元 年 （   64） 62.5

利用したい（計） 利
用
し
た
い

(30) 相談支援

(27)
就労継続支援
（Ｂ型・非雇用型）

(28)
共同生活援助
（グループホーム）

(29) 施設入所支援

(24)
自立訓練（機能訓
練、生活訓練）

(25) 就労移行支援

(26)
就労継続支援
（Ａ型・雇用型）

(21)
短期入所
（ショートステイ）

(22) 生活介護

(23) 療養介護

0.0

3.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

4.3

0.0

2.1

1.6

0.0

1.6

2.1

1.6

6.4

3.1

2.1

1.6

0.0

1.6

0.0

1.6

0.0

1.6

2.1

1.6

4.3

4.7

6.4

28.1

0.0

7.8

0.0

4.7

38.3

50.0

48.9

59.4

44.7

53.1

38.3

54.7

12.8

42.2

6.4

25.0

36.2

57.8

83.0

60.9

89.4

78.1

87.2

81.3

44.7

40.6

38.3

29.7

44.7

34.4

48.9

35.9

74.5

45.3

78.7

62.5

42.6

23.4

8.5

6.3

10.6

12.5

10.6

12.5

10.6

6.3

10.6

9.4

10.6

10.9

10.6

7.8

12.8

10.9

12.8

10.9

12.8

14.1
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障害福祉サービスを「利用しない」と答えた方の理由を、全体でみると、すべての項目で「家庭

で間に合っている」の割合が最も高くなっており、“移動支援”で79.9％と最も高く、次いで“居

宅介護（ホームヘルプ）”で78.6％、“在宅サービス事業”で77.9％などとなっている。 

「利用したいサービスになっていない」は“就労継続支援（Ａ型・雇用型）”で22.4％と最も高

く、次いで“就労継続支援（Ｂ型・非雇用型）”で21.2％、“就労移行支援”で18.3％などとなって

いる。 

 

障害福祉サービスの利用状況及び利用希望 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

【利用しない理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

費用負担がかかる 利用したいサービスに
なっていない

家庭で間に合っている 無回答

ｎ （％）

(1)
居 宅 介 護
（ホームヘル プ）

 （  276）

(2) 重 度 訪 問 介 護 （  285）

(3) 同 行 援 護 （  288）

(4) 行 動 援 護 （  262）

(5)
重 度 障 害 者 等
包 括 支 援

 （  271）

(6)
短 期 入 所
（ショートステイ）

 （  249）

(7) 生 活 介 護 （  240）

(8) 療 養 介 護 （  248）

(9)
自 立 訓 練 （ 機 能
訓練、生活訓 練）

 （  201）

(10) 就 労 移 行 支 援 （  218）

(11)
就 労 継 続 支 援
（Ａ型・雇用 型）

 （  232）

(12)
就 労 継 続 支 援
（Ｂ型・非雇用型）

 （  226）

(13)
共 同 生 活 援 助
（グループホーム）

 （  250）

(14) 施 設 入 所 支 援 （  245）

(15) 相 談 支 援 （  162）

(16)
コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン 支 援

 （  300）

(17) 日常生活用具給付等 （  210）

(18) 住 宅 改 修 費 助 成 （  213）

(19) 移 動 支 援 （  194）

(20) 在宅サービス 事業 （  195）

(21)
地 域 活 動
支 援 セ ン タ ー

 （  195）

7.6

6.0

4.5

5.7

5.5

5.2

5.4

6.0

5.0

1.8

3.0

3.1

4.8

4.9

3.1

3.3

3.8

6.1

4.6

3.6

3.6

8.3

12.6

14.6

13.0

15.1

11.2

11.3

15.3

12.9

18.3

22.4

21.2

14.0

13.1

11.1

17.0

12.9

14.6

6.7

8.2

14.8

78.6

75.1

74.7

74.0

72.7

76.3

75.8

70.2

73.6

66.5

62.9

65.0

72.8

73.5

77.2

70.3

74.8

69.5

79.9

77.9

72.4

5.4

6.3

6.3

7.3

6.6

7.2

7.5

8.5

8.5

13.3

11.6

10.6

8.4

8.6

8.6

9.3

8.6

9.9

8.8

10.3

9.2
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児童の障害福祉サービスを「利用しない」と答えた方の理由をみると、「利用したいサービスに

なっていない」は“放課後等デイサービス”で20.0％と最も高くなっている。「家庭で間に合って

いる」は“放課後等デイサービス”で50.0％と最も高くなっている。 

 

障害福祉サービスの利用状況及び利用希望 ＜児童＞ 

【利用しない理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

費用負担がかかる 利用したいサービ
スになっていない

家庭で間に合って
いる

年齢・障害状況に
より対象外

無回答

ｎ （％）

(1) 児 童 発 達 支 援 （   21）

(2)
放 課 後 等
デ イ サ ー ビ ス

 （   10）

(3) 保育所等訪問 支援 （   28）

(4) 医療型児童発達支援 （   35）

(5) 福祉型児童入所支援 （   39）

(6) 医療型児童入所支援 （   40）

(7) 障 害 児 相 談 支 援 （   15）

(8)
コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン 支 援

 （   36）

(9) 日常生活用具給付等 （   42）

(10) 住 宅 改 修 費 助 成 （   42）

(11) 移 動 支 援 （   35）

(12) 在宅サービス 事業 （   39）

(13)
地 域 活 動
支 援 セ ン タ ー

 （   20）

(14)
子ども発達センター
「さくらキッ ズ」

 （   25）

(15)
放 課 後 等 支 援 事 業
「フレンズビレッジ」

 （   30）

(16)
居 宅 介 護
（ホームヘル プ）

 （   42）

(17) 重 度 訪 問 介 護 （   42）

(18) 同 行 援 護 （   42）

(19) 行 動 援 護 （   38）

(20)
重 度 障 害 者 等
包 括 支 援

 （   42）

(21)
短 期 入 所
（ショートステイ）

 （   39）

(22) 生 活 介 護 （   42）

(23) 療 養 介 護 （   41）

(24)
自立訓練（機 能訓
練 、 生 活 訓 練 ）

 （   21）

(25) 就 労 移 行 支 援 （   18）

(26)
就 労 継 続 支 援
（Ａ型・雇用 型）

 （   21）

(27)
就 労 継 続 支 援
（Ｂ型・非雇用型）

 （   23）

(28)
共 同 生 活 援 助
（グループホーム）

 （   35）

(29) 施 設 入 所 支 援 （   37）

(30) 相 談 支 援 （   20）

0.0

20.0

3.6

2.9

2.6

2.5

6.7

2.8

2.4

2.4

2.9

2.6

5.0

4.0

3.3

2.4

2.4

2.4

2.6

2.4

2.6

2.4

2.4

4.8

5.6

4.8

4.3

2.9

2.7

5.0

0.0

20.0

3.6

2.9

2.6

2.5

0.0

8.3

0.0

0.0

0.0

0.0

15.0

8.0

6.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

5.6

4.8

4.3

5.7

0.0

0.0

14.3

50.0

14.3

11.4

12.8

12.5

46.7

5.6

11.9

14.3

37.1

25.6

25.0

8.0

20.0

16.7

11.9

11.9

15.8

11.9

10.3

11.9

14.6

23.8

5.6

9.5

8.7

11.4

13.5

5.0

85.7

10.0

78.6

82.9

82.1

82.5

46.7

83.3

85.7

83.3

60.0

71.8

55.0

80.0

70.0

78.6

83.3

85.7

81.6

85.7

87.2

85.7

82.9

71.4

83.3

76.2

78.3

80.0

83.8

90.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.4

2.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

4.8

4.3

0.0

0.0

0.0



- 141 - 

【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では大きな傾向の違いはみられない。 

児童では、「家庭で間に合っている」は“放課後等デイサービス”で37.5ポイント、“障害児相談

支援”で22.9ポイント、「年齢・障害状況により対象外」は“相談支援”で30.0ポイントそれぞれ

増加している。 

利用しないと答えた方のうち、「利用したいサービスになっていない」は、全体では“就労継続

支援（Ａ型・雇用型）”、“就労継続支援（Ｂ型・非雇用型）”、“就労移行支援”で高く、児童では“放

課後等デイサービス”と“地域活動支援センター”で高くなっており、情報提供方法やサービス内

容、運用方法などの見直し・検討が必要だと思われる。 

障害福祉サービスの利用状況及び利用希望（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

【利用しない理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

費用負担がかかる 利用したいサービスに
なっていない

家庭で間に合っている 無回答

ｎ （％）

令 和 ４ 年 （  276）

令 和 元 年 （  270）

令 和 ４ 年 （  285）

令 和 元 年 （  286）

令 和 ４ 年 （  288）

令 和 元 年 （  287）

令 和 ４ 年 （  262）

令 和 元 年 （  270）

令 和 ４ 年 （  271）

令 和 元 年 （  282）

令 和 ４ 年 （  249）

令 和 元 年 （  245）

令 和 ４ 年 （  240）

令 和 元 年 （  192）

令 和 ４ 年 （  248）

令 和 元 年 （  190）

令 和 ４ 年 （  201）

令 和 元 年 （  201）

令 和 ４ 年 （  218）

令 和 元 年 （  217）

令 和 ４ 年 （  232）

令 和 元 年 （  227）

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

居 宅 介 護
（ホームヘルプ）

重 度 訪 問 介 護

同 行 援 護

行 動 援 護

重 度 障 害 者 等
包 括 支 援

(6)
短 期 入 所
（ショートステイ）

(7) 生 活 介 護

(8) 療 養 介 護

(9)
自 立 訓 練 （ 機 能
訓練、生活訓練）

(10) 就 労 移 行 支 援

(11)
就 労 継 続 支 援
（Ａ型・雇用型）

7.6

3.7

6.0

3.1

4.5

3.1

5.7

3.3

5.5

3.9

5.2

2.9

5.4

3.1

6.0

2.6

5.0

4.0

1.8

2.8

3.0

3.5

8.3

7.8

12.6

10.1

14.6

15.0

13.0

13.0

15.1

13.1

11.2

11.8

11.3

13.5

15.3

14.7

12.9

15.9

18.3

22.1

22.4

23.3

78.6

81.9

75.1

75.5

74.7

70.7

74.0

71.9

72.7

72.7

76.3

75.5

75.8

72.4

70.2

72.1

73.6

70.6

66.5

61.8

62.9

59.5

5.4

6.7

6.3

11.2

6.3

11.1

7.3

11.9

6.6

10.3

7.2

9.8

7.5

10.9

8.5

10.5

8.5

9.5

13.3

13.4

11.6

13.7
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障害福祉サービスの利用状況及び利用希望（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

【利用しない理由】（続き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

費用負担がかかる 利用したいサービスに
なっていない

家庭で間に合っている 無回答

ｎ （％）

令 和 ４ 年 （  226）

令 和 元 年 （  226）

令 和 ４ 年 （  250）

令 和 元 年 （  201）

令 和 ４ 年 （  245）

令 和 元 年 （  197）

令 和 ４ 年 （  162）

令 和 元 年 （  135）

令 和 ４ 年 （  300）

令 和 元 年 （  281）

令 和 ４ 年 （  210）

令 和 元 年 （  193）

令 和 ４ 年 （  213）

令 和 元 年 （  202）

令 和 ４ 年 （  194）

令 和 元 年 （  185）

令 和 ４ 年 （  195）

令 和 元 年 （  195）

令 和 ４ 年 （  196）

令 和 元 年 （  201）

(12)
就 労 継 続 支 援
（Ｂ型・非雇用型）

(13)
共 同 生 活 援 助
（グループホーム）

(14) 施 設 入 所 支 援

(15) 相 談 支 援

(16)
コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン 支 援

(17) 日常生活用具給付等

(21)
地 域 活 動
支 援 セ ン タ ー

(18) 住 宅 改 修 費 助 成

(19) 移 動 支 援

(20) 在宅サービス事業

3.1

2.7

4.8

3.0

4.9

3.0

3.1

3.0

3.3

1.4

3.8

1.6

6.1

4.0

4.6

3.8

3.6

2.6

3.6

2.5

21.2

23.0

14.0

16.9

13.1

14.2

11.1

10.4

17.0

18.5

12.9

15.0

14.6

13.9

6.7

7.0

8.2

9.7

14.8

17.4

65.0

60.2

72.8

68.2

73.5

71.1

77.2

74.8

70.3

68.0

74.8

73.1

69.5

72.8

79.9

78.4

77.9

78.5

72.4

68.7

10.6

14.2

8.4

11.9

8.6

11.7

8.6

11.9

9.3

12.1

8.6

10.4

9.9

9.4

8.8

10.8

10.3

9.2

9.2

11.4
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障害福祉サービスの利用状況及び利用希望（経年比較）＜児童＞ 

【利用しない理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

費用負担がかかる 利用したいサービ
スになっていない

家庭で間に合って
いる

年齢・障害状況に
より対象外

無回答

ｎ （％）

令 和 ４ 年 （   21）

令 和 元 年 （   38）

令 和 ４ 年 （   10）

令 和 元 年 （   16）

令 和 ４ 年 （   28）

令 和 元 年 （   48）

令 和 ４ 年 （   35）

令 和 元 年 （   55）

令 和 ４ 年 （   39）

令 和 元 年 （   44）

令 和 ４ 年 （   40）

令 和 元 年 （   50）

令 和 ４ 年 （   15）

令 和 元 年 （   21）

令 和 ４ 年 （   36）

令 和 元 年 （   46）

令 和 ４ 年 （   42）

令 和 元 年 （   46）

令 和 ４ 年 （   42）

令 和 元 年 （   51）

(1) 児 童 発 達 支 援

(2)
放 課 後 等
デ イ サ ー ビ ス

(3) 保育所等訪問支援

(4) 医療型児童発達支援

(5) 福祉型児童入所支援

(6) 医療型児童入所支援

(10) 住 宅 改 修 費 助 成

(7) 障 害 児 相 談 支 援

(8)
コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン 支 援

(9) 日常生活用具給付等

0.0

0.0

20.0

0.0

3.6

0.0

2.9

0.0

2.6

0.0

2.5

0.0

6.7

0.0

2.8

0.0

2.4

0.0

2.4

0.0

0.0

0.0

20.0

18.8

3.6

0.0

2.9

0.0

2.6

2.3

2.5

2.0

0.0

4.8

8.3

2.2

0.0

0.0

0.0

0.0

14.3

13.2

50.0

12.5

14.3

8.3

11.4

7.3

12.8

15.9

12.5

10.0

46.7

23.8

5.6

10.9

11.9

10.9

14.3

21.6

85.7

86.8

10.0

68.8

78.6

91.7

82.9

92.7

82.1

79.5

82.5

86.0

46.7

71.4

83.3

84.8

85.7

89.1

83.3

78.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.3

0.0

2.0

0.0

0.0

0.0

2.2

0.0

0.0

0.0

0.0
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障害福祉サービスの利用状況及び利用希望（経年比較）＜児童＞ 

【利用しない理由】（続き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

費用負担がかかる 利用したいサービ
スになっていない

家庭で間に合って
いる

年齢・障害状況に
より対象外

無回答

ｎ （％）

令 和 ４ 年 （   35）

令 和 元 年 （   27）

令 和 ４ 年 （   39）

令 和 元 年 （   46）

令 和 ４ 年 （   20）

令 和 元 年 （   33）

令 和 ４ 年 （   25）

令 和 元 年 （   40）

令 和 ４ 年 （   30）

令 和 元 年 （   31）

令 和 ４ 年 （   42）

令 和 元 年 （   51）

令 和 ４ 年 （   42）

令 和 元 年 （   55）

令 和 ４ 年 （   42）

令 和 元 年 （   57）

令 和 ４ 年 （   38）

令 和 元 年 （   41）

令 和 ４ 年 （   42）

令 和 元 年 （   54）

(11) 移動支援

(12) 在宅サービス事業

(13) 地域活動 支援センター

(14) 子ども発達センター「さくらキッズ」

(15) 放課後等支援事業 「フレンズビレッジ」

(16) 居宅介護 （ホームヘルプ）

(20) 重度障害者等 包括支援

(17) 重度訪問介護

(18) 同行援護

(19) 行動援護

2.9

3.7

2.6

0.0

5.0

0.0

4.0

0.0

3.3

0.0

2.4

0.0

2.4

0.0

2.4

0.0

2.6

0.0

2.4

0.0

0.0

3.7

0.0

2.2

15.0

12.1

8.0

0.0

6.7

9.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.8

0.0

0.0

0.0

0.0

37.1

29.6

25.6

26.1

25.0

21.2

8.0

7.5

20.0

19.4

16.7

25.5

11.9

12.7

11.9

10.5

15.8

17.1

11.9

9.3

60.0

63.0

71.8

69.6

55.0

63.6

80.0

92.5

70.0

67.7

78.6

74.5

83.3

87.3

85.7

87.7

81.6

82.9

85.7

90.7

0.0

0.0

0.0

2.2

0.0

3.0

0.0

0.0

0.0

3.2

2.4

0.0

2.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0



- 145 - 

障害福祉サービスの利用状況及び利用希望（経年比較）＜児童＞ 

【利用しない理由】（続き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

費用負担がかかる 利用したいサービ
スになっていない

家庭で間に合って
いる

年齢・障害状況に
より対象外

無回答

ｎ （％）

令 和 ４ 年 （   39）

令 和 元 年 （   39）

令 和 ４ 年 （   42）

令 和 元 年 （   50）

令 和 ４ 年 （   41）

令 和 元 年 （   52）

令 和 ４ 年 （   21）

令 和 元 年 （   26）

令 和 ４ 年 （   18）

令 和 元 年 （   19）

令 和 ４ 年 （   21）

令 和 元 年 （   22）

令 和 ４ 年 （   23）

令 和 元 年 （   23）

令 和 ４ 年 （   35）

令 和 元 年 （   29）

令 和 ４ 年 （   37）

令 和 元 年 （   40）

令 和 ４ 年 （   20）

令 和 元 年 （   15）

(21)
短期入所
（ショートステイ）

(22) 生活介護

(23) 療養介護

(24)
自立訓練（機能訓
練、生活訓練）

(25) 就労移行支援

(26)
就労継続支援
（Ａ型・雇用型）

(30) 相談支援

(27)
就労継続支援
（Ｂ型・非雇用型）

(28)
共同生活援助
（グループホーム）

(29) 施設入所支援

2.6

0.0

2.4

0.0

2.4

0.0

4.8

0.0

5.6

0.0

4.8

0.0

4.3

0.0

2.9

0.0

2.7

0.0

5.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.0

0.0

0.0

0.0

3.8

5.6

0.0

4.8

4.5

4.3

4.3

5.7

0.0

0.0

0.0

0.0

13.3

10.3

20.5

11.9

20.0

14.6

9.6

23.8

23.1

5.6

10.5

9.5

9.1

8.7

8.7

11.4

20.7

13.5

22.5

5.0

26.7

87.2

79.5

85.7

78.0

82.9

90.4

71.4

73.1

83.3

89.5

76.2

81.8

78.3

82.6

80.0

75.9

83.8

75.0

90.0

60.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

4.8

4.5

4.3

4.3

0.0

3.4

0.0

2.5

0.0

0.0
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８ 相談相手について 

（１）悩みや困り事の相談先 

問 あなたは普段、悩みや困ったことをどなたに相談しますか。（○はいくつでも） 

悩みや困り事の相談先について、全体でみると、「家族や親せき」が70.7％で最も高く、次いで

「かかりつけの医師や看護師」が33.2％、「友人・知人」が32.0％などとなっている。 

調査票種別でみると、すべての種別で「家族や親せき」の割合が最も高くなっている。 

 

悩みや困り事の相談先 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

家族や親せき

かかりつけの医師や看護師（訪問
看護ステーション含む）

友人・知人

行政機関の相談窓口

施設の指導員等

ホームヘルパー等サービス事業所
の人

職場の上司や同僚

病院のケースワーカーや介護保険
のケアマネジャー

近所の人

通園施設や保育所、幼稚園、学校
の先生

相談支援事業所等の民間の相談窓
口

障害者団体、患者団体や家族会

民生委員・児童委員

その他

無回答

（％）

70.7

33.2

32.0

11.8

9.1

7.8

7.3

6.8

5.9

3.1

2.3

1.8

0.5

6.6

9.6

69.8

30.0

32.4

9.4

5.8

8.5

4.6

8.0

7.0

1.0

1.2

1.4

0.5

4.6

11.4

80.0

27.7

16.9

23.1

41.5

12.3

12.3

0.0

3.1

23.1

9.2

10.8

0.0

10.8

4.6

64.6

45.9

33.1

17.1

9.4

5.5

9.9

6.1

5.5

2.8

3.9

0.6

1.1

11.6

6.6

78.7

27.8

38.0

5.6

1.9

6.5

10.2

7.4

3.7

0.0

0.0

0.0

0.0

3.7

11.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全 体 （ｎ＝768）
身 体 （ｎ＝414）
知 的 （ｎ＝65）
精 神 （ｎ＝181）
難 病 （ｎ＝108）
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児童の悩みや困り事の相談先をみると、「家族や親せき」が78.7％で最も高く、次いで「通園施

設や保育所、幼稚園、学校の先生」が72.3％、「行政機関の相談窓口」が59.6％などとなっている。 

 

悩みや困り事の相談先 ＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

家族や親せき

通園施設や保育所、幼稚園、学校
の先生

行政機関の相談窓口

かかりつけの医師や看護師（訪問
看護ステーション含む）

友人・知人

施設の指導員等

相談支援事業所等の民間の相談窓
口

職場の上司や同僚

近所の人

ホームヘルパー等サービス事業所
の人

家族会等

病院のケースワーカー

民生委員・児童委員

その他

無回答

（％）n=   47

78.7

72.3

59.6

51.1

46.8

17.0

10.6

8.5

6.4

4.3

2.1

0.0

0.0

12.8

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では、「病院のケースワーカーや介護保険のケアマネジャー」

が5.2ポイント減少している。 

調査票種別でみると、知的で「家族や親せき」が24.4ポイント増加、「通園施設や保育所、幼稚

園、学校の先生」が20.3ポイントそれぞれ増加している。 

児童では、「行政機関の相談窓口」が17.4ポイント、「通園施設や保育所、幼稚園、学校の先生」

が11.4ポイントそれぞれ増加し、「友人・知人」が15.7ポイント、「施設の指導員等」が14.3ポイン

トそれぞれ減少している。 

全体・児童ともに、令和元年調査に引き続き、「家族や親せき」といった身内への相談が最も多

くなっている。また、「行政機関の相談窓口」は児童では増加傾向にあり、６割近くを占めている

ため、引き続き相談窓口の周知と相談内容についての広報活動が求められる。 

 

悩みや困り事の相談先（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

家族や親せき

かかりつけの医師や看護師（訪問
看護ステーション含む）

友人・知人

行政機関の相談窓口

施設の指導員等

ホームヘルパー等サービス事業所
の人

職場の上司や同僚

病院のケースワーカーや介護保険
のケアマネジャー

近所の人

通園施設や保育所、幼稚園、学校
の先生

相談支援事業所等の民間の相談窓
口

障害者団体、患者団体や家族会

民生委員・児童委員

その他

無回答

（％）

70.7

33.2

32.0

11.8

9.1

7.8

7.3

6.8

5.9

3.1

2.3

1.8

0.5

6.6

9.6

70.4

36.0

36.4

15.3

10.5

10.0

5.5

12.0

6.4

1.5

2.1

2.1

0.7

7.1

6.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

令和４年（ｎ＝768）

令和元年（ｎ＝750）
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悩みや困り事の相談先（経年比較）＜身体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

家族や親せき

友人・知人

かかりつけの医師や看護師（訪問
看護ステーション含む）

行政機関の相談窓口

ホームヘルパー等サービス事業所
の人

病院のケースワーカーや介護保険
のケアマネジャー

近所の人

施設の指導員等

職場の上司や同僚

障害者団体、患者団体や家族会

相談支援事業所等の民間の相談窓
口

通園施設や保育所、幼稚園、学校
の先生

民生委員・児童委員

その他

無回答

（％）

69.8

32.4

30.0

9.4

8.5

8.0

7.0

5.8

4.6

1.4

1.2

1.0

0.5

4.6

11.4

72.3

37.0

31.6

12.7

10.4

14.1

6.9

6.7

3.7

1.8

0.5

0.5

0.5

4.8

8.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

令和４年（ｎ＝414）

令和元年（ｎ＝433）
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悩みや困り事の相談先（経年比較）＜知的＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

家族や親せき

施設の指導員等

かかりつけの医師や看護師（訪問
看護ステーション含む）

通園施設や保育所、幼稚園、学校
の先生

行政機関の相談窓口

友人・知人

職場の上司や同僚

ホームヘルパー等サービス事業所
の人

障害者団体、患者団体や家族会

相談支援事業所等の民間の相談窓
口

近所の人

病院のケースワーカーや介護保険
のケアマネジャー

民生委員・児童委員

その他

無回答

（％）

80.0

41.5

27.7

23.1

23.1

16.9

12.3

12.3

10.8

9.2

3.1

0.0

0.0

10.8

4.6

55.6

47.2

19.4

2.8

30.6

16.7

9.7

12.5

6.9

12.5

2.8

1.4

1.4

5.6

9.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

令和４年（ｎ＝65）

令和元年（ｎ＝72）
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悩みや困り事の相談先（経年比較）＜精神＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

家族や親せき

かかりつけの医師や看護師（訪問
看護ステーション含む）

友人・知人

行政機関の相談窓口

職場の上司や同僚

施設の指導員等

病院のケースワーカーや介護保険
のケアマネジャー

近所の人

ホームヘルパー等サービス事業所
の人

相談支援事業所等の民間の相談窓
口

通園施設や保育所、幼稚園、学校
の先生

民生委員・児童委員

障害者団体、患者団体や家族会

その他

無回答

（％）

64.6

45.9

33.1

17.1

9.9

9.4

6.1

5.5

5.5

3.9

2.8

1.1

0.6

11.6

6.6

66.0

56.2

42.5

19.0

9.2

8.5

10.5

6.5

6.5

3.3

3.9

1.3

2.0

13.7

3.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

令和４年（ｎ＝181）

令和元年（ｎ＝153）
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悩みや困り事の相談先（経年比較）＜難病＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

家族や親せき

友人・知人

かかりつけの医師や看護師（訪問
看護ステーション含む）

職場の上司や同僚

病院のケースワーカーや介護保険
のケアマネジャー

ホームヘルパー等サービス事業所
の人

行政機関の相談窓口

近所の人

施設の指導員等

障害者団体、患者団体や家族会

民生委員・児童委員

通園施設や保育所、幼稚園、学校
の先生

相談支援事業所等の民間の相談窓
口

その他

無回答

（％）

78.7

38.0

27.8

10.2

7.4

6.5

5.6

3.7

1.9

0.0

0.0

0.0

0.0

3.7

11.1

80.4

39.1

35.9

4.3

13.0

12.0

9.8

6.5

3.3

0.0

0.0

1.1

0.0

7.6

5.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

令和４年（ｎ＝108）

令和元年（ｎ＝92）
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悩みや困り事の相談先（経年比較）＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

家族や親せき

通園施設や保育所、幼稚園、学校
の先生

行政機関の相談窓口

かかりつけの医師や看護師（訪問
看護ステーション含む）

友人・知人

施設の指導員等

相談支援事業所等の民間の相談窓
口

職場の上司や同僚

近所の人

ホームヘルパー等サービス事業所
の人

家族会等

病院のケースワーカー

民生委員・児童委員

その他

無回答

（％）n=   47

78.7

72.3

59.6

51.1

46.8

17.0

10.6

8.5

6.4

4.3

2.1

0.0

0.0

12.8

0.0

79.7

60.9

42.2

50.0

62.5

31.3

6.3

6.3

6.3

6.3

9.4

0.0

1.6

12.5

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

令和４年（ｎ＝47）

令和元年（ｎ＝64）
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「行政機関の相談窓口」と答えた方の具体的な機関について、全体でみると、「障害者福祉課」

が53.8％で最も高く、次いで「児童・家庭支援センター」が12.1％、「保健所」が8.8％となってい

る。 

調査票種別でみると、すべての種別で「障害者福祉課」の割合が最も高くなっている。 

 

悩みや困り事の相談先 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

【行政機関の相談窓口の具体的な機関】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童の「行政機関の相談窓口」と答えた方の具体的な機関をみると、「児童・家庭支援センター」

が96.4％で最も高く、次いで「障害者福祉課」が3.6％となっている。 

 

悩みや困り事の相談先 ＜児童＞ 

【行政機関の相談窓口の具体的な機関】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

障害者福祉課

児童・家庭支援センター

保健所

その他

無回答

（％）

53.8

12.1

8.8

9.9

27.5

53.8

7.7

2.6

2.6

35.9

60.0

20.0

0.0

6.7

26.7

54.8

16.1

22.6

22.6

9.7

33.3

0.0

0.0

0.0

66.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80

全 体 （ｎ＝91）

身 体 （ｎ＝39）

知 的 （ｎ＝15）

精 神 （ｎ＝31）

難 病 （ｎ＝6）

児童・家庭支援センター

障害者福祉課

保健所

その他

無回答

（％）n=   28

96.4

3.6

0.0

3.6

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では、「障害者福祉課」が5.3ポイント減少している。 

調査票種別でみると、知的で「児童・家庭支援センター」が15.5ポイント増加し、精神で「障害

者福祉課」が10.7ポイント、難病で「保健所」が11.1ポイントそれぞれ減少している。 

児童では、「児童・家庭支援センター」が7.5ポイント増加している。 

 

悩みや困り事の相談先（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

【行政機関の相談窓口の具体的な機関】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

悩みや困り事の相談先（経年比較）＜身体＞ 

【行政機関の相談窓口の具体的な機関】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

悩みや困り事の相談先（経年比較）＜知的＞ 

【行政機関の相談窓口の具体的な機関】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

障害者福祉課

児童・家庭支援センター

保健所

その他

無回答

（％）

53.8

12.1

8.8

9.9

27.5

59.1

7.8

9.6

7.0

27.0

0 10 20 30 40 50 60

令和４年（ｎ＝91）

令和元年（ｎ＝115）

障害者福祉課

児童・家庭支援センター

保健所

その他

無回答

（％）

53.8

7.7

2.6

2.6

35.9

56.4

5.5

3.6

7.3

29.1

0 10 20 30 40 50 60

令和４年（ｎ＝39）

令和元年（ｎ＝55）

障害者福祉課

児童・家庭支援センター

保健所

その他

無回答

（％）

60.0

20.0

0.0

6.7

26.7

68.2

4.5

4.5

13.6

22.7

0 10 20 30 40 50 60 70

令和４年（ｎ＝15）

令和元年（ｎ＝22）
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悩みや困り事の相談先（経年比較）＜精神＞ 

【行政機関の相談窓口の具体的な機関】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

悩みや困り事の相談先（経年比較）＜難病＞ 

【行政機関の相談窓口の具体的な機関】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

悩みや困り事の相談先（経年比較）＜児童＞ 

【行政機関の相談窓口の具体的な機関】 

 

 

 

 

 

 

 

  

障害者福祉課

保健所

児童・家庭支援センター

その他

無回答

（％）

54.8

22.6

16.1

22.6

9.7

65.5

24.1

17.2

3.4

13.8

0 10 20 30 40 50 60 70

令和４年（ｎ＝31）

令和元年（ｎ＝29）

障害者福祉課

保健所

児童・家庭支援センター

その他

無回答

（％）

33.3

0.0

0.0

0.0

66.7

33.3

11.1

0.0

0.0

66.7

0 10 20 30 40 50 60 70

令和４年（ｎ＝6）

令和元年（ｎ＝9）

児童・家庭支援センター

障害者福祉課

保健所

その他

無回答

（％）n=   28

96.4

3.6

0.0

3.6

0.0

88.9

3.7

3.7

0.0

7.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

令和４年（ｎ＝28）

令和元年（ｎ＝27）
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（２）障害や障害福祉サービスの情報の入手先 

問 あなたは障害や疾病のことや福祉サービス等に関する情報を、どこから知ることが多いで

すか。（○はいくつでも） 

障害や障害福祉サービスの情報の入手先について、全体でみると、「区や都の広報紙」が47.8％

で最も高く、次いで「かかりつけの医師や看護師」が27.3％、「本や新聞、雑誌の記事、テレビや

ラジオのニュース」が26.8％などとなっている。 

調査票種別でみると、身体、知的、難病では「区や都の広報紙」、精神では「インターネット」

の割合が最も高くなっている。 

 

障害や障害福祉サービスの情報の入手先 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

区や都の広報紙

かかりつけの医師や看護師（訪問
看護ステーション含む）

本や新聞、雑誌の記事、テレビや
ラジオのニュース

インターネット

家族や親せき、友人・知人

区や都のホームページ

行政機関の相談窓口

サービス事業所の人や施設職員

病院のケースワーカー

家族会（団体の機関誌等）

相談支援事業所等の民間の相談窓
口

通園施設や保育所、幼稚園、学校
の先生

民生委員・児童委員

その他

無回答

（％）

47.8

27.3

26.8

25.7

24.1

19.0

14.5

10.4

2.9

2.9

2.1

1.7

0.3

2.1

12.6

51.2

22.7

32.9

19.1

27.1

14.7

11.6

8.0

2.9

2.9

1.0

0.5

0.2

1.9

13.0

49.2

12.3

16.9

21.5

33.8

20.0

29.2

32.3

0.0

10.8

9.2

16.9

0.0

0.0

16.9

37.6

38.7

19.3

39.8

16.0

24.3

20.4

11.6

3.3

1.1

3.3

0.0

0.6

3.3

9.9

50.9

35.2

22.2

29.6

20.4

25.9

6.5

4.6

3.7

0.9

0.0

0.0

0.0

1.9

13.0

0 10 20 30 40 50 60

全 体 （ｎ＝768）

身 体 （ｎ＝414）

知 的 （ｎ＝65）

精 神 （ｎ＝181）

難 病 （ｎ＝108）
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児童の障害や障害福祉サービスの情報の入手先をみると、「インターネット」が63.8％で最も高

く、次いで「行政機関の相談窓口」が53.2％、「通園施設や保育所、幼稚園、学校の先生」が40.4％

などとなっている。 

 

障害や障害福祉サービスの情報の入手先 ＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

インターネット

行政機関の相談窓口

通園施設や保育所、幼稚園、学校
の先生

かかりつけの医師や看護師（訪問
看護ステーション含む）

区や都の広報紙

区や都のホームページ

家族や親せき、友人・知人

本や新聞、雑誌の記事、テレビや
ラジオのニュース

サービス事業所の人や施設職員

相談支援事業所等の民間の相談窓
口

家族会（団体の機関誌等）

病院のケースワーカー

民生委員・児童委員

その他

無回答

（％）n=   47

63.8

53.2

40.4

29.8

27.7

21.3

21.3

17.0

10.6

10.6

4.3

0.0

0.0

4.3

2.1

0 10 20 30 40 50 60 70
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では、「区や都のホームページ」が7.1ポイント増加し、「行政

機関の相談窓口」が5.2ポイント減少している。 

調査票種別でみると、「区や都の広報紙」が知的で17.3ポイント、精神で10.8ポイントそれぞれ

増加している。「区や都のホームページ」が難病で13.9ポイント、知的で13.1ポイント、精神で11.9

ポイントそれぞれ増加している。また、「本や新聞、雑誌の記事、テレビやラジオのニュース」が

難病で12.6ポイント減少している。 

児童では、「行政機関の相談窓口」が17.3ポイント増加し、「本や新聞、雑誌の記事、テレビやラ

ジオのニュース」が25.2ポイント、「家族や親せき、友人・知人」が17.8ポイントそれぞれ減少し

ている。 

令和元年調査に引き続き、全体では「区や都の広報紙」、児童では「インターネット」と異なる

媒体が最も多くなっており、障害等のある方と児童の保護者では、情報の入手先が異なる傾向がみ

られるため、あらゆる発信媒体を活用した情報提供が求められる。 

 

障害や障害福祉サービスの情報の入手先（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

区や都の広報紙

かかりつけの医師や看護師（訪問
看護ステーション含む）

本や新聞、雑誌の記事、テレビや
ラジオのニュース

インターネット

家族や親せき、友人・知人

区や都のホームページ

行政機関の相談窓口

サービス事業所の人や施設職員

病院のケースワーカー

家族会（団体の機関誌等）

相談支援事業所等の民間の相談窓
口

通園施設や保育所、幼稚園、学校
の先生

民生委員・児童委員

その他

無回答

（％）

47.8

27.3

26.8

25.7

24.1

19.0

14.5

10.4

2.9

2.9

2.1

1.7

0.3

2.1

12.6

43.5

30.5

28.4

22.0

25.9

11.9

19.7

12.0

4.8

1.7

2.8

0.5

0.7

4.3

10.1

0 10 20 30 40 50

令和４年（ｎ＝768）

令和元年（ｎ＝750）
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障害や障害福祉サービスの情報の入手先（経年比較）＜身体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

区や都の広報紙

本や新聞、雑誌の記事、テレビや
ラジオのニュース

家族や親せき、友人・知人

かかりつけの医師や看護師（訪問
看護ステーション含む）

インターネット

区や都のホームページ

行政機関の相談窓口

サービス事業所の人や施設職員

病院のケースワーカー

家族会（団体の機関誌等）

相談支援事業所等の民間の相談窓
口

通園施設や保育所、幼稚園、学校
の先生

民生委員・児童委員

その他

無回答

（％）

51.2

32.9

27.1

22.7

19.1

14.7

11.6

8.0

2.9

2.9

1.0

0.5

0.2

1.9

13.0

49.0

32.6

24.9

27.5

18.0

12.5

17.6

9.5

4.8

1.2

1.8

0.0

0.9

3.5

11.8

0 10 20 30 40 50 60

令和４年（ｎ＝414）

令和元年（ｎ＝433）
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障害や障害福祉サービスの情報の入手先（経年比較）＜知的＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

区や都の広報紙

家族や親せき、友人・知人

サービス事業所の人や施設職員

行政機関の相談窓口

インターネット

区や都のホームページ

本や新聞、雑誌の記事、テレビや
ラジオのニュース

通園施設や保育所、幼稚園、学校
の先生

かかりつけの医師や看護師（訪問
看護ステーション含む）

家族会（団体の機関誌等）

相談支援事業所等の民間の相談窓
口

病院のケースワーカー

民生委員・児童委員

その他

無回答

（％）

49.2

33.8

32.3

29.2

21.5

20.0

16.9

16.9

12.3

10.8

9.2

0.0

0.0

0.0

16.9

31.9

30.6

33.3

36.1

12.5

6.9

11.1

1.4

19.4

6.9

11.1

1.4

0.0

5.6

16.7

0 10 20 30 40 50

令和４年（ｎ＝65）

令和元年（ｎ＝72）
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障害や障害福祉サービスの情報の入手先（経年比較）＜精神＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

インターネット

かかりつけの医師や看護師（訪問
看護ステーション含む）

区や都の広報紙

区や都のホームページ

行政機関の相談窓口

本や新聞、雑誌の記事、テレビや
ラジオのニュース

家族や親せき、友人・知人

サービス事業所の人や施設職員

病院のケースワーカー

相談支援事業所等の民間の相談窓
口

家族会（団体の機関誌等）

民生委員・児童委員

通園施設や保育所、幼稚園、学校
の先生

その他

無回答

（％）

39.8

38.7

37.6

24.3

20.4

19.3

16.0

11.6

3.3

3.3

1.1

0.6

0.0

3.3

9.9

33.3

37.9

26.8

12.4

20.9

20.9

26.1

11.1

8.5

3.3

2.0

0.7

1.3

7.8

5.9

0 10 20 30 40

令和４年（ｎ＝181）

令和元年（ｎ＝153）
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障害や障害福祉サービスの情報の入手先（経年比較）＜難病＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

区や都の広報紙

かかりつけの医師や看護師（訪問
看護ステーション含む）

インターネット

区や都のホームページ

本や新聞、雑誌の記事、テレビや
ラジオのニュース

家族や親せき、友人・知人

行政機関の相談窓口

サービス事業所の人や施設職員

病院のケースワーカー

家族会（団体の機関誌等）

民生委員・児童委員

通園施設や保育所、幼稚園、学校
の先生

相談支援事業所等の民間の相談窓
口

その他

無回答

（％）

50.9

35.2

29.6

25.9

22.2

20.4

6.5

4.6

3.7

0.9

0.0

0.0

0.0

1.9

13.0

54.3

41.3

29.3

12.0

34.8

26.1

15.2

8.7

1.1

0.0

0.0

1.1

0.0

1.1

4.3

0 10 20 30 40 50 60

令和４年（ｎ＝108）

令和元年（ｎ＝92）
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障害や障害福祉サービスの情報の入手先（経年比較）＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

インターネット

行政機関の相談窓口

通園施設や保育所、幼稚園、学校
の先生

かかりつけの医師や看護師（訪問
看護ステーション含む）

区や都の広報紙

区や都のホームページ

家族や親せき、友人・知人

本や新聞、雑誌の記事、テレビや
ラジオのニュース

サービス事業所の人や施設職員

相談支援事業所等の民間の相談窓
口

家族会（団体の機関誌等）

病院のケースワーカー

民生委員・児童委員

その他

無回答

（％）n=   47

63.8

53.2

40.4

29.8

27.7

21.3

21.3

17.0

10.6

10.6

4.3

0.0

0.0

4.3

2.1

54.7

35.9

45.3

23.4

32.8

21.9

39.1

42.2

18.8

7.8

7.8

1.6

0.0

6.3

1.6

0 10 20 30 40 50 60 70

令和４年（ｎ＝47）

令和元年（ｎ＝64）
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「行政機関の相談窓口」と答えた方の具体的な機関について、全体でみると、「障害者福祉課」

が45.9％で最も高く、次いで「児童・家庭支援センター」が12.6％、「保健所」が8.1％となってい

る。 

調査票種別でみると、すべての種別で「障害者福祉課」の割合が最も高くなっている。 

 

障害や障害福祉サービスの情報の入手先 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

【行政機関の相談窓口の具体的な機関】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童の「行政機関の相談窓口」と答えた方の具体的な機関をみると、「児童・家庭支援センター」

が84.0％で最も高く、次いで「障害者福祉課」が4.0％となっている。 

 

障害や障害福祉サービスの情報の入手先 ＜児童＞ 

【行政機関の相談窓口の具体的な機関】 

 

 

 

 

 

 

  

障害者福祉課

児童・家庭支援センター

保健所

その他

無回答

（％）

45.9

12.6

8.1

4.5

36.9

47.9

6.3

4.2

2.1

43.8

36.8

31.6

0.0

10.5

26.3

48.6

13.5

18.9

5.4

29.7

42.9

0.0

0.0

0.0

57.1

0 10 20 30 40 50 60

全 体 （ｎ＝111）
身 体 （ｎ＝48）
知 的 （ｎ＝19）
精 神 （ｎ＝37）
難 病 （ｎ＝7）

児童・家庭支援センター

障害者福祉課

保健所

その他

無回答

（％）n=   25

84.0

4.0

0.0

4.0

12.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では、「児童・家庭支援センター」が8.5ポイント増加し、「障

害者福祉課」が8.8ポイント減少している。 

調査票種別でみると、「児童・家庭支援センター」が知的で31.6ポイント増加している。また、「障

害者福祉課」が難病で7.2ポイント増加し、知的で20.9ポイント、精神で13.9ポイント、身体で6.0

ポイントそれぞれ減少している。 

児童では、「児童・家庭支援センター」が11.7ポイント減少している。 

 

障害や障害福祉サービスの情報の入手先（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

【行政機関の相談窓口の具体的な機関】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害や障害福祉サービスの情報の入手先（経年比較）＜身体＞ 

【行政機関の相談窓口の具体的な機関】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害や障害福祉サービスの情報の入手先（経年比較）＜知的＞ 

【行政機関の相談窓口の具体的な機関】 

 

 

 

 

 

 

 

  

障害者福祉課

児童・家庭支援センター

保健所

その他

無回答

（％）

45.9

12.6

8.1

4.5

36.9

54.7

4.1

6.1

6.8

36.5

0 10 20 30 40 50 60

令和４年（ｎ＝111）

令和元年（ｎ＝148）

障害者福祉課

児童・家庭支援センター

保健所

その他

無回答

（％）

47.9

6.3

4.2

2.1

43.8

53.9

3.9

2.6

5.3

38.2

0 10 20 30 40 50 60

令和４年（ｎ＝48）

令和元年（ｎ＝76）

障害者福祉課

児童・家庭支援センター

保健所

その他

無回答

（％）

36.8

31.6

0.0

10.5

26.3

57.7

0.0

3.8

7.7

38.5

0 10 20 30 40 50 60

令和４年（ｎ＝19）

令和元年（ｎ＝26）
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障害や障害福祉サービスの情報の入手先（経年比較）＜精神＞ 

【行政機関の相談窓口の具体的な機関】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害や障害福祉サービスの情報の入手先（経年比較）＜難病＞ 

【行政機関の相談窓口の具体的な機関】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害や障害福祉サービスの情報の入手先（経年比較）＜児童＞ 

【行政機関の相談窓口の具体的な機関】 

 

 

 

 

 

 

 

  

障害者福祉課

保健所

児童・家庭支援センター

その他

無回答

（％）

48.6

18.9

13.5

5.4

29.7

62.5

15.6

9.4

9.4

21.9

0 10 20 30 40 50 60 70

令和４年（ｎ＝37）

令和元年（ｎ＝32）

障害者福祉課

保健所

児童・家庭支援センター

その他

無回答

（％）

42.9

0.0

0.0

0.0

57.1

35.7

7.1

0.0

7.1

57.1

0 10 20 30 40 50 60

令和４年（ｎ＝7）

令和元年（ｎ＝14）

児童・家庭支援センター

障害者福祉課

保健所

その他

無回答

（％）n=   25

84.0

4.0

0.0

4.0

12.0

95.7

0.0

4.3

0.0

4.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

令和４年（ｎ＝25）

令和元年（ｎ＝23）
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９ 災害時の避難等について 

（１）災害時の一人での避難の可否 

問 あなたは、火事や地震等の災害時に一人で避難できますか。（○は１つだけ） 

災害時の一人での避難の可否について、全体でみると、「できる」が60.0％、「できない」は34.1％

となっている。 

調査票種別でみると、知的では「できない」が72.3％となっており、全体と比べて割合が高くな

っている。 

 

災害時の一人での避難の可否 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童の災害時の一人での避難の可否をみると、「できる」が46.8％、「できない」は53.2％となっ

ている。 

 

災害時の一人での避難の可否 ＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  

できる できない 無回答

ｎ （％）

全 体  （  768）

【調査票種別】

身 体  （  414）

知 的  （   65）

精 神  （  181）

難 病  （  108）

60.0

54.6

24.6

77.9

72.2

34.1

37.0

72.3

19.3

25.0

5.9

8.5

3.1

2.8

2.8

できる できない 無回答

ｎ （％）

 （   47） 46.8 53.2 0.0
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では大きな傾向の違いはみられない。 

調査票種別でみると、「できない」が難病で5.4ポイント減少している。 

児童では、「できる」が20.2ポイント増加している。 

障害等のある方が地域の中で安心して生活するためには、火災や地震などの災害による被害を防

ぐ防災対策が重要であるが、災害時に一人で避難できない割合は、全体では３割台、知的で７割台

と高く、また、児童でも５割台と高くなっていることから、避難時の対策が課題となってくる。 

 

災害時の一人での避難の可否（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害時の一人での避難の可否（経年比較）＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

  

できる できない 無回答

ｎ （％）

令和４年  （  768）

令和元年  （  750）

令和４年  （  414）

令和元年  （  433）

令和４年  （   65）

令和元年  （   72）

令和４年  （  181）

令和元年  （  153）

令和４年  （  108）

令和元年  （   92）

全 体

身 体

知 的

精 神

難 病

60.0

58.9

54.6

55.7

24.6

25.0

77.9

77.8

72.2

69.6

34.1

37.3

37.0

39.7

72.3

69.4

19.3

19.6

25.0

30.4

5.9

3.7

8.5

4.6

3.1

5.6

2.8

2.6

2.8

0.0

できる できない 無回答

ｎ （％）

令 和 ４ 年 （   47）

令 和 元 年 （   64）

46.8

26.6

53.2

71.9

0.0

1.6
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（２）近隣の援助者の有無 

問 家族が不在の場合や一人暮らしの場合、近所にあなたを助けてくれる人はいますか。 

（○は１つだけ） 

近隣の援助者の有無について、全体でみると、「いる」が29.0％、「いない」は60.8％となってい

る。 

調査票種別でみると、難病では「いる」が38.0％となっており、全体と比べて割合が高くなって

いる。 

 

近隣の援助者の有無 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童の近隣の援助者の有無をみると、「いる」が36.2％、「いない」は63.8％となっている。 

 

近隣の援助者の有無 ＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

いる いない 無回答

ｎ （％）

全 体  （  768）

【調査票種別】

身 体  （  414）

知 的  （   65）

精 神  （  181）

難 病  （  108）

29.0

31.4

21.5

21.0

38.0

60.8

55.3

69.2

73.5

55.6

10.2

13.3

9.2

5.5

6.5

いる いない 無回答

ｎ （％）

 （   47） 36.2 63.8 0.0
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では、「いる」が5.8ポイント減少している。 

調査票種別でみると、「いる」が難病で5.4ポイント増加しており、「いない」は知的で8.1ポイン

ト、精神で6.2ポイントそれぞれ増加している。 

児童では「いる」が9.6ポイント増加している。 

近所に避難を手助けしてくれる人がいない方は、全体・児童ともに６割台と半数以上を占めてい

る。災害時における初期活動は、一緒に住んでいる家族や身近に暮らす地域の人との連携がいかに

確立されているかに大きく左右されるため、一人で避難できない人で、近所に避難を手助けしてく

れる人がいない方への対策が課題となってくる。 

 

近隣の援助者の有無（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近隣の援助者の有無（経年比較）＜児童＞ 

 

 

 

 

 

  

いる いない 無回答

ｎ （％）

令和４年  （  768）

令和元年  （  750）

令和４年  （  414）

令和元年  （  433）

令和４年  （   65）

令和元年  （   72）

令和４年  （  181）

令和元年  （  153）

令和４年  （  108）

令和元年  （   92）

全 体

身 体

知 的

精 神

難 病

29.0

34.8

31.4

39.7

21.5

23.6

21.0

27.5

38.0

32.6

60.8

57.9

55.3

52.9

69.2

61.1

73.5

67.3

55.6

63.0

10.2

7.3

13.3

7.4

9.2

15.3

5.5

5.2

6.5

4.3

いる いない 無回答

ｎ （％）

令 和 ４ 年 （   47）

令 和 元 年 （   64）

36.2

26.6

63.8

71.9

0.0

1.6
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（３）災害時に困ること 

問 火事や地震等の災害時に困ることや不安に思うことは何ですか。（○はいくつでも） 

災害時に困ることについて、全体でみると、「自宅に留まり、避難生活を続ける上での生活必需

品の確保」が52.0％で最も高く、次いで「避難場所の設備（トイレ等）や生活環境が不安」が46.5％、

「投薬や治療、医療的ケアが受けられない」が45.8％などとなっている。 

調査票種別でみると、身体では「自宅に留まり、避難生活を続ける上での生活必需品の確保」、

知的では「避難所等の慣れない場所で、周囲とコミュニケーションがとれない」、精神と難病では

「投薬や治療、医療的ケアが受けられない」の割合が最も高くなっている。 

災害時に困ること ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自宅に留まり、避難生活を続ける
上での生活必需品や電源等の確保

避難場所の設備（トイレ等）や生
活環境が不安

投薬や治療、医療的ケアが受けら
れない

安全なところまで、迅速に避難す
ることができるか不安

家族との連絡手段

避難所等の慣れない場所で、周囲
とコミュニケーションがとれない

被害状況、避難場所等の情報が入
手できない

救助を求めることができない

補装具や日常生活用具の入手がで
きなくなる

補装具の使用が困難になる

その他

特にない

無回答

（％）

52.0

46.5

45.8

41.4

33.2

21.2

16.8

16.7

8.3

6.6

4.8

6.3

11.2

50.7

43.0

42.0

42.8

28.5

14.0

15.0

15.0

11.4

10.6

4.8

6.8

13.8

52.3

55.4

26.2

60.0

60.0

61.5

38.5

50.8

6.2

1.5

3.1

0.0

7.7

54.7

50.8

56.9

34.8

37.6

28.7

18.2

13.8

3.9

1.1

5.0

6.1

7.2

51.9

47.2

53.7

36.1

27.8

12.0

8.3

7.4

5.6

3.7

5.6

8.3

10.2

0 10 20 30 40 50 60 70

全 体 （ｎ＝768）

身 体 （ｎ＝414）

知 的 （ｎ＝65）

精 神 （ｎ＝181）

難 病 （ｎ＝108）
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児童の災害時に困ることをみると、「家族との連絡手段」が61.7％で最も高く、次いで「自宅に

留まり、避難生活を続ける上での生活必需品や電源等の確保」と「避難場所の設備（トイレ等）や

生活環境が不安」が44.7％などとなっている。 

 

災害時に困ること ＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

家族との連絡手段

自宅に留まり、避難生活を続ける
上での生活必需品や電源等の確保

避難場所の設備（トイレ等）や生
活環境が不安

避難所等の慣れない場所で、周囲
とコミュニケーションがとれない

安全なところまで、迅速に避難す
ることができない

救助を求めることができない

被害状況、避難場所等の情報が入
手できない

投薬や治療、医療的ケアが受けら
れない

補装具の使用が困難になる

補装具や日常生活用具の入手がで
きなくなる

その他

特にない

無回答

（％）n=   47

61.7

44.7

44.7

34.0

31.9

25.5

21.3

12.8

0.0

0.0

4.3

4.3

4.3

0 10 20 30 40 50 60 70
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では大きな傾向の違いはみられない。 

調査票種別でみると、「避難所等の慣れない場所で、周囲とコミュニケーションがとれない」が

知的で14.3ポイント増加し、精神で5.9ポイント減少している。また、知的では「被害状況、避難

場所等の情報が入手できない」が10.7ポイント増加している。 

児童では、「家族との連絡手段」が11.7ポイント増加し、「避難所避難所等の慣れない場所で、周

囲とコミュニケーションがとれない」が19.1ポイント、「被害状況、避難場所等の情報が入手でき

ない」が17.8ポイント、「安全なところまで、迅速に避難することができない」が13.4ポイント、「救

助を求めることができない」が12.0ポイントそれぞれ減少している。 

全体では「自宅に留まり、避難生活を続ける上での生活必需品の確保」に最も不安を感じており、

児童では「家族との連絡手段」に対する不安が大きくなっている。 

自助・共助により相互に助け合い支えあうことを前提としつつ、福祉避難所等においても、障害

特性に応じた支援を得ることができる体制を整備し、障害等のある方の不安を少しでも取り除いて

いくことが求められる。 

 

災害時に困ること（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自宅に留まり、避難生活を続ける
上での生活必需品や電源等の確保

避難場所の設備（トイレ等）や生
活環境が不安

投薬や治療、医療的ケアが受けら
れない

安全なところまで、迅速に避難す
ることができるか不安

家族との連絡手段

避難所等の慣れない場所で、周囲
とコミュニケーションがとれない

被害状況、避難場所等の情報が入
手できない

救助を求めることができない

補装具や日常生活用具の入手がで
きなくなる

補装具の使用が困難になる

その他

特にない

無回答

（％）

52.0

46.5

45.8

41.4

33.2

21.2

16.8

16.7

8.3

6.6

4.8

6.3

11.2

52.3

47.2

50.4

40.4

32.3

20.4

16.4

16.0

10.3

7.1

4.7

7.6

8.3

0 10 20 30 40 50 60 70

令和４年（ｎ＝768）

令和元年（ｎ＝750）
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災害時に困ること（経年比較）＜身体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害時に困ること（経年比較）＜知的＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自宅に留まり、避難生活を続ける
上での生活必需品や電源等の確保

避難場所の設備（トイレ等）や生
活環境が不安

安全なところまで、迅速に避難す
ることができるか不安

投薬や治療、医療的ケアが受けら
れない

家族との連絡手段

救助を求めることができない

被害状況、避難場所等の情報が入
手できない

避難所等の慣れない場所で、周囲
とコミュニケーションがとれない

補装具や日常生活用具の入手がで
きなくなる

補装具の使用が困難になる

その他

特にない

無回答

（％）

50.7

43.0

42.8

42.0

28.5

15.0

15.0

14.0

11.4

10.6

4.8

6.8

13.8

53.1

45.3

41.1

47.3

27.3

13.2

13.6

12.5

13.6

9.9

4.2

7.2

9.0

0 10 20 30 40 50 60 70

令和４年（ｎ＝414）

令和元年（ｎ＝433）

避難所等の慣れない場所で、周囲
とコミュニケーションがとれない

家族との連絡手段

安全なところまで、迅速に避難す
ることができるか不安

避難場所の設備（トイレ等）や生
活環境が不安

自宅に留まり、避難生活を続ける
上での生活必需品や電源等の確保

救助を求めることができない

被害状況、避難場所等の情報が入
手できない

投薬や治療、医療的ケアが受けら
れない

補装具や日常生活用具の入手がで
きなくなる

補装具の使用が困難になる

その他

特にない

無回答

（％）

61.5

60.0

60.0

55.4

52.3

50.8

38.5

26.2

6.2

1.5

3.1

0.0

7.7

47.2

55.6

54.2

50.0

44.4

45.8

27.8

36.1

6.9

8.3

0.0

6.9

11.1

0 10 20 30 40 50 60 70

令和４年（ｎ＝65）

令和元年（ｎ＝72）
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災害時に困ること（経年比較）＜精神＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害時に困ること（経年比較）＜難病＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

投薬や治療、医療的ケアが受けら
れない

自宅に留まり、避難生活を続ける
上での生活必需品や電源等の確保

避難場所の設備（トイレ等）や生
活環境が不安

家族との連絡手段

安全なところまで、迅速に避難す
ることができるか不安

避難所等の慣れない場所で、周囲
とコミュニケーションがとれない

被害状況、避難場所等の情報が入
手できない

救助を求めることができない

補装具や日常生活用具の入手がで
きなくなる

補装具の使用が困難になる

その他

特にない

無回答

（％）

56.9

54.7

50.8

37.6

34.8

28.7

18.2

13.8

3.9

1.1

5.0

6.1

7.2

59.5

54.2

49.7

41.2

35.3

34.6

24.2

15.7

4.6

2.6

7.2

8.5

5.9

0 10 20 30 40 50 60 70

令和４年（ｎ＝181）

令和元年（ｎ＝153）

投薬や治療、医療的ケアが受けら
れない

自宅に留まり、避難生活を続ける
上での生活必需品や電源等の確保

避難場所の設備（トイレ等）や生
活環境が不安

安全なところまで、迅速に避難す
ることができるか不安

家族との連絡手段

避難所等の慣れない場所で、周囲
とコミュニケーションがとれない

被害状況、避難場所等の情報が入
手できない

救助を求めることができない

補装具や日常生活用具の入手がで
きなくなる

補装具の使用が困難になる

その他

特にない

無回答

（％）

53.7

51.9

47.2

36.1

27.8

12.0

8.3

7.4

5.6

3.7

5.6

8.3

10.2

60.9

51.1

50.0

34.8

22.8

13.0

7.6

6.5

6.5

0.0

6.5

8.7

6.5

0 10 20 30 40 50 60 70

令和４年（ｎ＝108）

令和元年（ｎ＝92）
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災害時に困ること（経年比較）＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

家族との連絡手段

自宅に留まり、避難生活を続ける
上での生活必需品や電源等の確保

避難場所の設備（トイレ等）や生
活環境が不安

避難所等の慣れない場所で、周囲
とコミュニケーションがとれない

安全なところまで、迅速に避難す
ることができない

救助を求めることができない

被害状況、避難場所等の情報が入
手できない

投薬や治療、医療的ケアが受けら
れない

補装具の使用が困難になる

補装具や日常生活用具の入手がで
きなくなる

その他

特にない

無回答

（％）

61.7

44.7

44.7

34.0

31.9

25.5

21.3

12.8

0.0

0.0

4.3

4.3

4.3

50.0

46.9

51.6

53.1

45.3

37.5

39.1

18.8

4.7

6.3

6.3

3.1

6.3

0 10 20 30 40 50 60 70

令和４年（ｎ＝47）

令和元年（ｎ＝64）
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10 障害者差別解消法について 

（１）障害者差別解消法の認知度 

問 あなたは、平成28年4月から障害者差別解消法が施行されたことを知っていますか。 

（○は１つだけ） 

障害者差別解消法の認知度について、全体でみると、「名前も内容も知っている」が15.6％、「名

前は知っているが内容は知らない」が22.0％、「名前も内容も知らない」は52.9％となっている。 

調査票種別でみると、精神では「名前も内容も知らない」が60.2％となっており、全体と比べて

割合が高くなっている。 

 

障害者差別解消法の認知度 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童の障害者差別解消法の認知度をみると、「名前も内容も知っている」が23.4％、「名前は知っ

ているが内容は知らない」が19.1％、「名前も内容も知らない」は57.4％となっている。 

 

障害者差別解消法の認知度 ＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  

名前も内容も知ってい
る

名前は知っているが内
容は知らない

名前も内容も知らない 無回答

ｎ （％）

全 体  （  768）

【調査票種別】

身 体  （  414）

知 的  （   65）

精 神  （  181）

難 病  （  108）

15.6

16.7

23.1

13.8

10.2

22.0

19.1

29.2

22.1

28.7

52.9

51.7

41.5

60.2

51.9

9.5

12.6

6.2

3.9

9.3

名前も内容も知ってい
る

名前は知っているが内
容は知らない

名前も内容も知らない 無回答

ｎ （％）

 （   47） 23.4 19.1 57.4 0.0
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では大きな傾向の違いはみられない。 

調査票種別でみると、知的では「名前も内容も知らない」が9.9ポイント減少し、「名前も内容も

知っている」が6.4ポイント、「名前は知っているが内容は知らない」が7.0ポイントそれぞれ増加

している。 

児童では、「名前も内容も知っている」が12.5ポイント、「名前は知っているが内容は知らない」

が5.9ポイントそれぞれ減少し、「名前も内容も知らない」が18.3ポイント増加している。 

「名前も内容も知っている」は全体では１割台半ば、児童では約２割にとどまっており、障害等

のある方と障害児を持つ家族にも障害者差別解消法が十分に認知されていないことから、認知度向

上のため、障害等への理解と合理的配慮の促進に関する取組を進め、障害等の有無に関わらず互い

に尊重しあえる地域共生社会の実現が求められる。 

 

障害者差別解消法の認知度（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害者差別解消法の認知度（経年比較）＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

  

名前も内容も知ってい
る

名前は知っているが内
容は知らない

名前も内容も知らない 無回答

ｎ （％）

令和４年  （  768）

令和元年  （  750）

令和４年  （  414）

令和元年  （  433）

令和４年  （   65）

令和元年  （   72）

令和４年  （  181）

令和元年  （  153）

令和４年  （  108）

令和元年  （   92）

全 体

身 体

知 的

精 神

難 病

15.6

13.5

16.7

14.1

23.1

16.7

13.8

11.1

10.2

12.0

22.0

24.0

19.1

25.6

29.2

22.2

22.1

18.3

28.7

27.2

52.9

53.6

51.7

49.7

41.5

51.4

60.2

64.7

51.9

55.4

9.5

8.9

12.6

10.6

6.2

9.7

3.9

5.9

9.3

5.4

名前も内容も知ってい
る

名前は知っているが内
容は知らない

名前も内容も知らない 無回答

ｎ （％）

令 和 ４ 年 （   47）

令 和 元 年 （   64）

23.4

35.9

19.1

25.0

57.4

39.1

0.0

0.0
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（２）障害特性にあった特別な配慮が得られているか 

問 障害特性にあった配慮についてお聞きします。 

（１）あなたが社会生活を送るうえで、障害特性にあった特別な配慮が得られていますか。 

（○は１つだけ） 

障害特性にあった特別な配慮が得られているかについて、全体でみると、「おおむね得られてい

る」（21.2％）と「どちらかといえば得られている」（31.1％）を合わせた『得られている（計）』

は52.3％となっている。一方、「どちらかといえば得られていない」（13.8％）と「ほとんど得られ

ていない」（7.9％）を合わせた『得られていない（計）』は21.7％となっている。 

調査票種別でみると、知的では『得られている（計）』が69.3％、精神では『得られていない（計）』

が32.6％となっており、全体と比べて割合が高くなっている。 

 

障害特性にあった特別な配慮が得られているか ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童の障害特性にあった特別な配慮が得られているかについてみると、『得られている（計）』が

76.6％、『得られていない（計）』は21.2％となっている。 

 

障害特性にあった特別な配慮が得られているか ＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

  

おおむね得られて
いる

どちらかといえば
得られている

どちらかといえば
得られていない

得られていない 無回答

ｎ （％） （計）（計）

 （   47） 76.6 21.2

得られている（計） 得られていない（計）

得
ら
れ
て
い
る

得
ら
れ
て
い
な
い

36.2 40.4 10.6 10.6 2.1

おおむね得られて
いる

どちらかといえば
得られている

どちらかといえば
得られていない

ほとんど得られて
いない

無回答

ｎ （％） （計）（計）

全 体  （  768） 52.3 21.7

【調査票種別】

身 体  （  414） 53.6 19.3

知 的  （   65） 69.3 15.4

精 神  （  181） 46.4 32.6

難 病  （  108） 47.2 16.7

得
ら
れ
て
い
な
い

得られている（計） 得られていない（計）

得
ら
れ
て
い
る

21.2

22.2

26.2

14.9

25.0

31.1

31.4

43.1

31.5

22.2

13.8

14.5

15.4

14.4

9.3

7.9

4.8

0.0

18.2

7.4

25.9

27.1

15.4

21.0

36.1
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では大きな傾向の違いはみられない。 

調査票種別でみると『得られている（計）』が身体で5.1ポイント、『得られていない（計）』が難

病で8.3ポイントそれぞれ減少している。 

児童では、『得られている（計）』が6.2ポイント減少し、『得られていない（計）』は8.7ポイント

減少している。 

特別な配慮が得られていると感じる人は、全体では５割強、児童では７割台半ばとなっているも

のの、全体・児童ともに２割強の人が特別な配慮が得られていないと感じている。今後、特別な配

慮が得られていないと感じる人を減少させるため、それぞれの障害に対する正しい知識や理解を広

め、誤解や偏見を取り除くべく、様々な機会・場所での広報活動が望まれる。 

 

障害特性にあった特別な配慮が得られているか（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害特性にあった特別な配慮が得られているか（経年比較）＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

  

おおむね得られて
いる

どちらかといえば
得られている

どちらかといえば
得られていない

得られていない 無回答

ｎ （％） （計）（計）

令 和 ４ 年 （   47） 76.6 21.2

令 和 元 年 （   64） 82.8 12.5

得られている（計） 得られていない（計）

得
ら
れ
て
い
る

得
ら
れ
て
い
な
い

36.2

32.8

40.4

50.0

10.6

10.9

10.6

1.6

2.1

4.7

おおむね得られて
いる

どちらかといえば
得られている

どちらかといえば
得られていない

ほとんど得られて
いない

無回答

ｎ （％） （計）（計）

令和４年  （  768） 52.3 21.7

令和元年  （  750） 56.6 22.1

令和４年  （  414） 53.6 19.3

令和元年  （  433） 58.7 18.0

令和４年  （   65） 69.3 15.4

令和元年  （   72） 68.1 12.5

令和４年  （  181） 46.4 32.6

令和元年  （  153） 49.1 36.6

令和４年  （  108） 47.2 16.7

令和元年  （   92） 51.1 25.0

得られている（計） 得られていない（計）

得
ら
れ
て
い
る

得
ら
れ
て
い
な
い

全 体

身 体

知 的

精 神

難 病

21.2

25.3

22.2

27.3

26.2

25.0

14.9

20.3

25.0

25.0

31.1

31.3

31.4

31.4

43.1

43.1

31.5

28.8

22.2

26.1

13.8

11.7

14.5

10.6

15.4

8.3

14.4

14.4

9.3

15.2

7.9

10.4

4.8

7.4

0.0

4.2

18.2

22.2

7.4

9.8

25.9

21.2

27.1

23.3

15.4

19.4

21.0

14.4

36.1

23.9
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（３）特別な配慮が得られた場所 

（障害特性にあった特別な配慮について、「おおむね得られている」「どちらかといえば得られている」

と答えた方にお聞きします。） 

（２）どのような場所で配慮が得られていますか。（○はいくつでも） 

特別な配慮が得られた場所について、全体でみると、「病院・福祉施設等」が57.7％で最も高く、

次いで「鉄道・バス等交通機関」が36.6％、「仕事場」が20.6％などとなっている。 

調査票種別でみると、すべての種別で「病院・福祉施設等」の割合が最も高くなっている。 

 

特別な配慮が得られた場所 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

病院・福祉施設等

鉄道・バス等交通機関

仕事場

警察、区役所等の公的機関

レジャー施設等

学校

地域や近隣住民

小売店・飲食店

その他

無回答

（％）

57.7

36.6

20.6

18.9

12.9

10.0

8.0

5.7

4.0

4.7

56.8

50.5

14.4

23.9

14.9

5.4

8.6

6.8

3.6

5.4

60.0

26.7

31.1

15.6

6.7

46.7

11.1

6.7

0.0

0.0

57.1

19.0

26.2

8.3

14.3

6.0

6.0

3.6

9.5

7.1

60.8

13.7

29.4

17.6

7.8

3.9

5.9

3.9

0.0

2.0

0 10 20 30 40 50 60 70

全 体 （ｎ＝402）

身 体 （ｎ＝222）

知 的 （ｎ＝45）

精 神 （ｎ＝84）

難 病 （ｎ＝51）
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児童の特別な配慮が得られた場所をみると、「学校」が83.3％で最も高く、次いで「病院・福祉

施設等」が16.7％、「レジャー施設等」が13.9％などとなっている。 

 

特別な配慮が得られた場所 ＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学校

病院・福祉施設等

レジャー施設等

鉄道・バス等交通機関

警察、区役所等の公的機関

小売店・飲食店

地域や近隣住民

仕事場

その他

無回答

（％）n=   36

83.3

16.7

13.9

11.1

5.6

2.8

2.8

0.0

5.6

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では、「学校」が8.6ポイント増加し、「病院・福祉施設等」が

8.9ポイント減少している。 

調査票種別でみると、「学校」で増加傾向となっており、特に知的で44.7ポイントと大きく増加

している。また、「病院・福祉施設等」は全ての種別で減少傾向となっており、知的で19.6ポイン

ト、精神で12.2ポイントと大きく減少している。 

児童では、「病院・福祉施設等」が17.3ポイント減少している。 

令和元年調査に引き続き、全体では「病院・福祉施設等」、児童では「学校」が最も特別な配慮

が得られた場所となっており、割合が高くなっているものの、それ以外の場所ではいずれも４割未

満と低くなっている。官公庁を含め、飲食店・小売店などへの啓発活動のさらなる充実が求められ

る。 

 

特別な配慮が得られた場所（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

病院・福祉施設等

鉄道・バス等交通機関

仕事場

警察、区役所等の公的機関

レジャー施設等

学校

地域や近隣住民

小売店・飲食店

その他

無回答

（％）

57.7

36.6

20.6

18.9

12.9

10.0

8.0

5.7

4.0

4.7

66.6

31.8

23.8

23.3

9.2

1.4

12.2

4.9

3.1

3.1

0 10 20 30 40 50 60 70

令和４年（ｎ＝402）

令和元年（ｎ＝425）
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特別な配慮が得られた場所（経年比較）＜身体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別な配慮が得られた場所（経年比較）＜知的＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

病院・福祉施設等

鉄道・バス等交通機関

警察、区役所等の公的機関

レジャー施設等

仕事場

地域や近隣住民

小売店・飲食店

学校

その他

無回答

（％）

56.8

50.5

23.9

14.9

14.4

8.6

6.8

5.4

3.6

5.4

63.8

40.6

24.4

9.4

16.9

11.8

5.1

0.8

2.8

3.9

0 10 20 30 40 50 60 70

令和４年（ｎ＝222）

令和元年（ｎ＝254）

病院・福祉施設等

学校

仕事場

鉄道・バス等交通機関

警察、区役所等の公的機関

地域や近隣住民

レジャー施設等

小売店・飲食店

その他

無回答

（％）

60.0

46.7

31.1

26.7

15.6

11.1

6.7

6.7

0.0

0.0

79.6

2.0

49.0

22.4

22.4

20.4

20.4

6.1

4.1

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

令和４年（ｎ＝45）

令和元年（ｎ＝49）
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特別な配慮が得られた場所（経年比較）＜精神＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別な配慮が得られた場所（経年比較）＜難病＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

病院・福祉施設等

仕事場

鉄道・バス等交通機関

レジャー施設等

警察、区役所等の公的機関

学校

地域や近隣住民

小売店・飲食店

その他

無回答

（％）

57.1

26.2

19.0

14.3

8.3

6.0

6.0

3.6

9.5

7.1

69.3

34.7

18.7

2.7

18.7

2.7

5.3

2.7

4.0

1.3

0 10 20 30 40 50 60 70

令和４年（ｎ＝84）

令和元年（ｎ＝75）

病院・福祉施設等

仕事場

警察、区役所等の公的機関

鉄道・バス等交通機関

レジャー施設等

地域や近隣住民

学校

小売店・飲食店

その他

無回答

（％）

60.8

29.4

17.6

13.7

7.8

5.9

3.9

3.9

0.0

2.0

63.8

17.0

25.5

14.9

6.4

17.0

2.1

6.4

2.1

4.3

0 10 20 30 40 50 60 70

令和４年（ｎ＝51）

令和元年（ｎ＝47）
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特別な配慮が得られた場所（経年比較）＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学校

病院・福祉施設等

レジャー施設等

鉄道・バス等交通機関

警察、区役所等の公的機関

小売店・飲食店

地域や近隣住民

仕事場

その他

無回答

（％）

83.3

16.7

13.9

11.1

5.6

2.8

2.8

0.0

5.6

0.0

86.8

34.0

9.4

11.3

3.8

1.9

5.7

1.9

7.5

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

令和４年（ｎ＝36）

令和元年（ｎ＝53）
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（４）特別な配慮が得られていない場所 

（障害特性にあった特別な配慮について、「どちらかといえば得られていない」「ほとんど得られていな

い」と答えた方にお聞きします。） 

（３）どのような場所で配慮が得られていないと感じますか。（○はいくつでも） 

特別な配慮が得られていない場所について、全体でみると、「鉄道・バス等交通機関」が32.9％

で最も高く、次いで「仕事場」が24.0％、「病院・福祉施設等」が21.6％などとなっている。 

調査票種別でみると、身体と難病では「鉄道・バス等交通機関」、知的では「地域や近隣住民」、

精神では「仕事場」の割合が最も高くなっている。 

 

特別な配慮が得られていない場所 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

鉄道・バス等交通機関

仕事場

病院・福祉施設等

小売店・飲食店

地域や近隣住民

警察、区役所等の公的機関

レジャー施設等

学校

その他

無回答

（％）

32.9

24.0

21.6

21.0

19.8

18.0

15.6

8.4

11.4

20.4

41.3

11.3

22.5

26.3

22.5

18.8

18.8

7.5

12.5

20.0

40.0

30.0

40.0

20.0

50.0

20.0

30.0

0.0

0.0

10.0

22.0

40.7

18.6

16.9

15.3

16.9

11.9

13.6

13.6

16.9

27.8

22.2

16.7

11.1

5.6

16.7

5.6

0.0

5.6

38.9

0 10 20 30 40 50 60

全 体 （ｎ＝167）

身 体 （ｎ＝80）

知 的 （ｎ＝10）

精 神 （ｎ＝59）

難 病 （ｎ＝18）
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児童の特別な配慮が得られていない場所をみると、「学校」が70.0％で最も高く、次いで「レ鉄

道・バス等交通機関」が20.0％などとなっている。 

 

特別な配慮が得られていない場所 ＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学校

鉄道・バス等交通機関

レジャー施設等

小売店・飲食店

地域や近隣住民

仕事場

病院・福祉施設等

警察、区役所等の公的機関

その他

無回答

（％）n=   10

70.0

20.0

10.0

10.0

10.0

0.0

0.0

0.0

0.0

10.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では、「学校」が5.4ポイント増加し、「鉄道・バス等交通機関」

が8.1ポイント減少している。 

調査票種別でみると、身体では「鉄道・バス等交通機関」が12.5ポイント減少している。また、

精神では「学校」が11.8ポイント増加し、「地域や近隣住民」が16.8ポイント減少している。 

児童は基数が少ないため、参考に掲載する。 

令和元年調査に引き続き、全体では「鉄道・バス等交通機関」や「仕事場」で特別な配慮が得ら

れていないと感じる人が多いため、公共交通機関での重点的な啓発活動や、職場で働いている人た

ちに対して、障害等のある方への理解を促進する取組が必要となってくる。 

また、児童では、特別な配慮が得られた場所で最も割合が高かった「学校」が、得られていない

場所でも最も高くなっていることから、教職員等の理解促進、支援体制のさらなる充実が求められ

る。 

 

特別な配慮が得られていない場所（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

鉄道・バス等交通機関

仕事場

病院・福祉施設等

小売店・飲食店

地域や近隣住民

警察、区役所等の公的機関

レジャー施設等

学校

その他

無回答

（％）

32.9

24.0

21.6

21.0

19.8

18.0

15.6

8.4

11.4

20.4

41.0

27.1

21.1

24.7

24.1

19.9

19.3

3.0

7.2

15.7

0 10 20 30 40 50

令和４年（ｎ＝167）

令和元年（ｎ＝166）
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特別な配慮が得られていない場所（経年比較）＜身体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別な配慮が得られていない場所（経年比較）＜知的＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

鉄道・バス等交通機関

小売店・飲食店

病院・福祉施設等

地域や近隣住民

レジャー施設等

警察、区役所等の公的機関

仕事場

学校

その他

無回答

（％）

41.3

26.3

22.5

22.5

18.8

18.8

11.3

7.5

12.5

20.0

53.8

30.8

20.5

20.5

23.1

16.7

17.9

2.6

6.4

10.3

0 10 20 30 40 50 60

令和４年（ｎ＝80）

令和元年（ｎ＝78）

地域や近隣住民

鉄道・バス等交通機関

病院・福祉施設等

仕事場

レジャー施設等

小売店・飲食店

警察、区役所等の公的機関

学校

その他

無回答

（％）

50.0

40.0

40.0

30.0

30.0

20.0

20.0

0.0

0.0

10.0

33.3

22.2

44.4

44.4

11.1

22.2

22.2

22.2

0.0

11.1

0 10 20 30 40 50 60

令和４年（ｎ＝10）

令和元年（ｎ＝9）
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特別な配慮が得られていない場所（経年比較）＜精神＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別な配慮が得られていない場所（経年比較）＜難病＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

仕事場

鉄道・バス等交通機関

病院・福祉施設等

小売店・飲食店

警察、区役所等の公的機関

地域や近隣住民

学校

レジャー施設等

その他

無回答

（％）

40.7

22.0

18.6

16.9

16.9

15.3

13.6

11.9

13.6

16.9

41.1

30.4

23.2

21.4

25.0

32.1

1.8

17.9

12.5

16.1

0 10 20 30 40 50

令和４年（ｎ＝59）

令和元年（ｎ＝56）

鉄道・バス等交通機関

仕事場

病院・福祉施設等

警察、区役所等の公的機関

小売店・飲食店

レジャー施設等

地域や近隣住民

学校

その他

無回答

（％）

27.8

22.2

16.7

16.7

11.1

5.6

5.6

0.0

5.6

38.9

30.4

17.4

8.7

17.4

13.0

13.0

13.0

0.0

0.0

34.8

0 10 20 30 40

令和４年（ｎ＝18）

令和元年（ｎ＝23）
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特別な配慮が得られていない場所（経年比較）＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学校

鉄道・バス等交通機関

レジャー施設等

小売店・飲食店

地域や近隣住民

仕事場

病院・福祉施設等

警察、区役所等の公的機関

その他

無回答

（％）

70.0

20.0

10.0

10.0

10.0

0.0

0.0

0.0

0.0

10.0

62.5

25.0

37.5

25.0

12.5

0.0

25.0

12.5

0.0

12.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80

令和４年（ｎ＝10）

令和元年（ｎ＝8）
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（５）特別な配慮が得られていないと感じた具体的な内容 

（障害特性にあった特別な配慮について、「どちらかといえば得られていない」「ほとんど得られていな

い」と答えた方にお聞きします。） 

（４）配慮が得られていないと感じたのは、具体的にどのような内容でしたか。（自由記入） 

特別な配慮が得られていないと感じた具体的な内容を自由に回答してもらったところ、94人から

回答を得た。主な意見を抜粋して以下に掲載する。 

 

《仕事》 

・障害を理由として配慮を求めたら、一応希望は通ったが、職場で「自分勝手なふるまいをするヤツ」

という評判になり、皆から白い目で見られるようになった。見た目はそれほどの障害に見えないか

らと言って、相当無理をしているのを理解してもらえない。 

・障害や難病を言うと就職できなかったので、クローズ就労をしている。 

・仕事したいのに就労先がない。履歴書を出しても相手よりことわられるもその理由をしりたい。 

・見た目は元気なので、必要以上の仕事をいわれる 

 

《学校》 

・地域の学校に通えない。 

・テストでのタブレット回答を希望しても、なかなか認められない。PCで制作したものを手書きとは

同等の評価はできないと言われる。成績は 3までしか出せないと言われる。通級に入っていない限

り、配慮を受けてテストをうけられないと言われる。医者の診断書や意見書ですら、気のせいあつ

かいされ、配慮を受けられない。 

・通常級にも支援が必要な児童は多くいる。公立小の支援員（加配のような先生）を拡充させてほし

い。 

 

《外出時》 

・銀行の ATMや、コンビニに設置のタッチパネルで操作する類いの機械にて、「何を入力するのか」、

「何で警告音が鳴り続けているのか」が、画面表示のみで音声の情報がない。 

・外見からは障害者と見られないため、階段の昇降などでじゃま者扱いされるときが時にある。 

・店内（スーパーとか、レストランとか）の音楽がものすごくうるさかったり、照明が明るすぎてか

なりつらい。どこに行ってもインターネットでの手続きが必要になるのも目がつかれてつらい。緑

内障で、タバコの臭いだけでも目がチカチカして気持ち悪くなるのに副流煙が多くの場所で野放し

になってる。 

・商業施設や飲食店のザワつく音が苦手。照明を落ち着く色にしたり、音をなくしたり、子どもがパ

ニックにならないクワイエトリーな配慮は全くない。 

・交通機関や町中にベンチがないため、ごく近所しか外出できないので 1人用のベンチがあれば助か

ります。 

・視覚障害のため外出の際、通行の方が手を貸して頂く事が多々ある。時に白杖をつかまれたり手を

つかまれて自己判断がつかず困惑する事がある。ひとこと声をかけて頂くと有難い。 

・ヘルプマーク利用していてもゆずってくれない。家族同伴だと筆談しない 
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《社会的認知度が希薄》 

・見た目に障害者と分からない事で、パニック、不安になった時 高齢者の多い場で「知恵遅れ」扱

いをされる事が多々ある。「可哀そうな子」扱いをされる。 

・周囲の理解や配慮が全くない。陰口や悪口を言われ精神的につらくなる。 

・周囲が障害者自体に関心を持たず、知識不足なため、こちらから 1つ 1つ説明しないと、配慮して

くれない。 

 

《その他》 

・言っている事が理解してもらえず、懸命に説明しようとすると煙たがられ、最後は怒り出し、罵声

をあびせられる そもそも、理解する気がないか、あっても、能力が無い。 

・手帳を取得せず、自立支援のみで社会に溶け込もうと努力している人たちへの支援が薄すぎる。せ

めて電車は通勤、通学、病院等に使う必須移動手段なので、それだけでも支援してほしい。 

・デイの送迎で障害特性にあった送迎方法の提供。すぐに体調をくずすもしくは安全が得られない送

迎方法で預けることができない。結果として親が送り迎えをするので まとまって使える時間が少

ない。 

・全くなんの支援もなく将来の不安しかない。しかも見えにくい障害なので周囲の理解をえることが

困難である。 
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（６）ヘルプマークやヘルプカードの認知度 

問 ヘルプマーク・ヘルプカードは困ったときに周りの人に手助けを求めたり、自分のことを

知ってもらったりするためのものです。ヘルプマークやヘルプカードについてご存じです

か。（○は１つだけ） 

ヘルプマークやヘルプカードの認知度について、全体でみると、「知っている」が69.7％、「知ら

ない」は15.0％となっている。 

調査票種別でみると、知的では「知っている」が80.0％、難病では「知らない」が25.9％となっ

ており、全体と比べて割合が高くなっている。 

 

ヘルプマークやヘルプカードの認知度 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童のヘルプマークやヘルプカードの認知度をみると、「知っている」が85.1％、「知らない」は

10.6％となっている。 

 

ヘルプマークやヘルプカードの認知度 ＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  

知っている 知らない 無回答

ｎ （％）

全 体  （  768）

【調査票種別】

身 体  （  414）

知 的  （   65）

精 神  （  181）

難 病  （  108）

69.7

71.0

80.0

71.8

54.6

15.0

12.1

9.2

17.1

25.9

15.4

16.9

10.8

11.0

19.4

知っている 知らない 無回答

ｎ （％）

 （   47） 85.1 10.6 4.3



- 197 - 

【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では、「知っている」が9.6ポイント増加し、「知らない」は15.1

ポイント減少している。 

調査票種別でみると、「知っている」が全ての種別で増加傾向となっており、精神で13.6ポイン

ト、知的で10.6ポイント、難病で10.0ポイント、身体で8.4ポイントそれぞれ増加している。 

児童では、大きな傾向の違いはみられない。 

ヘルプマークやヘルプカードの認知度は、全体・児童ともに令和元年調査から増加傾向にあるも

のの、知らない人が全体で１割半ば、児童で約１割となっており、障害等のある方と障害児を持つ

家族にさえ、十分に認知されているとは言えないことから、認知度向上のため、積極的な広報活動

が望まれる。 

 

ヘルプマークやヘルプカードの認知度（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘルプマークやヘルプカードの認知度（経年比較）＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

  

知っている 知らない 無回答

ｎ （％）

令和４年  （  768）

令和元年  （  750）

令和４年  （  414）

令和元年  （  433）

令和４年  （   65）

令和元年  （   72）

令和４年  （  181）

令和元年  （  153）

令和４年  （  108）

令和元年  （   92）

全 体

身 体

知 的

精 神

難 病

69.7

60.1

71.0

62.6

80.0

69.4

71.8

58.2

54.6

44.6

15.0

30.1

12.1

26.1

9.2

23.6

17.1

34.6

25.9

46.7

15.4

9.7

16.9

11.3

10.8

6.9

11.0

7.2

19.4

8.7

知っている 知らない 無回答

ｎ （％）

令 和 ４ 年 （   47）

令 和 元 年 （   64）

85.1

85.9

10.6

10.9

4.3

3.1
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11 福祉施策等について 

（１）現在利用中の施設 

問 現在利用している施設は、次のうちどれですか。（○はいくつでも） 

現在利用中の施設について、全体でみると、「通所施設」が11.6％で最も高く、次いで「就労支

援施設」が4.0％、「グループホーム等の居住型施設」が2.3％などとなっている。 

調査票種別でみると、全ての種別で「通所施設」の割合が最も高くなっている。 

現在利用中の施設 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

通所施設

就労支援施設

グループホーム等の居住型施設

障害者（児）短期入所施設

障害者（児）入所施設

その他

利用している施設はない

無回答

（％）

11.6

4.0

2.3

1.8

0.8

5.2

62.8

14.5

9.4

1.0

1.4

1.0

0.5

4.8

65.9

16.7

38.5

23.1

6.2

12.3

6.2

6.2

13.8

13.8

9.9

6.6

3.3

1.1

0.0

6.6

65.7

10.5

6.5

0.0

1.9

0.0

0.0

3.7

75.0

13.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

全 体 （ｎ＝768）

身 体 （ｎ＝414）

知 的 （ｎ＝65）

精 神 （ｎ＝181）

難 病 （ｎ＝108）
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児童の現在利用中の施設をみると、「保育園・幼稚園・児童館」が44.7％で最も高く、次いで「さ

くらキッズ・フレンズビレッジ」が38.7％、「放課後等デイサービス」が36.2％などとなっている。 

現在利用中の施設 ＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

保育園・幼稚園・児童館

さくらキッズ・フレンズビレッジ

放課後等デイサービス

障害児通所サービス施設（児童発
達支援）

東京都や他区の施設

障害者（児）短期入所（一時保護
を含む）施設

その他

利用している施設はない

無回答

（％）n=   47

44.7

38.3

36.2

21.3

4.3

2.1

12.8

12.8

0.0

0 10 20 30 40 50
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では、前回同様に「通所施設」、「就労支援施設」、「グループホ

ーム等の居住型施設」の順で高くなっており、傾向の違いはみられない。 

調査票種別でみると、知的では「通所施設」がともに9.3ポイント増加、「グループホーム等の居

住型施設」が14.6ポイント減少している。 

児童では、「保育園・幼稚園・児童館」が19.7ポイント増加している。 

令和元年調査に引き続き、全体では「通所施設」の利用者が最も多くなっている。また、児童で

は「放課後等デイサービス」、「さくらキッズ・フレンズビレッジ」といった、学校の授業終了後や

学校休業日に通うことができる場の利用者だけでなく、「保育園・幼稚園・児童館」の割合も多く

なっており、今後も需要が見込まれる。 

現在利用中の施設（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在利用中の施設（経年比較）＜身体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

通所施設

就労支援施設

グループホーム等の居住型施設

障害者（児）短期入所施設

障害者（児）入所施設

その他

利用している施設はない

無回答

（％）

11.6

4.0

2.3

1.8

0.8

5.2

62.8

14.5

11.2

5.2

5.1

2.9

2.5

5.6

59.3

13.5

0 10 20 30 40 50 60 70

令和４年（ｎ＝768）

令和元年（ｎ＝750）

通所施設

グループホーム等の居住型施設

就労支援施設

障害者（児）短期入所施設

障害者（児）入所施設

その他

利用している施設はない

無回答

（％）

9.4

1.4

1.0

1.0

0.5

4.8

65.9

16.7

11.5

3.7

1.2

1.4

1.8

5.3

61.9

15.7

0 10 20 30 40 50 60 70

令和４年（ｎ＝414）

令和元年（ｎ＝433）
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現在利用中の施設（経年比較）＜知的＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在利用中の施設（経年比較）＜精神＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

通所施設

就労支援施設

障害者（児）短期入所施設

グループホーム等の居住型施設

障害者（児）入所施設

その他

利用している施設はない

無回答

（％）

38.5

23.1

12.3

6.2

6.2

6.2

13.8

13.8

29.2

26.4

19.4

20.8

12.5

1.4

18.1

5.6

0 10 20 30 40

令和４年（ｎ＝65）

令和元年（ｎ＝72）

通所施設

就労支援施設

グループホーム等の居住型施設

障害者（児）短期入所施設

障害者（児）入所施設

その他

利用している施設はない

無回答

（％）

9.9

6.6

3.3

1.1

0.0

6.6

65.7

10.5

4.6

9.8

3.3

1.3

1.3

7.8

62.1

12.4

0 10 20 30 40 50 60 70

令和４年（ｎ＝181）

令和元年（ｎ＝153）
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現在利用中の施設（経年比較）＜難病＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在利用中の施設（経年比較）＜児童＞ 

 

 

 

  

通所施設

グループホーム等の居住型施設

就労支援施設

障害者（児）短期入所施設

障害者（児）入所施設

その他

利用している施設はない

無回答

（％）

6.5

1.9

0.0

0.0

0.0

3.7

75.0

13.0

6.5

2.2

0.0

0.0

0.0

6.5

75.0

10.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80

令和４年（ｎ＝108）

令和元年（ｎ＝92）

保育園・幼稚園・児童館

さくらキッズ・フレンズビレッジ

放課後等デイサービス

障害児通所サービス施設（児童発
達支援）

東京都や他区の施設

障害者（児）短期入所（一時保護
を含む）施設

その他

利用している施設はない

無回答

（％）

44.7

38.3

36.2

21.3

4.3

2.1

12.8

12.8

0.0

25.0

48.4

50.0

17.2

20.3

4.7

3.1

10.9

0.0

0 10 20 30 40 50 60

令和４年（ｎ＝47）

令和元年（ｎ＝64）



- 203 - 

（２）将来利用したい施設 

問 将来利用したい施設は、次のうちどれですか。（○はいくつでも） 

将来利用したい施設について、全体でみると、「グループホーム等の居住型施設」が16.0％で最

も高く、次いで「通所施設」が14.5％、「就労支援施設」が10.5％などとなっている。 

調査票種別でみると、身体と難病では「通所施設」、知的では「グループホーム等の居住型施設」、

精神では「就労支援施設」の割合が最も高くなっている。 

将来利用したい施設 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

グループホーム等の居住型施設

通所施設

就労支援施設

障害者（児）入所施設

障害者（児）短期入所施設

その他

利用したい施設はない

無回答

（％）

16.0

14.5

10.5

7.4

5.5

4.3

35.0

28.8

13.8

14.5

4.8

6.3

4.1

4.6

33.1

34.8

46.2

27.7

44.6

29.2

23.1

1.5

4.6

16.9

12.7

11.0

15.5

2.8

3.3

5.0

45.3

20.4

12.0

12.0

3.7

6.5

3.7

3.7

43.5

26.9

0 10 20 30 40 50

全 体 （ｎ＝768）

身 体 （ｎ＝414）

知 的 （ｎ＝65）

精 神 （ｎ＝181）

難 病 （ｎ＝108）
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児童の将来利用したい施設をみると、「就労支援施設」が29.8％で最も高く、次いで「通所施設」

が25.5％、「グループホーム等の居住型施設」が6.4％などとなっている。 

将来利用したい施設 ＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就労支援施設

通所施設

グループホーム等の居住型施設

障害者（児）短期入所施設

障害者（児）入所施設

その他

利用したい施設はない

無回答

（％）n=   47

29.8

25.5

6.4

2.1

0.0

8.5

31.9

17.0

0 10 20 30 40



- 205 - 

【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では大きな傾向の違いはみられない。 

調査票種別でみると、知的では「就労支援施設」が26.5ポイント、「通所施設」が13.8ポイント

それぞれ増加している。 

児童では「就労支援施設」が24.9ポイント、「グループホーム等の居住型施設」が23.3ポイント

それぞれ減少している。 

全体では、全ての施設において、現在の利用状況より利用意向の割合が高くなっていることから、

今後、希望者が利用したいときに利用できるよう、受け入れ体制の整備が求められる。また、児童

では、将来の自立のための「就労支援施設」が最も望まれており、就労に向けて、個々のスキルの

向上につながるような支援が求められる。 

 

将来利用したい施設（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来利用したい施設（経年比較）＜身体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

グループホーム等の居住型施設

通所施設

就労支援施設

障害者（児）入所施設

障害者（児）短期入所施設

その他

利用したい施設はない

無回答

（％）

16.0

14.5

10.5

7.4

5.5

4.3

35.0

28.8

16.5

16.8

6.9

7.3

6.8

6.1

36.0

20.8

0 10 20 30 40

令和４年（ｎ＝768）

令和元年（ｎ＝750）

通所施設

グループホーム等の居住型施設

障害者（児）入所施設

就労支援施設

障害者（児）短期入所施設

その他

利用したい施設はない

無回答

（％）

14.5

13.8

6.3

4.8

4.1

4.6

33.1

34.8

19.6

13.4

6.0

3.2

6.7

5.8

33.5

24.5

0 10 20 30 40

令和４年（ｎ＝414）

令和元年（ｎ＝433）
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将来利用したい施設（経年比較）＜知的＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来利用したい施設（経年比較）＜精神＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

グループホーム等の居住型施設

就労支援施設

障害者（児）入所施設

通所施設

障害者（児）短期入所施設

その他

利用したい施設はない

無回答

（％）

46.2

44.6

29.2

27.7

23.1

1.5

4.6

16.9

48.6

18.1

31.9

13.9

23.6

8.3

9.7

8.3

0 10 20 30 40 50

令和４年（ｎ＝65）

令和元年（ｎ＝72）

就労支援施設

グループホーム等の居住型施設

通所施設

障害者（児）短期入所施設

障害者（児）入所施設

その他

利用したい施設はない

無回答

（％）

15.5

12.7

11.0

3.3

2.8

5.0

45.3

20.4

13.7

10.5

11.1

2.6

3.3

5.2

49.7

17.6

0 10 20 30 40 50

令和４年（ｎ＝181）

令和元年（ｎ＝153）
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将来利用したい施設（経年比較）＜難病＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来利用したい施設（経年比較）＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

通所施設

グループホーム等の居住型施設

障害者（児）入所施設

就労支援施設

障害者（児）短期入所施設

その他

利用したい施設はない

無回答

（％）

12.0

12.0

6.5

3.7

3.7

3.7

43.5

26.9

15.2

16.3

1.1

4.3

1.1

7.6

45.7

18.5

0 10 20 30 40 50

令和４年（ｎ＝108）

令和元年（ｎ＝92）

就労支援施設

通所施設

グループホーム等の居住型施設

障害者（児）短期入所施設

障害者（児）入所施設

その他

利用したい施設はない

無回答

（％）n=   47

29.8

25.5

6.4

2.1

0.0

8.5

31.9

17.0

54.7

34.4

29.7

20.3

6.3

4.7

15.6

4.7

0 10 20 30 40 50 60

令和４年（ｎ＝47）

令和元年（ｎ＝64）
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将来利用したい施設で選択した施設を利用したい時期について、全体でみると、「１年後」は“就

労支援施設”で13.6％、「５年後」は“グループホーム等の居住型施設”で16.3％、「10年後」は“障

害（児）入所施設”で28.1％とそれぞれ最も高くなっている。 

児童では、「１年後」は“通所施設”で25.0％、「10年後」は“就労支援施設”で28.6％とそれぞ

れ最も高くなっている。 

 

施設を利用したい時期＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設を利用したい時期＜身体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設を利用したい時期＜知的＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年後 ５年後 10年後 その他 無回答

ｎ （％）

通所施設  （  111）

就労支援施設  （   81）

障害者（児）短期入所施設 （   42）

グループホーム等の
居住型施設

 （  123）

障害者（児）入所施設  （   57）

9.0

13.6

11.9

10.6

3.5

16.2

9.9

14.3

16.3

12.3

17.1

16.0

19.0

14.6

28.1

7.2

14.8

14.3

17.9

19.3

50.5

45.7

40.5

40.7

36.8

１年後 ５年後 10年後 その他 無回答

ｎ （％）

通所施設  （   60）

就労支援施設  （   20）

障害者（児）短期入所施設 （   17）

グループホーム等の
居住型施設

 （   57）

障害者（児）入所施設  （   26）

5.0

15.0

17.6

10.5

3.8

25.0

10.0

17.6

22.8

15.4

16.7

15.0

23.5

22.8

34.6

6.7

10.0

11.8

8.8

7.7

46.7

50.0

29.4

35.1

38.5

１年後 ５年後 10年後 その他 無回答

ｎ （％）

通所施設  （   18）

就労支援施設  （   29）

障害者（児）短期入所施設 （   15）

グループホーム等の
居住型施設

 （   30）

障害者（児）入所施設  （   19）

5.6

6.9

13.3

13.3

0.0

5.6

10.3

13.3

13.3

5.3

16.7

20.7

6.7

3.3

26.3

5.6

10.3

20.0

23.3

26.3

66.7

51.7

46.7

46.7

42.1
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施設を利用したい時期＜精神＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設を利用したい時期＜難病＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設を利用したい時期＜児童＞ 

 

 

 

  

１年後 ５年後 10年後 その他 無回答

ｎ （％）

通所施設  （   20）

就労支援施設  （   28）

障害者（児）短期入所施設 （    6）

グループホーム等の
居住型施設

 （   23）

障害者（児）入所施設  （    5）

20.0

17.9

0.0

8.7

20.0

0.0

7.1

0.0

4.3

0.0

15.0

10.7

33.3

4.3

20.0

15.0

25.0

16.7

34.8

40.0

50.0

39.3

50.0

47.8

20.0

１年後 ５年後 10年後 その他 無回答

ｎ （％）

通所施設  （   13）

就労支援施設  （    4）

障害者（児）短期入所施設 （    4）

グループホーム等の
居住型施設

 （   13）

障害者（児）入所施設  （    7）

15.4

25.0

0.0

7.7

0.0

15.4

25.0

25.0

15.4

28.6

23.1

25.0

25.0

23.1

14.3

0.0

0.0

0.0

15.4

28.6

46.2

25.0

50.0

38.5

28.6

１年以内 ５年以内 10年以内 その他 無回答

ｎ （％）

通所施設  （   12）

就労支援施設  （   14）

障害者（児）短期入所施設 （    1）

グループホーム等の
居住型施設

 （    3）

障害者（児）入所施設  （    0）

25.0

0.0

0.0

0.0

8.3

7.1

0.0

0.0

8.3

28.6

0.0

33.3

0.0

7.1

0.0

0.0

58.3

57.1

100.0

66.7
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（３）障害児について特に力を入れてほしい施策 

問 千代田区の障害者施策を推進する上で参考にさせていただくため、次の分野ごとのうち特

に力を入れてほしい施策をお答えください。 

Ⅰ．障害児について（○は４つまで） 

障害児について特に力を入れてほしい施策を、全体でみると、「支援者・指導者の育成」が27.9％

で最も高く、次いで「障害や発達課題の早期発見、早期療育事業の充実」が21.7％、「特別支援教

育の充実」が16.9％などとなっている。 

調査票種別でみると、身体と精神では「支援者・指導者の育成」、知的では「特別支援教育の充

実」、難病では「障害や発達課題の早期発見、早期療育事業の充実」の割合が最も高くなっている。 

 

障害児について特に力を入れてほしい施策 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

支援者・指導者の育成

障害や発達課題の早期発見、早期
療育事業の充実

特別支援教育の充実

インクルーシブ教育（障害のある
方とない方が共に学ぶしくみ）の
推進

移動支援の充実

障害児保育の充実

放課後や長期休業期間中の障害児
見守り事業の充実

児童療育施設(毎日通所型）の整
備

その他

無回答

（％）

27.9

21.7

16.9

14.7

14.6

12.9

12.4

9.0

6.1

42.4

23.4

17.6

11.6

13.8

14.0

12.3

10.4

6.5

4.3

51.2

30.8

21.5

36.9

21.5

30.8

13.8

33.8

18.5

3.1

26.2

40.3

29.3

21.5

18.2

12.2

13.3

8.3

10.5

11.0

27.6

22.2

25.0

17.6

8.3

11.1

13.9

13.9

10.2

6.5

43.5

0 10 20 30 40 50 60

全 体 （ｎ＝768）

身 体 （ｎ＝414）

知 的 （ｎ＝65）

精 神 （ｎ＝181）

難 病 （ｎ＝108）



- 211 - 

児童の障害児について特に力を入れてほしい施策をみると、「特別支援教育の充実」が55.3％で

最も高く、次いで「支援者・指導者の育成」が53.2％、「障害や発達課題の早期発見、早期療育事

業の充実」が46.8％などとなっている。 

 

障害児について特に力を入れてほしい施策 ＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

  

特別支援教育の充実

支援者・指導者の育成

障害や発達課題の早期発見、早期
療育事業の充実

放課後や長期休業期間中の障害児
見守り事業の充実

インクルーシブ教育（障害のある
方とない方が共に学ぶしくみ）の
推進

児童療育施設(毎日通所型）の整
備

障害児保育の充実

移動支援の充実

その他

無回答

（％）n=   47

55.3

53.2

46.8

38.3

36.2

25.5

17.0

10.6

8.5

6.4

0 10 20 30 40 50 60
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では、「障害児保育の充実」が5.4ポイント、「障害や発達課題

の早期発見、早期療育事業の充実」が5.2ポイントそれぞれ減少している。 

調査票種別でみると、「放課後や長期休業期間中の障害児見守り事業の充実」は知的で11.6ポイ

ント増加し、精神で10.0ポイント減少している。 

児童では「移動支援の充実」が22.2ポイント減少している。 

全体では「支援者・指導者の育成」、児童では「特別支援教育の充実」が最も望まれていること

から、教育支援技術の向上のため、教職員等に対する研修を実施し、指導方法の工夫等、特別支援

教育の知識向上に努めるとともに、一人ひとりの教育的ニーズに応じたきめ細かな教育を行うこと

が求められる。 

 

障害児について特に力を入れてほしい施策（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

支援者・指導者の育成

障害や発達課題の早期発見、早期
療育事業の充実

特別支援教育の充実

インクルーシブ教育（障害のある
方とない方が共に学ぶしくみ）の
推進

移動支援の充実

障害児保育の充実

放課後や長期休業期間中の障害児
見守り事業の充実

児童療育施設(毎日通所型）の整
備

その他

無回答

（％）

27.9

21.7

16.9

14.7

14.6

12.9

12.4

9.0

6.1

42.4

32.0

26.9

15.2

19.2

15.9

18.3

12.1

8.8

3.3

37.6

0 10 20 30 40 50

令和４年（ｎ＝768）

令和元年（ｎ＝750）
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障害児について特に力を入れてほしい施策（経年比較）＜身体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害児について特に力を入れてほしい施策（経年比較）＜知的＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

支援者・指導者の育成

障害や発達課題の早期発見、早期
療育事業の充実

移動支援の充実

インクルーシブ教育（障害のある
方とない方が共に学ぶしくみ）の
推進

障害児保育の充実

特別支援教育の充実

放課後や長期休業期間中の障害児
見守り事業の充実

児童療育施設(毎日通所型）の整
備

その他

無回答

（％）

23.4

17.6

14.0

13.8

12.3

11.6

10.4

6.5

4.3

51.2

29.1

20.6

17.1

18.9

14.1

12.7

7.6

8.5

2.1

43.4

0 10 20 30 40 50 60

令和４年（ｎ＝414）

令和元年（ｎ＝433）

特別支援教育の充実

放課後や長期休業期間中の障害児
見守り事業の充実

移動支援の充実

支援者・指導者の育成

障害や発達課題の早期発見、早期
療育事業の充実

インクルーシブ教育（障害のある
方とない方が共に学ぶしくみ）の
推進

児童療育施設(毎日通所型）の整
備

障害児保育の充実

その他

無回答

（％）

36.9

33.8

30.8

30.8

21.5

21.5

18.5

13.8

3.1

26.2

30.6

22.2

25.0

41.7

37.5

16.7

13.9

29.2

2.8

22.2

0 10 20 30 40 50

令和４年（ｎ＝65）

令和元年（ｎ＝72）
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障害児について特に力を入れてほしい施策（経年比較）＜精神＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害児について特に力を入れてほしい施策（経年比較）＜難病＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

支援者・指導者の育成

障害や発達課題の早期発見、早期
療育事業の充実

特別支援教育の充実

インクルーシブ教育（障害のある
方とない方が共に学ぶしくみ）の
推進

障害児保育の充実

移動支援の充実

児童療育施設(毎日通所型）の整
備

放課後や長期休業期間中の障害児
見守り事業の充実

その他

無回答

（％）

40.3

29.3

21.5

18.2

13.3

12.2

10.5

8.3

11.0

27.6

36.6

37.3

16.3

19.0

19.0

9.8

7.2

18.3

6.5

31.4

0 10 20 30 40 50

令和４年（ｎ＝181）

令和元年（ｎ＝153）

障害や発達課題の早期発見、早期
療育事業の充実

支援者・指導者の育成

特別支援教育の充実

障害児保育の充実

放課後や長期休業期間中の障害児
見守り事業の充実

移動支援の充実

児童療育施設(毎日通所型）の整
備

インクルーシブ教育（障害のある
方とない方が共に学ぶしくみ）の
推進

その他

無回答

（％）

25.0

22.2

17.6

13.9

13.9

11.1

10.2

8.3

6.5

43.5

31.5

30.4

13.0

28.3

15.2

13.0

8.7

22.8

4.3

32.6

0 10 20 30 40 50

令和４年（ｎ＝108）

令和元年（ｎ＝92）
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障害児について特に力を入れてほしい施策（経年比較）＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

特別支援教育の充実

支援者・指導者の育成

障害や発達課題の早期発見、早期
療育事業の充実

放課後や長期休業期間中の障害児
見守り事業の充実

インクルーシブ教育（障害のある
方とない方が共に学ぶしくみ）の
推進

児童療育施設(毎日通所型）の整
備

障害児保育の充実

移動支援の充実

その他

無回答

（％）

55.3

53.2

46.8

38.3

36.2

25.5

17.0

10.6

8.5

6.4

50.0

46.9

39.1

32.8

45.3

31.3

25.0

32.8

7.8

3.1

0 10 20 30 40 50 60

令和４年（ｎ＝47）

令和元年（ｎ＝64）
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（４）住まいについて特に力を入れてほしい施策 

問 千代田区の障害者施策を推進する上で参考にさせていただくため、次の分野ごとのうち特

に力を入れてほしい施策をお答えください。 

Ⅱ．住まいについて（○は２つまで） 

住まいについて特に力を入れてほしい施策を、全体でみると、「一般住宅（公営住宅等）の確保」

が41.0％で最も高く、次いで「住宅改修の補助」が22.3％、「居住型サービス（グループホーム等）

の整備」が20.6％などとなっている。 

調査票種別でみると、身体、精神、難病では「一般住宅（公営住宅等）の確保」、知的では「居

住型サービス（グループホーム等）の整備」の割合が最も高くなっている。 

 

住まいについて特に力を入れてほしい施策 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童の住まいについて特に力を入れてほしい施策をみると、「一般住宅（公営住宅等）の確保」

が70.2％で最も高く、次いで「居住型サービス（グループホーム等）の整備」が27.7％、「住宅改

修の補助」が8.5％などとなっている。 

 

住まいについて特に力を入れてほしい施策 ＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

  

一般住宅（公営住宅等）の確保

住宅改修の補助

居住型サービス（グループホーム
等）の整備

入所更生・療護施設の整備

無回答

（％）

41.0

22.3

20.6

7.0

32.8

36.5

26.3

13.8

7.0

38.4

38.5

9.2

61.5

6.2

16.9

55.2

16.6

21.5

7.2

24.3

36.1

24.1

20.4

7.4

35.2

0 10 20 30 40 50 60 70

全 体 （ｎ＝768）

身 体 （ｎ＝414）

知 的 （ｎ＝65）

精 神 （ｎ＝181）

難 病 （ｎ＝108）

一般住宅（公営住宅等）の確保

居住型サービス（グループホーム
等）の整備

住宅改修の補助

入所更生・療護施設の整備

無回答

（％）n=   47

70.2

27.7

8.5

2.1

21.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では、「入所更生・療護施設の整備」が7.1ポイント減少してい

る。 

調査票種別でみると、「一般住宅（公営住宅等）の確保」が知的で14.9ポイント増加し、難病で

16.1ポイント減少している。また、「住宅改修の補助」が精神で12.2ポイント、「入所更生・療護施

設の整備」が知的で21.6ポイントそれぞれ減少している。 

児童では、「一般住宅（公営住宅等）の確保」が6.1ポイント増加し、「居住型サービス（グルー

プホーム等）の整備」が23.9ポイント、「入所更生・療護施設の整備」が18.2ポイントそれぞれ減

少している。 

全体・児童ともに「一般住宅（公営住宅等）の確保」が最も望まれていることから、障害等のあ

る方が、住みなれた環境で快適に住み続けられるよう、住まいの確保に関わる支援の強化が求めら

れる。また、知的や児童では「居住型サービス（グループホーム等）の整備」を望む声も多くなっ

ており、障害等のある方が共同して生活できる場の確保も求められる。 

 

住まいについて特に力を入れてほしい施策（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住まいについて特に力を入れてほしい施策（経年比較）＜身体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

一般住宅（公営住宅等）の確保

住宅改修の補助

居住型サービス（グループホーム
等）の整備

入所更生・療護施設の整備

無回答

（％）

41.0

22.3

20.6

7.0

32.8

45.1

25.1

19.2

14.1

26.4

0 10 20 30 40 50

令和４年（ｎ＝768）

令和元年（ｎ＝750）

一般住宅（公営住宅等）の確保

住宅改修の補助

居住型サービス（グループホーム
等）の整備

入所更生・療護施設の整備

無回答

（％）

36.5

26.3

13.8

7.0

38.4

42.3

26.1

13.9

13.6

30.0

0 10 20 30 40 50

令和４年（ｎ＝414）

令和元年（ｎ＝433）
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住まいについて特に力を入れてほしい施策（経年比較）＜知的＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住まいについて特に力を入れてほしい施策（経年比較）＜精神＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住まいについて特に力を入れてほしい施策（経年比較）＜難病＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住まいについて特に力を入れてほしい施策（経年比較）＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  

居住型サービス（グループホーム
等）の整備

一般住宅（公営住宅等）の確保

住宅改修の補助

入所更生・療護施設の整備

無回答

（％）

61.5

38.5

9.2

6.2

16.9

52.8

23.6

9.7

27.8

22.2

0 10 20 30 40 50 60 70

令和４年（ｎ＝65）

令和元年（ｎ＝72）

一般住宅（公営住宅等）の確保

住宅改修の補助

居住型サービス（グループホーム
等）の整備

入所更生・療護施設の整備

無回答

（％）

36.1

24.1

20.4

7.4

35.2

52.2

26.1

22.8

10.9

26.1

0 10 20 30 40 50 60

令和４年（ｎ＝108）

令和元年（ｎ＝92）

一般住宅（公営住宅等）の確保

居住型サービス（グループホーム
等）の整備

住宅改修の補助

入所更生・療護施設の整備

無回答

（％）

70.2

27.7

8.5

2.1

21.3

64.1

51.6

15.6

20.3

4.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80

令和４年（ｎ＝47）

令和元年（ｎ＝64）

一般住宅（公営住宅等）の確保

居住型サービス（グループホーム
等）の整備

住宅改修の補助

入所更生・療護施設の整備

無回答

（％）

55.2

21.5

16.6

7.2

24.3

58.8

16.3

28.8

11.1

18.3

0 10 20 30 40 50 60

令和４年（ｎ＝181）

令和元年（ｎ＝153）
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（５）就労について特に力を入れてほしい施策 

問 千代田区の障害者施策を推進する上で参考にさせていただくため、次の分野ごとのうち特

に力を入れてほしい施策をお答えください。 

Ⅲ．就労について（〇は１つだけ） 

就労について特に力を入れてほしい施策を、全体でみると、「一般企業への就労促進」が20.1％

で最も高く、次いで「就労支援施設の充実」が10.4％、「支援者教育の充実」が10.0％などとなっ

ている。 

調査票種別でみると、精神では「一般企業への就労促進」が29.3％、知的では「就労支援施設の

充実」が40.0％となっており、全体と比べて割合が高くなっている。 

 

就労について特に力を入れてほしい施策 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童の就労について特に力を入れてほしい施策をみると、「一般企業への就労促進」が29.8％で

最も高く、次いで「職業訓練の充実」が23.4％、「支援者教育の充実」が14.9％などとなっている。 

就労について特に力を入れてほしい施策 ＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

  

職業訓練の充実 一般企業への就労
促進

就労支援施設の充
実

支援者教育の充実 無回答

ｎ （％）

全 体  （  768）

【調査票種別】

身 体  （  414）

知 的  （   65）

精 神  （  181）

難 病  （  108）

6.8

2.9

6.2

12.2

13.0

20.1

17.6

16.9

29.3

15.7

10.4

7.2

40.0

9.9

5.6

10.0

8.0

10.8

16.0

7.4

52.7

64.3

26.2

32.6

58.3

職業訓練の充実 一般企業への就労
促進

就労支援施設の充
実

支援者教育の充実 無回答

ｎ （％）

 （   47） 23.4 29.8

4.3

14.9 27.7
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では大きな傾向の違いはみられない。 

調査票種別でみると、知的では「就労支援施設の充実」が16.4ポイント増加し、「支援者教育の

充実」が10.0ポイント減少している。 

児童では「就労支援施設の充実」が16.0ポイント、「一般企業への就労促進」が7.7ポイントそれ

ぞれ減少している。 

全体・児童ともに「一般企業への就労促進」が最も望まれており、障害等のある方の就労意欲が

高まっていることから、個々の適性や状況に応じた就労支援を行うとともに、障害者雇用を行う企

業等を新たに開拓し、障害等のある方の自立生活を支援していくことが求められる。 

 

就労について特に力を入れてほしい施策（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労について特に力を入れてほしい施策（経年比較）＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  

職業訓練の充実 一般企業への就労
促進

就労支援施設の充
実

支援者教育の充実 無回答

ｎ （％）

令和４年  （  768）

令和元年  （  750）

令和４年  （  414）

令和元年  （  433）

令和４年  （   65）

令和元年  （   72）

令和４年  （  181）

令和元年  （  153）

令和４年  （  108）

令和元年  （   92）

全 体

身 体

知 的

精 神

難 病

6.8

9.3

2.9

8.8

6.2

12.5

12.2

10.5

13.0

7.6

20.1

21.3

17.6

16.4

16.9

23.6

29.3

32.0

15.7

25.0

10.4

13.3

7.2

10.6

40.0

23.6

9.9

19.0

5.6

8.7

10.0

11.2

8.0

8.5

10.8

20.8

16.0

13.1

7.4

13.0

52.7

44.8

64.3

55.7

26.2

19.4

32.6

25.5

58.3

45.7

職業訓練の充実 一般企業への就労
促進

就労支援施設の充
実

支援者教育の充実 無回答

ｎ （％）

令 和 ４ 年 （   47）

令 和 元 年 （   64）

23.4

21.9

29.8

37.5

4.3

20.3

14.9

18.8

27.7

1.6
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（６）生活上のサービスについて特に力を入れてほしい施策 

問 千代田区の障害者施策を推進する上で参考にさせていただくため、次の分野ごとのうち特

に力を入れてほしい施策をお答えください。 

Ⅳ．生活上のサービスについて（○は４つまで） 

生活上のサービスについて特に力を入れてほしい施策を、全体でみると、「居宅介護（ホームヘ

ルプ）の充実」が31.5％で最も高く、次いで「移動支援の充実」が25.4％、「相談支援の充実」が

23.8％などとなっている。 

調査票種別でみると、身体と難病では「居宅介護（ホームヘルプ）の充実」、知的では「短期入

所（ショートステイ）の充実」、精神では「相談支援の充実」の割合が最も高くなっている。 

 

生活上のサービスについて特に力を入れてほしい施策 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

居宅介護（ホームヘルプ）の充実

移動支援の充実

相談支援の充実

訪問指導、訪問看護の充実

専門支援者の育成

短期入所（ショートステイ）の充
実

福祉用具（補装具・日常生活用
具）の補助

機能回復訓練の充実

生活介護等日常生活訓練事業の充
実

無回答

（％）

31.5

25.4

23.8

22.4

18.4

17.4

16.9

11.6

7.2

33.1

33.8

24.9

15.0

23.4

11.8

15.2

22.9

11.8

5.6

36.2

23.1

46.2

41.5

7.7

29.2

49.2

4.6

4.6

18.5

20.0

23.2

17.1

43.6

24.3

30.9

12.2

6.6

8.8

5.0

30.9

41.7

28.7

13.9

24.1

15.7

15.7

18.5

19.4

10.2

32.4

0 10 20 30 40 50

全 体 （ｎ＝768）

身 体 （ｎ＝414）

知 的 （ｎ＝65）

精 神 （ｎ＝181）

難 病 （ｎ＝108）
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児童の生活上のサービスについて特に力を入れてほしい施策をみると、「専門支援者の育成」が

53.2％で最も高く、次いで「相談支援の充実」が38.3％、「移動支援の充実」と「訪問指導、訪問

看護の充実」が21.3％などとなっている。 

 

生活上のサービスについて特に力を入れてほしい施策 ＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

専門支援者の育成

相談支援の充実

移動支援の充実

訪問指導、訪問看護の充実

生活介護等日常生活訓練事業の充
実

居宅介護（ホームヘルプ）の充実

短期入所（ショートステイ）の充
実

福祉用具（補装具・日常生活用
具）の補助

機能回復訓練の充実

無回答

（％）n=   47

53.2

38.3

21.3

21.3

10.6

8.5

8.5

4.3

4.3

21.3

0 10 20 30 40 50 60
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では、「福祉用具（補装具・日常生活用具）の補助」が5.9ポイ

ント減少している。 

調査票種別でみると、精神では「専門支援者の育成」が8.7ポイント増加し、「居宅介護（ホーム

ヘルプ）の充実」が8.2ポイント減少している。また、身体では全ての項目で減少傾向となってお

り、「福祉用具（補装具・日常生活用具）の補助」では6.9ポイント減少している。 

児童では、「短期入所（ショートステイ）の充実」が29.0ポイント、「移動支援の充実」が27.1ポ

イントそれぞれ大きく減少している。 

全体では「居宅介護（ホームヘルプ）の充実」、児童では「専門支援者の育成」が最も望まれて

おり、状況に合った適切なサポートを行い、自立した生活を送れるように支援するとともに、障害

児をしっかりと支援できる支援者の増加が求められる。 

 

生活上のサービスについて特に力を入れてほしい施策（経年比較） 

＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

  

居宅介護（ホームヘルプ）の充実

移動支援の充実

相談支援の充実

訪問指導、訪問看護の充実

専門支援者の育成

短期入所（ショートステイ）の充
実

福祉用具（補装具・日常生活用
具）の補助

機能回復訓練の充実

生活介護等日常生活訓練事業の充
実

無回答

（％）

31.5

25.4

23.8

22.4

18.4

17.4

16.9

11.6

7.2

33.1

33.1

26.8

26.0

22.3

19.2

19.9

22.8

14.0

10.8

25.7

0 10 20 30 40

令和４年（ｎ＝768）

令和元年（ｎ＝750）
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生活上のサービスについて特に力を入れてほしい施策（経年比較）＜身体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活上のサービスについて特に力を入れてほしい施策（経年比較）＜知的＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

居宅介護（ホームヘルプ）の充実

移動支援の充実

訪問指導、訪問看護の充実

福祉用具（補装具・日常生活用
具）の補助

短期入所（ショートステイ）の充
実

相談支援の充実

機能回復訓練の充実

専門支援者の育成

生活介護等日常生活訓練事業の充
実

無回答

（％）

33.8

24.9

23.4

22.9

15.2

15.0

11.8

11.8

5.6

36.2

34.2

26.3

23.6

29.8

18.2

16.9

14.8

15.2

8.5

26.3

0 10 20 30 40

令和４年（ｎ＝414）

令和元年（ｎ＝433）

短期入所（ショートステイ）の充
実

移動支援の充実

相談支援の充実

専門支援者の育成

居宅介護（ホームヘルプ）の充実

生活介護等日常生活訓練事業の充
実

訪問指導、訪問看護の充実

福祉用具（補装具・日常生活用
具）の補助

機能回復訓練の充実

無回答

（％）

49.2

46.2

41.5

29.2

23.1

18.5

7.7

4.6

4.6

20.0

43.1

47.2

40.3

34.7

22.2

16.7

11.1

4.2

4.2

20.8

0 10 20 30 40 50

令和４年（ｎ＝65）

令和元年（ｎ＝72）
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生活上のサービスについて特に力を入れてほしい施策（経年比較）＜精神＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活上のサービスについて特に力を入れてほしい施策（経年比較）＜難病＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

相談支援の充実

専門支援者の育成

訪問指導、訪問看護の充実

居宅介護（ホームヘルプ）の充実

移動支援の充実

短期入所（ショートステイ）の充
実

機能回復訓練の充実

福祉用具（補装具・日常生活用
具）の補助

生活介護等日常生活訓練事業の充
実

無回答

（％）

43.6

30.9

24.3

23.2

17.1

12.2

8.8

6.6

5.0

30.9

47.7

22.2

23.5

31.4

19.0

14.4

11.1

13.1

12.4

24.8

0 10 20 30 40 50

令和４年（ｎ＝181）

令和元年（ｎ＝153）

居宅介護（ホームヘルプ）の充実

移動支援の充実

訪問指導、訪問看護の充実

機能回復訓練の充実

福祉用具（補装具・日常生活用
具）の補助

短期入所（ショートステイ）の充
実

専門支援者の育成

相談支援の充実

生活介護等日常生活訓練事業の充
実

無回答

（％）

41.7

28.7

24.1

19.4

18.5

15.7

15.7

13.9

10.2

32.4

39.1

26.1

22.8

22.8

20.7

18.5

20.7

21.7

14.1

28.3

0 10 20 30 40 50

令和４年（ｎ＝108）

令和元年（ｎ＝92）
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生活上のサービスについて特に力を入れてほしい施策（経年比較）＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

専門支援者の育成

相談支援の充実

移動支援の充実

訪問指導、訪問看護の充実

生活介護等日常生活訓練事業の充
実

居宅介護（ホームヘルプ）の充実

短期入所（ショートステイ）の充
実

福祉用具（補装具・日常生活用
具）の補助

機能回復訓練の充実

無回答

（％）

53.2

38.3

21.3

21.3

10.6

8.5

8.5

4.3

4.3

21.3

48.4

57.8

48.4

12.5

17.2

14.1

37.5

14.1

17.2

3.1

0 10 20 30 40 50 60

令和４年（ｎ＝47）

令和元年（ｎ＝64）



- 227 - 

（７）余暇活動等について特に力を入れてほしい施策 

問 千代田区の障害者施策を推進する上で参考にさせていただくため、次の分野ごとのうち特

に力を入れてほしい施策をお答えください。 

Ⅴ．余暇活動等について（○は３つまで） 

余暇活動等について特に力を入れてほしい施策を、全体でみると、「生涯学習の場の充実」が

25.8％で最も高く、次いで「スポーツ・レクリエーションの充実」が24.3％、「文化活動の充実」

が20.3％などとなっている。 

調査票種別でみると、身体、知的では「スポーツ・レクリエーションの充実」、精神、難病では

「生涯学習の場の充実」の割合が最も高くなっている。 

 

余暇活動等について特に力を入れてほしい施策 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

生涯学習の場の充実

スポーツ・レクリエーションの充
実

文化活動の充実

コミュニケーション支援や情報保
障の充実

健常者との交流機会の充実

ボランティア活動の推進

無回答

（％）

25.8

24.3

20.3

17.3

11.3

10.0

45.3

20.5

22.0

15.9

14.3

8.7

10.1

53.1

43.1

46.2

18.5

26.2

26.2

13.8

23.1

30.9

26.5

28.7

22.7

13.3

8.8

33.7

26.9

16.7

24.1

14.8

9.3

9.3

48.1

0 10 20 30 40 50 60

全 体 （ｎ＝768）

身 体 （ｎ＝414）

知 的 （ｎ＝65）

精 神 （ｎ＝181）

難 病 （ｎ＝108）
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児童の余暇活動等について特に力を入れてほしい施策をみると、「スポーツ・レクリエーション

の充実」が48.9％で最も高く、次いで「コミュニケーション支援や情報保障の充実」が42.6％、「生

涯学習の場の充実」と「文化活動の充実」が34.0％などとなっている。 

 

余暇活動等について特に力を入れてほしい施策 ＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

  

スポーツ・レクリエーションの充
実

コミュニケーション支援や情報保
障の充実

生涯学習の場の充実

文化活動の充実

ボランティア活動の推進

健常者との交流機会の充実

無回答

（％）n=   47

48.9

42.6

34.0

34.0

6.4

6.4

19.1

0 10 20 30 40 50
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では「生涯学習の場の充実」が5.3ポイント減少している。 

調査票種別でみると、難病では「スポーツ・レクリエーションの充実」が14.8ポイント、「コミ

ュニケーション支援や情報保障の充実」が14.5ポイント、「生涯学習の場の充実」が12.2ポイント

それぞれ減少している。 

児童では「コミュニケーション支援や情報保障の充実」が12.1ポイント、「健常者との交流機会

の充実」が10.8ポイントそれぞれ減少している。 

全体では「生涯学習の場の充実」、児童では「スポーツ・レクリエーションの充実」が最も望ま

れている。障害等のある方が地域で充実した生活を送るためには余暇活動も重要であることから、

地域活動や学習活動、スポーツ・レクリエーションなどに、障害等のある方が参加しやすい環境整

備を行い、余暇活動を通じた交流の場の提供、機会の充実に努めることが求められる。 

 

余暇活動等について特に力を入れてほしい施策（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

余暇活動等について特に力を入れてほしい施策（経年比較）＜身体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

生涯学習の場の充実

スポーツ・レクリエーションの充
実

文化活動の充実

コミュニケーション支援や情報保
障の充実

健常者との交流機会の充実

ボランティア活動の推進

無回答

（％）

25.8

24.3

20.3

17.3

11.3

10.0

45.3

31.1

26.5

21.6

20.1

11.7

11.7

37.1

0 10 20 30 40 50

令和４年（ｎ＝768）

令和元年（ｎ＝750）

スポーツ・レクリエーションの充
実

生涯学習の場の充実

文化活動の充実

コミュニケーション支援や情報保
障の充実

ボランティア活動の推進

健常者との交流機会の充実

無回答

（％）

22.0

20.5

15.9

14.3

10.1

8.7

53.1

21.0

29.3

20.3

14.3

9.0

9.5

42.5

0 10 20 30 40 50 60

令和４年（ｎ＝414）

令和元年（ｎ＝433）
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余暇活動等について特に力を入れてほしい施策（経年比較）＜知的＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

余暇活動等について特に力を入れてほしい施策（経年比較）＜精神＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

余暇活動等について特に力を入れてほしい施策（経年比較）＜難病＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツ・レクリエーションの充
実

生涯学習の場の充実

コミュニケーション支援や情報保
障の充実

健常者との交流機会の充実

文化活動の充実

ボランティア活動の推進

無回答

（％）

46.2

43.1

26.2

26.2

18.5

13.8

23.1

50.0

34.7

27.8

25.0

16.7

20.8

23.6

0 10 20 30 40 50

令和４年（ｎ＝65）

令和元年（ｎ＝72）

生涯学習の場の充実

文化活動の充実

スポーツ・レクリエーションの充
実

コミュニケーション支援や情報保
障の充実

健常者との交流機会の充実

ボランティア活動の推進

無回答

（％）

30.9

28.7

26.5

22.7

13.3

8.8

33.7

29.4

26.8

28.1

27.5

12.4

17.0

32.0

0 10 20 30 40

令和４年（ｎ＝181）

令和元年（ｎ＝153）

生涯学習の場の充実

文化活動の充実

スポーツ・レクリエーションの充
実

コミュニケーション支援や情報保
障の充実

ボランティア活動の推進

健常者との交流機会の充実

無回答

（％）

26.9

24.1

16.7

14.8

9.3

9.3

48.1

39.1

22.8

31.5

29.3

8.7

10.9

30.4

0 10 20 30 40 50

令和４年（ｎ＝108）

令和元年（ｎ＝92）
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余暇活動等について特に力を入れてほしい施策（経年比較）＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  

スポーツ・レクリエーションの充
実

コミュニケーション支援や情報保
障の充実

生涯学習の場の充実

文化活動の充実

ボランティア活動の推進

健常者との交流機会の充実

無回答

（％）

48.9

42.6

34.0

34.0

6.4

6.4

19.1

54.7

54.7

39.1

28.1

14.1

17.2

7.8

0 10 20 30 40 50 60

令和４年（ｎ＝47）

令和元年（ｎ＝64）
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（８）その他の特に力を入れてほしい施策 

問 千代田区の障害者施策を推進する上で参考にさせていただくため、次の分野ごとのうち特

に力を入れてほしい施策をお答えください。 

Ⅵ．その他（○は２つまで） 

その他の特に力を入れてほしい施策を、全体でみると、「バリアフリーの推進」が35.7％で最も

高く、次いで「障害者理解の啓発や交流の促進」が27.1％、「成年後見、障害者虐待防止等の権利

擁護」が17.8％となっている。 

調査票種別でみると、身体と難病では「バリアフリーの推進」、知的と精神では「障害者理解の

啓発や交流の促進」の割合が最も高くなっている。 

 

その他の特に力を入れてほしい施策 ＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童のその他の特に力を入れてほしい施策をみると、「障害者理解の啓発や交流の促進」が48.9％

で最も高く、次いで「成年後見、障害者虐待防止等の権利擁護」が31.9％、「バリアフリーの推進」

が17.0％となっている。 

その他の特に力を入れてほしい施策 ＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  

バリアフリーの推進

障害者理解の啓発や交流の促進

成年後見、障害者虐待防止等の権
利擁護

その他

無回答

（％）n=  768

35.7

27.1

17.8

2.1

42.3

42.8

20.5

10.6

1.4

47.3

12.3

47.7

43.1

3.1

32.3

24.9

40.3

26.0

3.3

34.3

40.7

17.6

16.7

1.9

42.6

0 10 20 30 40 50

全 体 （ｎ＝768）

身 体 （ｎ＝414）

知 的 （ｎ＝65）

精 神 （ｎ＝181）

難 病 （ｎ＝108）

障害者理解の啓発や交流の促進

成年後見、障害者虐待防止等の権
利擁護

バリアフリーの推進

その他

無回答

（％）n=   47

48.9

31.9

17.0

4.3

27.7

0 10 20 30 40 50
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【経年比較】 

令和元年調査と比較すると、全体では、前回同様に「バリアフリーの推進」、「障害者理解の啓発

や交流の促進」、「成年後見、障害者虐待防止等の権利擁護」の順で高くなっており、傾向の違いは

みられない。 

調査票種別でみると、知的では「バリアフリーの推進」が12.7ポイント減少している。 

児童では、前回同様に「障害者理解の啓発や交流の促進」、「成年後見、障害者虐待防止等の権利

擁護」、「バリアフリーの推進」の順で高くなっており、傾向の違いはみられない。 

令和元年調査に引き続き、全体では「バリアフリーの推進」、児童では「障害者理解の啓発や交

流の促進」が最も望まれていることから、障害等のある方が外出しやすいよう、生活関連施設のバ

リアフリー化を推進し、住みやすい地域社会づくりに努めるとともに、障害等のある方への理解促

進のため、意識啓発の活動を継続的に行っていくことが求められる。 

 

その他の特に力を入れてほしい施策（経年比較）＜全体（身体、知的、精神、難病）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の特に力を入れてほしい施策（経年比較）＜身体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

バリアフリーの推進

障害者理解の啓発や交流の促進

成年後見、障害者虐待防止等の権
利擁護

その他

無回答

（％）

35.7

27.1

17.8

2.1

42.3

43.5

30.4

20.0

1.6

34.3

0 10 20 30 40 50

令和４年（ｎ＝768）

令和元年（ｎ＝750）

バリアフリーの推進

障害者理解の啓発や交流の促進

成年後見、障害者虐待防止等の権
利擁護

その他

無回答

（％）

42.8

20.5

10.6

1.4

47.3

49.7

24.7

12.7

1.4

36.3

0 10 20 30 40 50

令和４年（ｎ＝414）

令和元年（ｎ＝433）
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その他の特に力を入れてほしい施策（経年比較）＜知的＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の特に力を入れてほしい施策（経年比較）＜精神＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の特に力を入れてほしい施策（経年比較）＜難病＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

障害者理解の啓発や交流の促進

成年後見、障害者虐待防止等の権
利擁護

バリアフリーの推進

その他

無回答

（％）

47.7

43.1

12.3

3.1

32.3

44.4

25.0

1.4

23.6

0 10 20 30 40 50

令和４年（ｎ＝65）

令和元年（ｎ＝72）

障害者理解の啓発や交流の促進

成年後見、障害者虐待防止等の権
利擁護

バリアフリーの推進

その他

無回答

（％）

40.3

26.0

24.9

3.3

34.3

39.9

28.1

31.4

2.0

34.6

0 10 20 30 40 50

令和４年（ｎ＝181）

令和元年（ｎ＝153）

バリアフリーの推進

障害者理解の啓発や交流の促進

成年後見、障害者虐待防止等の権
利擁護

その他

無回答

（％）

40.7

17.6

16.7

1.9

42.6

48.9

23.9

21.7

2.2

32.6

0 10 20 30 40 50

令和４年（ｎ＝108）

令和元年（ｎ＝92）
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その他の特に力を入れてほしい施策（経年比較）＜児童＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

障害者理解の啓発や交流の促進

成年後見、障害者虐待防止等の権
利擁護

バリアフリーの推進

その他

無回答

（％）

48.9

31.9

17.0

4.3

27.7

59.4

54.7

31.3

0.0

14.1

0 10 20 30 40 50 60

令和４年（ｎ＝47）

令和元年（ｎ＝64）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千代田区第７期障害福祉計画、第３期障害児 

福祉計画策定のためのアンケート調査 

報 告 書 
 

令和５年３月 
 

千代田区 保健福祉部 障害者福祉課 
 
 〒102-8688 東京都千代田区九段南１－２－１ 
 電話：03-3264-2111（代表） ＦＡＸ：03-3239-8606 
 ＵＲＬ https://www.city.chiyoda.lg.jp 

 


